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　序章　―Prologue―







　夢を見た。

　いつものように家庭教師達の妨ぼう害がいを一つずつ片付け、剣けんの指し南なん役を一いち撃げきで打ちのめす。ロスターでないと相手にならないと見せつけ、ウェスタイン邸ていへ馬で駆かけた。

　ふと思い立ち、庭園の裏口から屋や敷しきに入ってみた。最近では玄関で取次ぎを待っていると、理由をつけて待たされることが多い。その間にモニカには逃にげられ、王宮からは自分を連れ戻そうと人が来てしまう。

　案あんの定じよう、ここまでは王太子排はい除じよの命令が下っていなかったらしい。庭番は平へい伏ふくし、すんなりと通してくれた。

　背の高いリュセの花に紛まぎれて屋敷に近づいたとき、奇き跡せきのような光景を見た。

　庭園の真ん中の東あずま屋やで、モニカが眠っていたのだ。

　満開のリュセに、景色までも淡あわい紅べに色いろに染まるように見えた。麗うららかな春の陽ひ射ざし、緑みどりの大地とその上にそびえる白はく亜あの石せき柱ちゆう。

　なんてなんてなんてなんて綺き麗れいなんだろう！　どうしてこんな女の子がこの世に存在しているんだろう！

　心しん臓ぞうが痛い。誰かに握にぎりつぶされているみたいに苦しくて、上う手まく息ができない。

　モニカは弧こを描くベンチに沿って器用に眠っている。こんなところで熟じゆく睡すいだなんて、疲れているんだろうか。原因は分からないが、モニカを疲れさせるなんて許せないことだ。

　憤ふん慨がいしつつ、足音を忍しのばせ近づいた。

　レースの袖そでの中に埋うもれるように眠る、優しそうな白しろい顔。ふわふわした亜あ麻ま色いろの髪。輝く翠すい緑りよくの瞳ひとみが見られないのは残念だが、目を閉じればまつげの長さが際きわ立だつ。

　怒ったり泣いたりしていないモニカの顔を、こんなにじっくり眺ながめたのは初めてだ。

　寝ね息いきが聞こえそうなほど近づく。少しだけ開かれた唇くちびるが柔やわらかそうで、無む性しようにどきどきした。

　触さわりたい。

　伸びそうになる手を握り締しめたり、開いたり。

　ここで触ってしまったら、モニカはきっと目を覚ましてしまう。そうすれば、この夢のような時間が終わってしまう。

　起こさずに、もう少し眺めていよう。

　ああ、でも触りたい。触りたいな。触りたい…………。







　第一章　夢のような現実が







「お目覚めの時間でございます、殿でん下か」

　きびきびした声に、パチリと目を開けた。

　シャッと音を立てて、部屋のカーテンが次々と開かれていく。

　高い天てん井じようまである大きな窓から眩まぶしい朝の陽ひ射ざしが差し込み、紺こん色いろのお仕し着きせの女じよ官かん達が優ゆう雅がに動く姿が目に映うつった。

（……夢か……）

　寝ね返がえりをうち、アレクは大きく息を吐はいた。

　懐なつかしい、少年の日の忘れられない思い出だ。結局あの後キスして起こしてしまい、泣かせてしまった。またいるんじゃないかと期待して何度も何度も庭園に行ったが、モニカは二度と出てきてくれず、おまけに庭園には頑がん丈じように鍵かぎを掛けられ、番ばん兵ぺいまで置かれるようになった。

　夢の中の十二歳のモニカに想いを馳はせていると、晴れ渡る空のような澄すんだ瞳ひとみにじっと見下ろされていることに気づいた。

　無言でこちらを見ているのは、太陽のような明るい金きん色いろの髪の男だ。

（…………なぜロベルトがここに）

　夢と現うつつをさまよい、ぼんやりとしていたアレクは、そこでやっと目が覚めた。自分が寝ているのは一ひと月つきほど滞たい在ざいしていた隣りん国ごくペンテレイアの小さな貴き賓ひん室しつでもなく、帰国の旅の宿でもない。馬ば鹿かみたいに広い部屋は、カゼルラ王国の自分の寝室だ。

「お目覚めの時間でございます」

　アレクの近この衛え騎き士し長であるロベルトは、生き真ま面じ目めな声で繰くり返す。

　ベッド脇わきに立たれると、圧あつ迫ぱく感かんのある見事な体たい軀くだ。金色の髪は武ぶ人じんらしく短たん髪ぱつで、背も肩かた幅はばも胸むな板いたも何もかもが逞たくましい。顎あごには野性味のある髭ひげを蓄え、巌いかつい、という言葉がこれほど似合う顔もないだろう。

　アレクは素早く身を起こした。

「モニカは？」

「第一声がそれですか！　ペンテレイアからお帰りになって五日間、毎日毎日！　殿下、まずはおはようございます、です！」

　ロベルトはもともと気難しげな顔を更さらにしかめた。アレクはかまわず脱いだ夜よ着ぎを女官に手渡し、シャツを羽は織おる。

「ウェスタイン邸ていへ行く。支度をしろ」

「なりません！　朝食をご一緒にと陛へい下かから。オルディアーナ様もずっと殿下のお帰りをお待ちだったのですよ？　またしてもエリオ様にお相手させて！　何がなんでも朝食会にはご出席頂きます！」

「いい夢だった」

　銀ぎんの盆ぼんに満たされた水で顔を洗いながら、アレクは懐かしい少女時代のモニカを思い出し、うっとりとした。

　いい目覚めだ。今日はいい日になりそうな気がする。そのためにはまずモニカに会いに行かなければいけない。

「聞こえてますか、殿下!?　朝食を！　陛下と！　ご一緒に！」

「おっはよーございまーす!!」

　潑はつ剌らつとした声と共に、寝室のドアが勢いきおいよく開かれた。現れたのは、長い金色の髪を綺き麗れいに一つにまとめた、ひょろりと背の高い優やさ男おとこだ。朝から元気のいい様子に、女官たちが次々と笑顔になり挨あい拶さつを返す。アレクの忠ちゆう実じつな侍じ従じゆうは愛あい嬌きようを振ふりまきながら、嬉うれしそうにベッドまで駆かけ寄ってきた。

「殿下殿下、朗ろう報ほうですよ。モニカ様のダンスの指導役を殿下にして頂きました。今日のお昼から早さつ速そくですよ」

「マーシュ!!」

　アレクとロベルトの声が重なった。

「さすがだ。感謝する」

「マーシュ！　お前は一体何をしているのだ！」

　ロベルトに叱しかり飛ばされ、マーシュは兄と同じ空そら色いろの目を丸くした。

「あれ？　兄さんいたの？　何って、モニカ様がダンスレッスンを始めるんだけど基き礎そをサッパリ忘れちゃったらしくて。レッスンが怖こわいって言うから、優しい先生の方がいいかなーって」

　マーシュの返答に、アレクは胸を押さえて突つっ伏ぷした。

「ああ！　モニカに優しいと思われた！　ええ、ええ、どこまでも優しくしますよ！　さあロベルト、午前の予定を早く片付けるぞ！　朝食など一秒で終わらせてくれる！」

「お待ちください殿下！　そんな朝食会なら出ないほうがマシです！」

　モニカとのレッスンに遅れてはならない。アレクは手早く着替えるとバルコニーに出た。ウェスタイン邸に目を向けるのは、モニカに恋して十年間の朝の日課である。

　帰国してから五日間は挨拶やら滞とどこおった仕事やらに忙ぼう殺さつされて、手紙を送ることしかできなかった。

　やっと、やっと彼女の姿を見て声を聞くことができる。

（昼にはモニカに会える……！）

　開放的なバルコニーに立ち、眼がん下かに広がる王都を見下ろした。

　高台にある王城からは、町を蛇だ行こうして流れる雄ゆう大だいなアルキアーノ河が見える。朝の光にキラキラと青あおい水みな面もが輝き、白しろい外がい壁へきに橙だいだいの屋根を持つ町並みの中を、見え隠かくれしながら彼方かなたの山々へ消えていく。

　カゼルラ王国王都、ネルトハイム。大陸の華はなとも称される豊かな西の都だ。

　まだ陽が昇ったばかりだが、あちこちの煙えん突とつから細い煙が上がり、一日が始まろうとしている。河を行き来する白い帆ほの小船も徐じよ々じよに増え、商人たちの朝の喧けん騒そうが聞こえそうだ。

　爽さわやかな空気を胸に吸い込み、深呼吸したアレクは眩しい朝あさ陽ひに目を細めた。

　この町のどこかに……正確には眼下右方向北北東、大聖堂近く、周囲を木々に囲まれ森のようになっている広大なウェスタイン邸に、モニカがいる。

　そう、モニカは戻ってきたのだ。あの暗くら闇やみのようだった四年間を越えて。

　もう一度、あと一度だけでかまわない。そう祈いのり続け、会いたいと血を吐くまで願い続けた女性が存在している――！

「ああああああっ！　信じられない！　夢かこれは!?　私はまだ夢の中にいるのか!?　本当に本当に本当にモニカはいるのか!?　そうだ、会いに行こう、会いに行って確かめよう！」

　髪を振り乱みだし少年の頃と同じように飛び出そうとしたアレクを、ロベルトは必死に押さえつけた。

「もう子供ではないのです！　お一人で馬で行くのはおやめください！」

　細身でも力のあるアレクを、体を張って止められるのはロベルトしかいない。毎朝毎朝同じことの繰り返しだが、今日は思わぬ援えん軍ぐんが来た。

「そうですよー、殿下。今日は正式に公こう爵しやく家を訪問できるんですよ。お昼には王子様らしく、堂どう々どうとお供を連れてモニカ様に会いに行きましょう」

　のんびりとしたマーシュの声に、アレクの足がピタリと止まったのだ。

「…………そうだな。そうしよう」

　内容には物申したいところだが、あっさり騒さわぎが収まりロベルトはほっと力を抜いた。

　毎朝の恒こう例れい行事が終わると、バルコニーまで追ってきた年若い女官達がきゃあきゃあと騒ぎ立てる。

「殿下、今日はいよいよモニカ様にお会いするのですね！　この部屋にはいつお越し頂けるのでしょう！」

「どうか私たちにもお目通りをお許しください！　ああ、私たちの麗しの女神ヴイアトリーチエ！」

〝麗しの女神ヴイアトリーチエ〟とは、アレク付きの女官におけるモニカの尊そん称しようだ。若い女官はモニカが屋や敷しきに引きこもってから役についたものが多く、アレクが激しく想いを寄せる姫君に、いたく興味を抱いだいている。

「これ、お前達。何をはしたなく騒いでいるのですか」

　だが、かしましい騒ぎを落ち着いた声が制した。

　穏おだやかながらも威い厳げんのある叱しつ責せきに、娘達は慌あわてておしゃべりをやめる。

　しずしずと滑すべるように優雅に現れたのは、品のいい婦人だった。

　背中に定じよう規ぎを当てているかのように姿し勢せいがよく、体は非常に細い。白いものが混ざり始めた髪を後おくれ毛一筋も残すことなくまとめ、厳しそうな印象を与えるが、琥こ珀はく色の瞳は温かみがあり穏やかだ。

　他の女官達と同じく紺色のロングドレスに白の前掛け、そして頭には白い頭ず巾きんをつけている。その頭巾を留とめる髪飾かざりは銀。女官の階級章となる髪飾りに限らず、王宮内で銀を身につけられるのは、それぞれの役職の第二の地位にある者だ。

　王太子宮の女官長ルシアは、背の高いアレクにひたと視線を据すえた。

「殿下。夢ではないのですね？」

　確認に、周りの女官達も固かた唾ずを呑のむ。アレクは母親代わりでもある女性に、しっかりとうなずいた。

「ああ、ルシア。間ま違ちがいなく本物のモニカを連れて帰ってきた」

　胸に手を当て、一呼吸の後のち宣言した。

「――――私の恋人として！」

　うおおおおおおっ！　と戦場さながらの鬨ときの声が青空の下に響ひびき渡った。近衛騎士一人、侍従一人、女官十五人とは思えない低音だった。

「おめでとうございます、殿下！」

「なんという奇き跡せき！」

「天地がひっくり返ってもありえないと思っていたことが！」

「神は本当にいたのか！　血を吐くまで祈った殿下の執しゆう念ねんが天に届いたのですね！」

　ルシアはそっと前掛けで目め頭がしらを押さえた。

「おめでとうございます、殿下。毎日毎日送りもしない愛の詩うたを書き溜ため、会えなくなって寝ね込こむほど恋した方……。いつかモニカ様に読んで頂きたいと、ポエムは全て大切に取り置きしていますからね」

「待て、ルシア！　処しよ分ぶんしてくれと言った物をなぜ取り置きしている!?　しかも読んだのか!?」

「この婆ばばにとって殿下は腹を痛めて産んだ息子以上に大切なお方。そのあなた様が命を削けずって書いた物をどうして捨てられましょうか？　いいえ、捨てられるはずありません！」

「いや、その、モニカを呼ぶのは少し落ち着いてからにしよう。もういつでも呼べるのだから」

　ルシアのこの勢いでは、本当に愛の詩を披ひ露ろうされてしまう。か細い女官長をなだめ、アレクは話を打ち切ろうと部屋の中へ戻った。

　それを待っていたかのように寝室の扉とびらが開き、一人の男が現れた。

「それでは殿下。朝のお茶をご用意しておりますので、あちらで本日のご予定の確認を。午後にウェスタイン邸を訪れる旨むね、手配しておきましょう」

　年の頃は三十半なかば。落ち着いた茶ちや色いろの髪に穏やかな鳶とび色いろの瞳をした、上品な青年だ。常に微ほほ笑えんでいるかのような柔にゆう和わな顔立ちで、十人見れば十人ともが「優しそうな人」と答えるだろう。

　膝ひざまである丈たけの長い黒くろの上着をすっきりと着こなし、首元にはレースのタイ。タイを留める飾りは女官長と同じ銀色だった。

「ああ、頼たのむ。ラフィット」

　王太子宮侍従長ラフィットの気の利きいた申し出に、アレクは機き嫌げんよく寝室を出て行った。

　アレクの姿が視し界かいから消えると、ロベルトは小声でラフィットに詰つめ寄る。

「ラフィット侍従長、どうせ扉越しに聞いていたのでしょうっ？　なぜウェスタイン邸に行くことをお許しになるのか!?」

「止めて止まるものではないと判断した。朝食会に出席頂けるだけでも良しとしよう」

　ラフィットは、女官に盆を下げさせるマーシュにうなずいた。

「なかなかの操そう縦じゆう具合だった。マーシュ」

「おはようございます、ラフィット様。俺なんてまだまだ。あなたの足元にも及びませんよ」

「なんて嫌いやな師し弟ていだ！」

　兄の暴ぼう言げんにもマーシュはどこ吹く風だ。

「では殿下をお食事の間に誘ゆう導どうしてきますねー」

　にこやかに出て行くマーシュを見送り、ラフィットはふむ、と口許に手をやった。

「私が王宮侍従長に上がったら、マーシュを殿下の侍従長に推おしてもいいかもしれない」

「マーシュが侍従長！　おお、この国はもうお終しまいだ！」

「国家転てん覆ぷくにまで発展するとは。逆に任まかせてみたくなる」

「侍従長！　あなたのその性格はどうにかならないのですか!?」

「更にどうにかなったところが見たいとは、さすがあの弟にしてこの兄あり。分かった、どうにかなってみせよう」

「逆！　逆方向にです！」

　懸けん命めいに叫んだが、ラフィットは気にも留めずに寝室を出て行く。この侍従長を見て、十人が十人とも「優しそうな人」と答えるのは初対面だけだ。ロベルトはラフィットの容よう姿しに惑まどわされる女性陣に「よく目を見ろ！」と一いつ喝かつしたくなるときがある。

「侍従長、あなたは私の言ったことを考えてくださったのか？　ペンテレイア国こつ境きようから護ご衛えいさせて頂いたが、モニカ様は公爵令れい嬢じようとしての自覚に欠けている！　殿下も殿下で甘すぎるぐらい甘いし、あれで結婚などされては国が傾かたむく。第一あれほど嫌きらっていたのに、モニカ様は本当に殿下のことがお好きなのか？　なんか変な生き物はついてきているし……。せっかく決定していないのだから、ヴァルダンのセリディアーナ姫とエリオ殿下の」

「もちろん考えているとも」

　くどくどと言いつつ追いついてきたロベルトに、ラフィットは涼すずやかな笑顔で振り返った。

「お前の心配はもっともだ。どのようにご成長あそばされたか。私もモニカ様と一度お会いしておきたいと思うよ」

　顔は笑っているのに、鳶色の目は一切笑っていない。

　とても優しい、自分にとって意に適かなった返事である。

　それなのに、ロベルトは同意するのも忘れてごくりと息を呑んだ。
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　木こ漏もれ日の落ちる林の中で、モニカは息を詰めて光景を見守っていた。

　小さな広場になった場所では、銀髪の少年の姿をとったレームが柔やわらかい草の上に座り込んでいる。遠目なのでよくは分からないが、少し嬉しそうに両手を使って何かを話している。そんな彼の周りにはモニカが母親代わりにと思って紹介した、ウェスタイン家の老ろう牝ひん馬ばエリー、林に住む兎うさぎが三羽、雉きじが二羽、猫が一匹、そして見たことのない葦あし毛げの馬がいた。

　彼らは輪になって座り、頭ず上じようの枝にも小鳥がたくさんいる。

（う、うわー！　うわー、うわー!!）

　これ以上近づくとみんな逃にげてしまうと思い、モニカは騒ぎ出しそうな体を必死で押さえつけた。できるならこの場で踊り出したいぐらいだ。

「モニカ様――」

　しかし屋敷のほうから侍じ女じよのローズの声が聞こえ、モニカは名な残ごり惜おしくその場を立ち去った。

「まあ、モニカ様！　お一人でどちらにいらっしゃったのですか？」

　エプロンドレス姿のローズは、葉っぱを引っ付けて出てきたモニカに、その茶色の目を丸くした。切れ長の目にほっそりした面おも立だちの美人だが、そうして驚おどろいたりするとまだまだ十八歳の少女らしく見える。

　ウェスタイン邸の侍従頭がしらクラウドの娘であるローズは、子供の頃からモニカに仕つかえてくれている。たった一歳違いで姉し妹まい同然に育ったが、決して主しゆ従じゆうの一線を越えたりしない、しっかりした性格の持ち主だ。

　ローズはモニカの髪についた葉っぱや、走ったため乱みだれたドレスを丁てい寧ねいに直すと、苦々しげな顔で言った。

「アレクシス殿下が来られましたわ。正門から」

「ほんと!?」

　モニカはぱっと表情を輝かせると、門へと走り出した。

「アレク！」

　ウェスタイン邸の広い門前には王家の紋もん章しようの入った馬車があり、側そばには数人の男性が立っている。

　全員が身分のある若者であり、装よそおいも立ち姿も美しい。だがその中にあっても、他の者とは明らかに一線を画する人物がいる。

　黒にも見える濃こい紫むらさきの髪に、遠目にも分かる鮮あざやかな薄うす紫むらさきの瞳。優ゆう美びな印象を与える整ととのった顔立ちだが、その体軀はしなやかに引き締しまり、彼の騎士としての力を感じさせる。

　大陸西部を占める大国、カゼルラ王国第一王子アレクシスはモニカの姿に気づくと、その端たん正せいな顔を綻ほころばせた。十年間の片思いを越えてやっと想いを遂とげた恋人を迎え入れようと、両りよう腕うでを広げる。

　モニカはその腕に飛びつくと、目にした感動をまくし立てた。

「すごいんだよ！　集会が、集会が開かれてたんだ！　エリーが集めてくれたのかな!?　茶色い兎と白い兎と、雉とか猫とか知らない馬とかがレームとしゃべってたんだ！　林にあんな馬がいたなんて知らなかったよ！　動物集会はほんとにあったんだ、物語の中だけじゃなかったんだ！」

　すごいー！　と万ばん歳ざいして感動を表すモニカに、ふいに冷めた声が聞こえた。

「モニカ様」

「え？」

　たしなめるようなローズの声に我われに返ると、アレクが腕を広げたまま固まっていた。




[image: ]





　マーシュは「動物集会!?」と話に乗ってくれたが、護衛として来たのだろう、数人の騎士達は唖あ然ぜんとしている。

　万歳の体勢のまま、モニカは胸元に冷や汗が流れるのを感じた。

（し、しまった……！）

　またやってしまった。

　女性の姿に戻って今日で二十日ほど。

　四年間も少年として暮らしていた頃の名残で、つい公爵令嬢としての自分を忘れた振ふる舞まいをしてしまう。気をつけてはいるのだが、故こ郷きようカゼルラの屋敷に帰ってきてからはまだ五日目だ。失われた思春期の四年間は大きい。

　アレクの背はい後ご、近衛騎士長であるロベルトにため息をつきそうな顔をされ、グサッと心に矢が刺ささった。身分をわきまえているため本当にため息をついたりはしないが、カゼルラの国境で近衛隊を率いて迎えに来てくれたロベルトとは、十日ほどの行程を共にした。彼はマーシュと同じく常にアレクの側に控ひかえているが、公爵令嬢らしからぬモニカにいつも何か言いたそうにしている。……モニカもそれは重じゆう々じゆう承しよう知ちだ。

　次の行動に移れない主あるじを見かねて、ローズが咳せき払ばらいした。

「ご挨拶を。アレクシス殿下がお越しになられました」

　凍こおりついた時間を進めてもらい、モニカは慌てて裾すそを引いて礼をした。

「よ、ようこそお越しくださいました。お見苦しいところを、も、申し訳ありません……」

　いまさら取り繕つくろったところでどうにもならないが、とりあえず女主人として王太子の訪問を歓かん迎げいしないといけない。だが声が消え入ってしまい、下げた顔を上げることもできない。

　水を打ったように静まり返った屋敷の門前だったが、アレクのうめき声が静せい寂じやくを破やぶった。

「くっ……！」

　驚いて顔を上げれば、アレクは目頭を押さえている。

「ごめんなさい、アレク」

　従じゆう者しや達の前で失しつ望ぼうさせてしまったかと思い、モニカは申し訳なくも悲しくなり、頭を下げた。しかしアレクは抑おさえた声でうめく。

「こんなに嬉しそうなあなたに正門で迎えられるなんて……！　私はやはり夢を見ているのか!?」

　ふらりとその体が傾き、血けつ相そうを変えた二人の騎士が背と腕を支える。

「殿下、お気を確かに！　現実です！　これは紛まぎれもない現実でございます！」

「殿下、しっかりあそばしませ！　今日は公式に訪問が許された、記念すべき日ですよ!?」

　励はげまされ、アレクは荒い息を吐きながら気持ちを落ち着ける。その様さまを気持ち悪そうに見ながら、ローズは先に立って歩き出した。

「皆様、どうぞ。広間へご案内いたします。殿下には案内など不要でしょうが」

　モニカへの想いが募つのりに募って無理やり迫せまり、王太子であるにも関わらず屋敷の出入り禁止を言い渡されたアレクだ。それまでは住み着いているのではないかと思うほど屋敷に出没しており、抜け道裏口、警備の手薄な所、なんでも知っている。

　チクリと嫌いや味みを言われ、アレクはモニカの手を取ると真剣な表情で後に従したがった。

「ローズ。ありがとう。こうして君やモニカに迎えられて屋敷に入るなんて、生しよう涯がいありえないだろうと思っていた。私は本当に幸せだ」

　アレクはまるで初めて訪れる場所のように、広い邸内を見渡す。

　その横顔に、モニカも同じ心ここ地ちがした。こうしてアレクと手を取り合って並んで歩くなど、昔なら考えられないことだったからだ。

　子供の頃からアレクの強引な求きゆう愛あいに悩まされ、いかに逃げるかばかりを考えて暮らしてきた。顔も見たくない、声も聞きたくない。それなのに、嫌えば嫌うほどアレクは押してくる。

　そんな二人の関係を変えたのが、隣国ペンテレイアでの出来事だった。

　カゼルラと国境を接する最西端の小国ペンテレイアは、魔ま道どうと呼ばれる不ふ可か思し議ぎな術じゆつが今も残っている。その力を借りて、十三歳のモニカはアレクから逃げるために記き憶おくを消し、ミラという少年に姿を変えたのだ。

　だが、アレクはミラの中のモニカを見つけ出した。失われた記憶と本当の姿を取り戻すため一緒に行動するうちに、モニカはアレクがいかに自分を愛し、また、過去の強引さを改めてくれたかを知った。

　まっさらな気持ちで成長したアレクを見て、初めて彼の気持ちを理解できたのだ。

　記憶がないまま始まったモニカの恋だったが、全てを思い出しても気持ちは変わらなかった。過去の行動を反省し、変わろうとしてくれたアレクに恋をしたのだ。

　現在の頭一つ分も背が高くなったアレクを見上げれば、優しく穏やかで落ち着いた顔をしている。

（大人になったなぁ……）

　そんな感想を抱いてしまうほど昔のアレクは酷ひどかったのだが、今は劇げき的てきに変わってくれた。

　見上げるモニカの視線に気づいたのか、にっこりと微笑みを返してくれる。ドキリとして目を伏ふせてしまったが、まさかアレクの笑みに、こんなふうに心を騒がされる日がこようとは夢にも思わなかった。昔はもっと駄だ目めな意味で心騒がされたものだ。

　ひとしきりモニカを感動させたアレクは、ローズにも微笑みかける。

「今まで迷めい惑わくを掛けて申し訳なかった。君達に今までのお詫わびも込めてお菓子を持ってきたから、みんなで食べてくれ」

「賄賂わいろですか。一応頂いておきますわ。モニカ様から聞き及んでおりますが、使用人みなで協議の上、今後の殿下への対応を決定致します」

「ローズ！　ちょっと……！」

　あまりの言いようにモニカは血相を変える。何度も恋人同士になったと説明したのだが、ウェスタイン邸の召し使い達は、アレクに対する警けい戒かい心しんを解とこうとしない。王子だというのに客室に通されることもなく、門前で止められてしまうのもそのせいだ。

　未いまだに嫌けん悪お感かんも露あらわなローズに、背後に控えていたロベルトが怒りの声を上げる。

「王太子殿下に対して何という無ぶ礼れいだ！　殿下！　賄賂などと言われて黙っているおつもりですか!?」

「もちろん黙ってはいない。物品だけでなく、言葉でもお願いするのが筋というものだ。ローズ、よろしく口くち添ぞえを頼む。クラウドの娘という点においても、モニカの侍女という点においても君はかなりの権限を持っている。君個人にもドレスを下か賜ししようと思い、持って来た」

「本格的に賄賂ではないか!!　殿下、あなたがマーシュとこそこそ相談していたのはこれだったのか！」

「何言ってるんだよ、兄さん。賄賂じゃないよ。円えん滑かつな人間関係の進め方について、俺と殿下の意見が一致しただけだよ」

　弟には軽くいなされ、アレクとローズはすでに受け取りについて話し合いを始めている。怒りを通り越して崩くずれ落ちそうになる巨体を、モニカは必死に励ました。

「ロベルト、しっかり！　ローズには受け取らないよう言っておくから！」

　瞳と髪はマーシュと同じ色なのに、中身は本当に正反対だ。初めて会ったときは兄きよう弟だいだと全く気がつかなかった。言われても信じられなかった。髭のある顔は落ち着きがあって、確実に五歳は上に見えるのにたったの一歳違いの二十三歳。

　義理の兄弟かと思ったが、それも違う。離れて暮らしていたのかと問えば、子供の頃からぴったり一緒。アレクの元へ上がったのも、マーシュがロベルトについて来たからだと言う。

　なぜ同じ環境で育って、こうも違うのか。それとも弟がああだから、自然と兄がこうなったのか。

（苦労してきたんだろうなぁ）

　アレクやマーシュの言動に振り回される彼を見るたび、しみじみとした思いに捕とらわれる。

　モニカもミラとしてアレクやマーシュと行動していたが、やり取りや言動は放置気味だった。ロベルトの性格上、毎度相手をしてしまうのだろう。

　しかし、支えようと伸ばされたモニカの手に、ロベルトはさっと姿勢を正した。「それ以上近づくな」という無言の声が聞こえ、モニカは行き場のなくなった手を引っ込める。

　生真面目な性格に好意を持つモニカと違って、どうやらロベルトはモニカを良く思っていないようだ。今も励まされ複雑な顔をしているし、形式的な受け答えばかりでほとんど話もしてくれない。

　出会った当初から薄々感じていたが、今では確信に変わりつつある。

（でも、これからだよね）

　あまり苦手意識を持たないよう、モニカはにっこり微笑んだ。おそらく公爵令嬢として至らない自分のせいだろう。努力次第で関係は変えられるし、打ち解けられないと判断するのは早い。しかめっ面をされて心が折れかけたが、根性で笑顔を維い持じした。

「兄さん、顔怖いよ。すみません、モニカ様。兄さんは女の人が苦手なんです。誤解しないであげてください。本当は小動物が大好きで、見れば語りかけるような心優しい人なんです！　この間も炎えん天てん下かで石いし畳だたみに寝そべる小猫に、そんなところで寝て熱くないのか、と……！」

「おおおお前はどうしてそういうことを言うんだ！　黙っていろ！」

　微び妙みように顔を赤くしたロベルトに襟元を締められ、マーシュがにやにやと苦しさの入り混じった変な顔をする。後半を黙っていれば怒られないのに……と思うが、どうも好きで兄にちょっかいを出しているようだ。

　ロベルトとの間に沈ちん黙もくが降りると、こうやってマーシュが間に入ってくれる。空気を紛らわせてもらったモニカは、笑顔のままうなずいておいた。

「そういえば、モニカ。楽団は到着していますか？」

　ローズと賄賂の受け取りについて話を終えたアレクは、思い出したように言った。離していた手を取られ、モニカは隣となりに並ぶ。

「うん、来てくれてるよ。でもまさか楽団を送ってくるとは……」

「音楽なしで練習するつもりだったんですか？」

「そ、そうじゃないけど！」

　てっきり四し重じゆう奏そうぐらいだと思っていたのだ。ウェスタイン邸の大広間には、アレクの命めいで総勢二十名ほどの王宮楽師団が待たい機きしている。本隊の半分ほどだが、個人の練習に使うには贅ぜい沢たくな人数だ。

　アレクとモニカが広間に入った瞬しゆん間かん、調音をしていた楽団員達が一いつ斉せいに楽器を構えた。

　指揮者の無言の合図で優雅な歓談用の曲が奏かなでられ、モニカは思わずビクッと反応してしまった。踊り以外にも曲が流れるとはさすがだが、慣なれていないのでちょっと驚く。

　マーシュやロベルト達が端はしに控え、アレクは窓まど際ぎわに用意された椅い子すにモニカを座らせた。

「全く踊れませんか？」

「そんなこともないけど、足を考えてるとぎくしゃくしちゃって。先生は優雅さがないって」

「では最初から一通り踊ってみましょうか」

　微び笑しようとともに手を差し出され、モニカはためらいがちに手を重ねた。

　モニカの社交界デビューは、二ヵ月後のカゼルラの建国記念日に決まった。五年、十年という節ふし目めの年は大々的に式典が開かれ、それ以外は内うち輪わの夜会が催もよおされるのだ。内輪と言っても場所は王宮であり、国王をはじめ主おもだった貴き族ぞくが参加する。

　ペンテレイアに行っていた四年間は表向きには遊ゆう学がくとなっているが、貴族のほぼ全員がアレクの熱愛ぶりを知っているのだ。噂うわさの公爵令嬢がついに姿を現すとのことで、今年の舞ぶ踏とう会かいはまだ二ヶ月も先だと言うのに、すでに宮きゆう廷ていの話題になっていた。

　どれだけ注目を浴び、質問攻ぜめにされるかは想像に難かたくない。モニカの失敗は父であるロスターやアレクにも影えい響きようするだろう。

　今自分にできることは令嬢としての作さ法ほうを覚え、人物相関図を頭に叩たたき込み、完かん璧ぺきにワルツを踊れるようにすることだ。本来ならそれらを全てこなしてから社交界デビューなのだが、順番が狂くるってしまったのは致し方無い。

　アレクに手を取られ歩き出すモニカに合わせ、華やかなワルツの前ぜん奏そうが始まった。

　中央まで進み出ると、距きよ離りを置いて向かい合う。アレクが先に一礼し、モニカがそれに応こたえて軽く膝を折って礼をする。

（そういえばアレクと踊るの初めてだ）

　歩あゆみ寄ったモニカは妙みように緊きん張ちようしつつ、アレクの肩に手を置いた。顔も見たくないほど嫌っていたのだから、踊ろうという発想もなかった。

「いきますよ」

　にっこり微笑まれうなずいたとき、前奏が終わり、楽師団全員が構えていた楽器を鳴らした。ぱっと周囲が明るくなるような音楽が流れ出し、腰を支える手に押され一歩を踏ふみ出す。

（うわぁ！）

　音に乗って、導かれるままターンしたモニカは目を見開いた。

　いつも頭の中で「いち、に、さん、に、に、さん」と数えて足を出していたのが噓うそのように、勝手に体が動く。足元を見なくても、どちらの足を出すのか考えなくても動けるのだ。

　アレクに誘われ、モニカは軽やかにホールを回る。

「上手じゃないですか。とっても綺麗だ」

　にこやかに褒ほめられたが、返事ができなかった。驚きすぎたからだ。

（上う手まい。上手すぎる……！）

　自分のことではない。アレクだ。

　まずリズムが完璧。姿勢が崩れない。これは先生でも当たり前だったが、完全に違うのがいかにモニカに注意を払っているかだった。

（な、なんか王子様っぽい！）

　ぽいも何も正しよう真しん正しよう銘めいの王子なのだが、あまりの余よ裕ゆうと巧たくみさに赤せき面めんしてしまった。

　幾いく重えにも紗しやを重ねた桃もも色いろのドレスのせいもあり、花はな弁びらが舞うようなモニカの踊りに、いつの間に集まっていたのかウェスタイン家の使用人たちから拍手が起こる。ローズも感激したように歓かん声せいを上げた。

「素晴らしいですわ、モニカ様！　こんなにお上手でしたなんて！　相手が気になりますが！」

「本当、息ぴったりですよ。殿下とこれだけ踊れれば、もう心配いらないじゃないですか」

　マーシュの声も聞こえたが、モニカは逆に不安になった。確かにアレクと上手く踊るのは絶対条件だが、他の男性とも踊れないと困る。

　一曲目が終わり、軽快なテンポのワルツに変わる。その楽しげな調子につられるように、アレクは笑顔で言った。

「今年はやっと、エリオにリディを渡すことができますよ」

「リディ？」

「ヴァルダン王国のセリディアーナ姫です。毎年私と踊らされていたので。エリオとの婚約も決まったし、今年から私の相手はあなたになりますね」

　弾はずんだ口調で言われたが、モニカは手から力が抜けてしまった。

「どうしましたか？」

　急に手を握にぎる力が弱まったモニカに、アレクはすかさず聞いてくる。こういうときに「なんでもない」とごまかしても、しつこく食い下がられるだけだ。

「呼び方が……。仲良いな、と思って……」

「え？」

「…………リディって……」

　言った途と端たん足元が乱れ、モニカは思いっきりアレクの足に乗り上げてしまった。全体重を掛けて踏んづける。

「わー、ごめん！　ごめん！」

「い、いえ、すみません！　今のは私が間違えたんです！」

　曲は続いているが、二人とも体勢を立て直せず止まってしまった。モニカは踊りに戻ろうとしたが、アレクはわずかに頰ほおを紅こう潮ちようさせその手を取った。

「……少し、休憩しましょう」

　二人が踊りを中断すると、すぐに召し使い達の手でテーブルと簡単な飲み物が用意される。

　明るい窓際に席が設けられ、腰掛けたアレクは赤い顔のまま口ごもった。

「すみません。まさかあなたから、そんなことを言われるなんて思わなくて……」

「……あ……」

　自分が何を言ったかに気づいて、モニカまで頰を染めてしまった。

　二人の雰ふん囲い気きを感じ取ってか、音楽がやけにムーディーになる。周りからわざとらしい咳払いが聞こえ、「お茶のお代わりを」などの声が割って入ってくるが、アレクはテーブルの上でモニカの手を握り締めた。視線をそらすことを許さないように見つめ、その細い指先に唇くちびるを落とす。

「モニカ……。私はまるで夢を見……」

「モニカ様、フォークをお持ち致しました。一思いにどうぞ」

　熱っぽく語ろうとしたアレクを遮さえぎり、ローズはモニカの空あいた方の手に鋭するどく磨みがかれたフォークを握らせる。「なぜフォーク？」と辺りを見れば、二人を取り囲む召し使い達は手に手に光るフォークを捧げ持っていた。

　包ほう囲い網もうに気づいたアレクは素早くモニカの手を離し、前のめりになっていた姿勢を正す。

「ローズ、みなも落ち着いてくれ。私は何も無茶なことをしていないだろう？　ハハハ、ハハ……、まったく何を一思いにするつもりやら……」

　乾いた笑いで冷や汗を拭ぬぐうアレクに、ローズは憎にく々にくしげにフォークを握り締めた。

「ケーキですわ……！　癖くせの強い、切れば切るほど増える紫色のケーキですわ……！」

「そ、それは困ったケーキだ。だがモニカに食べてもらえるなら本望……」

　たじろぎながら目め配くばせするとロベルトが無言で傍かたわらに控え、マーシュが笑顔で割って入った。

「安心してくださいよ、ローズ。紫のケーキは切れば切った分だけ減るようになったんですよ」

「なんですって!?　そんな……そんな、馬鹿な!!」

「なんだ!?　今の例たとえで一体何が分かるんだ、お前達は!?」

　アレクは忙せわしなく二人を交互に見やるが、驚きよう愕がくに打ちのめされるローズと、得意げに口こう角かくを吊つり上げるマーシュには十分通じるらしい。

　放っておくと話が逸それそうで、モニカは周りにも聞こえるようにみなをたしなめた。

「大丈夫だから。みんなが思っているようなことは何も起こらないから、安心して」

　アレクに対するウェスタイン家の不ふ信しん感かんは非常に根強い。またモニカが酷い目に遭あわされるのではないか、泣かされるのではないかという心配が尽つきないのだ。

　気持ちが分かるモニカは、安心させるよう根気よく説明を繰り返した。

「ちゃんと過去のことも含めて恋人同士になったんだ。みんなの気持ちは嬉しいけど、アレクのことを信用してほしい」

　主の言葉に、召し使い達はしぶしぶとフォークをバスケットにしまっていく。

　とりあえずは凶器を収めてもらい、モニカは真まっ直すぐアレクを見つめた。

「ごめんなさい、アレク。時間をちょうだい。ちゃんとアレクを好きだってみんなに信じてもらうから」

　どうしても拭い去れない感情が申し訳なかったが、アレクはモニカの言葉に心しん底そこ嬉しそうに微笑んだ。

「いいえ。私の過去の所しよ業ぎようを考えれば当然のこと。こうしてあなたと向き合っていても信じられないんです」

　恐る恐る、ローズをうかがいながらモニカの手を握り締める。召し使い達の呪じゆ詛そのこもった視線に晒さらされながらも、テーブルの真ん中で二人は手を取り合った。

「……本当に現実なんでしょうか？　これは全部夢で、実際の私はベッドに寝たままなんじゃないかっていつも思うんです。ああ、愛しています。私の可愛かわいいモニっつっ！」

　ダンッ！　とテーブルを叩たたき割るような音がして、アレクの手すれすれに馬の蹄ひづめが乗っかった。

　驚いて見れば、灰はい色いろ掛かった毛並みの子馬がテーブルに前足を乗せて鼻を鳴らしている。

「レーム！」

　ひらりと窓枠を跳とび越え室内に侵しん入にゆうしてきた子馬は、先ほどまで動物集会に参加していたレームだ。銀色の鬣たてがみにつぶらな紺こん碧ぺきの瞳。滑なめらかに美しい毛並みを持つこの小馬は、実は馬ではなくて角つののない一いつ角かく獣じゆうだ。

　レームはアレクに避さけられたことが納なつ得とくいかないらしく、自分の前足を見つめて首を傾かしげている。

　寸すん前ぜんで気け配はいを察さつ知ちして避けたアレクが睨にらみつける中、モニカもキッと翠すい緑りよくの目を吊り上げた。

「めっ！　駄目でしょ、レーム！　お行ぎよう儀ぎが悪いからテーブルに乗っちゃいけません！」

「私の手は!?　モニカ、テーブルに乗る以前に怒ることは!?」

　危うく手を踏み潰つぶされかけたアレクは嘆なげくが、レームはモニカの首元にすりすりと顔を寄せた。頰を舐なめられ、モニカは堪たまらず相そう好ごうを崩くずす。

「もおおおっ、甘えんぼさんなんだからっ。怒る気なくしちゃうよ！」

　なにぃっ!?　というアレクの叫び声と同時に、ホールの扉が大きく開かれた。素晴らしい団結力を見せる楽師団により、派は手でな登場の効果音が鳴り響く。

「申し訳ありませんな、殿下！　我が家は動物の行き来が自由なもので、とんだ失礼を！」

　全く申し訳なくなさそうにホールに入ってきたのは、背後に騎士や従者を従えた壮そう年ねんの男だった。長めの金色の髪に、モニカと同じ翠緑の瞳。カゼルラ王国王宮将軍であり、他国にも「カゼルラの獅し子し」として名を轟とどろかせるロスター・ウェスタインは威い風ふう堂どう々どうと二人に歩み寄る。

「お父様！」

「ロスター将軍！」

　仕事で王宮に行っているはずの父の出現に、モニカは驚いて立ち上がった。ロベルトと護衛の騎士達はすぐさま一礼する。近衛隊といえど軍の一部隊であり、頂点に立つのはロスターだ。

　レームは尻しつ尾ぽを揺らしながら、とことことロスターの側に寄っていった。満足気にうなずいたロスターは、背後の侍従頭クラウドから受け取った人にん参じんをレームに差し出す。ご褒ほう美びをもしゃもしゃと頰張るレームは、邪じや魔ま者ものを脅おどした上に餌えさももらえてご機嫌だ。

「おのれ、レーム……！　ロスターの手先となったか！」

　うめいたアレクに、ロスターは慇いん懃ぎんに礼をした。

「殿下がお越しとうかがい、陛下がお時間をくださったのですよ。王太子殿下をお迎えするのに、当とう主しゆが不在など無礼にもほどがありますからな！」

「くっ……！　昔は呼んでも出てこなかったくせに！」

「今は心を入れ替えました。呼ばれなくても、殿下がお越しとあらば飛んできましょう！」

「邪魔すぎる！」

「さあ陛下から帰き還かん命令が出ておりますぞ！　一緒に城へ戻りましょう！」

「いま時間をくれたと言ったのは何だったんだ!?　戻らない、私は戻らないぞ！」

　いつものごとく言い合いを始める二人を呆あきれながら見ていると、視界の隅すみで何かがキラキラと光った。何気なく見たモニカは、レームの姿が子馬から十歳ほどの少年に変わっていることに気づきぎょっとした。

「うわああっ、レーム！　めっ！　簡単に人の姿になっちゃ駄目！」

　焦あせって小声で叱ったが、すでに遅い。

　ペンテレイアの森にだけ棲すむ聖せい獣じゆう、一角獣は人間の姿を取ることができる。不特定多数の人の前では姿を変えないよう言い聞かせているのだが、まだまだ子供のため言うことを聞いたり聞かなかったりだ。

　案の定、馬が人に変わる瞬間を目もく撃げきした護衛騎士達が愕がく然ぜんとしている。マーシュが素早くペンテレイアという国の説明から始めてくれているが、これ以上不思議な生物の存在を知られたくないものだ。

「レーム。人の多いところじゃ簡単に姿を変えちゃ駄目。ちゃんと見られないようにしないと」

　どうやらテーブルの上のお茶を飲もうとしたらしい。カップを取り上げ注意を促うながしたが、ふにゃっと泣き出しそうな顔をする。つぶらな紺碧の瞳が潤うるんでしまい、モニカは慌てて白い装しよう束ぞくに包まれた小さな体を抱き締めた。

「ごめん、泣かないで！　レームが悪い人に攫さらわれたりしたら心配だから、ね？　次は気をつけて」

「わかった」

　隣の席に座らせると、こっくり素直にうなずく。柔らかい銀色の髪を撫なでながら、モニカはうきうきと聞いた。

「林で集会してたよね？　なに話してたの？」

「ここに住む上での掟おきて」

「意外と厳きびしい！　和なごやかに見えたのに！」

「お互いの領りよう域いきに入らない。餌の奪うばい合いをしない。モニカがこっそり見ているときは逃げないように、遊んだり食べたりしてるところを見せてあげること」

「僕は気を遣われていたのか！」

　地じ味みにショックを受け、言こと葉ば遣づかいがうっかり少年に戻ってしまった。いきなり女性らしい言葉遣いをするのに抵てい抗こうがあり徐々に直している最中だが、気を抜くと完全に男だった頃に戻ってしまう。

　動物達の気遣いに、ローズは嬉しそうにレームを撫でた。

「動物には優しい方が分かるのですわ。動物以外の変なものも寄ってくるのが玉に瑕きずですけど。……ああ、レームのことではないのよ。お前は可愛いですからね」

　不安そうな顔をしたレームに、ローズは優しく微笑む。屋敷の女たちからとことん可愛がられているレームは、ローズも大好きだ。ちなみに男は嫌いではないが、撫でると嫌いやそうな顔をする。

「そう、レームではなくて……。たった今、強きよう制せい送そう還かんが決定したあちらの方ですわ」

　見ればロスターに引きずられながら、アレクが広間を出て行くところだった。

「モ、モニカー！　モニカー！」

　引き裂さかれる恋人同士のように悲ひ壮そうな顔をするアレクに、モニカも残念だったが手を振り返した。一曲しか踊れていないが、ティマエス王が帰って来いと言うからには従うより他はない。

　アレクと共に楽師団達も王宮に帰り、周囲はあっという間に静かになった。使用人達に広間の片付けを命じ、残った侍従頭のクラウドは安あん堵どの息をつく。

「ご無事でよろしゅうございました、モニカ様。陛下から情報を頂き、急ぎ駆けつけた次第で。もう間に合わないかと……」

　胸元から純じゆん白ぱくのレースのハンカチを取り出し、そっと目元を拭う。あまりと言えばあまりな言葉に、モニカは脱力した。

「クラウド。心配してくれるのは分かるけど、本当に大丈夫だから。ペンテレイアで見たはずなのに、どうしてそんなに大おお袈げ裟さなんだ？」

「いいえ、モニカ様！　恋人同士になったら急に、自分の物になった！　と勘かん違ちがいする輩やからがおりますからな！」

「アレクはそんなんじゃない」

　モニカはキッパリと言った。

　クラウドやみなの気持ちは嬉しいし、そこまで大事にしてくれるのはとてもありがたい。

　だがアレクが誤解されたままでは嫌なのだ。

「時間が必要だって分かるよ。それだけのことをアレクはしたし、僕もこうしてすぐに信じてもらえないほど嫌っていた。だけどこれからは少し見る目を変えて欲しいんだ」

　モニカのために意識して変わってくれたことを知ってほしいし、もう王子として権力を振りかざす子供でもない。

　しかしモニカの訴うつたえにも、クラウドは難しい表情を変えなかった。

「モニカ様の仰おつしやることはよく分かりますぞ。ですが完全に信用してしまうのも危険なこと。人の本質はそう簡単に変わりませんから、ゆめゆめ油ゆ断だんなされますな。ローズ、よくお守りしたか？」

「ええ、お父様。レームもおりましたし。それはそうと、殿下から賄賂を頂きました。私とお父様に服をと言われましたが、全員に宛あてたお菓子だけ受け取っておきました」

「それがいい。下手に受け取れば逆さか手てに取られるかもしれないからな。今夜は使用人全員を招集して会議を行う」

　主第一の父娘おやこはきびきびと計画を立てていく。全く耳を貸してくれない侍従頭に、モニカはがっくりとうなだれた。アレクがみなに信用されるには、とんでもない時間が掛かるようだ。

　癒いやしを求めてレームを抱き締めるモニカに、クラウドはさっと懐かい中ちゆう時計を取り出し時間を確かめた。

「そうだ、こうしてはおれませんぞ。モニカ様、急いでご用意を。ローズ、お召し替えのお手伝いをしなさい」

　追い立てるように立ち上がらされ、二人が目を瞬またたく。

　クラウドは真面目な顔で、ひっそりと声を落とした。

「ティマエス王がモニカ様をお呼びでございますよ」







　第二章　父の思いは







　はるか昔のそのまた昔。大陸には一つの大きな国があった。

　現在では不可能と言われている大陸統一を、古代に果たしたその国の名はペンテレイア。元は西の果てで生まれた、女王を戴いただく小さな国だった。

「魔ま道どう」と呼ばれる不思議の術じゆつを操あやつり、広い大陸を次々と治めていった彼らだが、統とう治ちは長く続かなかった。魔道を扱あつかえる者が減少したことや、地形からくる多種多様な民族性のせいだ。

　やがて小国分ぶん裂れつ時代が訪れ、その戦乱の最中で二つの小さな国が台たい頭とうしてくる。ときに戦い、ときに力を合わせ、その二国は次々と周辺諸国を併へい呑どんしていった。

　そして長い戦乱の時代が終わりを見せたとき、大陸は主おもに二つに分かたれ、そこには大きな国家が誕たん生じようしていた。

　ひとつが、西のカゼルラ王国。

　そしてもう一つが、中央部を占めるヴァルダン王国。

　建国はほぼ同時。長い年月の間に力をつけ、互いに押しも押されもせぬ大国となった。

　それから幾いく百年。巨大国家同士の友好は、大陸に長年に亘わたる平和をもたらしていた。




　雄ゆう大だいなアルキアーノ河に架かかる大きな石橋を渡れば、もうカゼルラ王宮ミゼリア城の前庭だ。

　高台だと言われなければ忘れてしまいそうなほど広大な敷しき地ちには、真まっ直すぐに幅広い並木道が続いている。整せい然ぜんと並んだ木こ立だちの道を進めば、やがて正面に青い屋根を持つ宮殿が見えてきた。

（うわ……）

　馬車の窓から迫せまり来る城を眺ながめていたモニカは、あまりの広さに眩暈めまいがした。

　五日前にも帰国の挨あい拶さつに訪れたのだが、何度見ても圧あつ倒とうされてしまう。

　見事に剪せん定ていされた美しい前庭を持つミゼリア城は、左右対称に翼つばさのように広がる宮殿だ。周囲を緑深い木立に囲まれ、小さな町ならすっぽり入ってしまうのではと思うほど広い。カゼルラで暮らしていた子供の頃は何も思わなかったが、一度国を出て戻ってくれば、この国の豊かさがよく分かる。

　モニカの乗る馬車は宮殿をぐるりと迂う回かいし、中庭まで入った。ここまで馬車を乗り付けられるのは、決められた貴き族ぞくだけだ。

　馬車付き場で降りれば、前宮よりも少しだけ小さな宮が現れる。白しろい壁に青い屋根は同じだが左右対称ではなく、塔があったり丸屋根だったり出窓があったりと、長年の増ぞう改かい築ちくをうかがわせる造つくりだ。広大な宮殿に正面を、深い堀と絶ぜつ壁ぺきに背はい後ごを守られたここは、王族の住まう奥の宮である。

　子供の時にも父について王宮を訪れていたモニカだが、訪れるのはいつも政治の場である前宮のみで、王族の住まいである奥の宮に入るのは初めてだった。

　クラウドはロスターの元に戻り、一人になったモニカは小さな部屋に通された。本来なら侍じ女じよのローズも同伴するべきだが、今日はモニカ一人で、とのお達しだ。

　中は赤あかい絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、優ゆう美びなテーブルと椅い子すが二脚置かれている。扉とびらには二人の衛えい兵へいが物々しく立っており、狭せまい部屋の中にも二人の兵隊が立っていた。彼らは現れたモニカに深く礼をし、後は無言で控ひかえる。

　モニカはドレスに気を遣いながら腰掛け、膝ひざの上で白い手袋に包まれた手を揃そろえて淑しとやかに待った。

　カゼルラ国王ティマエスとは、モニカが小さな頃から城を訪れるたびに会っていた。とても優しく、どちらかというと気が弱い方だと知っている。

　それでもこうして改めて呼ばれれば、緊きん張ちようせざるを得えなかった。

　ティマエスが画かく策さくしたペンテレイア王リチオとの結婚はロスターが阻はばみ、モニカは結局アレクを選んでしまったのだ。

　帰国したモニカは、そのままロスター、アレクと共に王城へ伺し候こうした。しかし突とつ如じよ勃ぼつ発ぱつしたティマエス対アレクの激しい親子喧げん嘩かに、ロスターから早々に帰るように言われてしまったのだ。なぜ喧嘩になったかというと、アレクがその場で「モニカを婚約者にする」と宣言したからである。

　ヴァルダンの姫と第二王子のエリオットが婚約したからと言って、そのまますんなりアレクと婚約できるとはモニカも思っていない。

　ティマエスはアレクとモニカの婚約に反対している。

　それだけは間ま違ちがいないだろう。

　ほどなくして、かすかな鈴の音ねが響ひびき、扉を守る兵士たちが静かに頭こうべを垂たれた。モニカもさっと立ち上がり、部屋の端はしに寄った。

　現れたのは、一人の若い従じゆう者しやを伴ともなった、錫しやく杖じようを持った老人だった。肩かたに掛かるほどの髪は真っ白だが錫杖を杖つえ代わりにしているわけではなく、足取りはしっかりとしている。

　前を通る国王に、モニカは優ゆう雅がさを忘れないようひざまずいた。うっかり片膝をつきそうになり、慌あわててドレスの中で両膝に変える。

　大たい儀ぎそうに椅子に腰掛けたティマエスは、咳せき払ばらいをした。

「モニカよ。面おもてを上げておくれ」

　穏おだやかな声に、顔を上げたモニカはそのまま椅子に誘われる。

　カゼルラ王国、国王ティマエス。サンテオーレ王家傍ぼう系けいの出身であり、アレクの祖そ父ふにあたる大陸の覇は王おうウェルギリウス王の婿むこ養よう子しだ。王の子供は娘が一人だけであり、アレクの母である王女エレクトラは後のちにティマエスが即そく位いした後も「女王」と呼ばれ続けた女じよ傑けつだった。当然、大たい層そうな恐きよう妻さい家かだったという。

　小さなテーブルを囲んで、向かいではなく斜ななめ隣となりに座れば、ティマエスは優しそうな紫むらさき色いろの瞳ひとみを細めた。アレクと特に顔立ちが似ているわけではないのだが、瞳の色は同じ綺き麗れいな薄紫だ。

「やっと落ち着いて会えたな。綺麗になった。たった四年でこれほど変わるとは、子の成長とは早いものだ。もう立派な淑しゆく女じよじゃな」

「畏おそれ多いお言葉でございます」

「先日はろくに挨拶もできず、すまなかった。……見苦しいところを見せてしまったな」

「い、いえ」

　アレクとの親子喧嘩のことだろう。曖あい昧まいに答えると、ティマエスはずばりと本題に入った。

「わざわざ来てもらったのは他でもない。アレクのことじゃ」

　心構えをしていたとはいえ、ひやりとした。緊張が高まり、指先から冷たくなっていく。

　ここからどう話が進むのか。

　事前にいくつか予想を立ててみたが、行き着くところは一つだ。

　なぜ反対されるのかを知り、それを解決するしかない。

　神しん妙みように続きを待つモニカの耳に、大きなため息が聞こえた。

「もうエレクトラそっくり！　余よはどうすればいいんじゃ」

　いきなり関係ないところから話が始まり、モニカはとっさに返事に詰まった。ティマエスは豪ごう奢しやな衣装に負けたように肩を落とす。

「あの負けん気の強さ、プライドの高さ、元気のよさ、押しても駄だ目めならもっと押せと言わんばかりの強引さ。全っっっ然言うことを聞かん。なぜあんなに元気が有り余っているのだ？　その元気をエリオに分けて生まれてくれば良かったのに……」

「そこがアレクシス殿下の良いところだと思います。王太子には強さも必要でしょうから」

「それにしても勢いきおいが良すぎる。うっかり一言言えば、百返ってきた上に跳はね飛ばされそうになる。エリオはエリオでまともにしゃべらんし。今日は何かあったかと聞いても、別に、とか、何も、とか。余の育て方が悪かったのか？」

「陛へい下か、それは年頃の男の子なら当然です」

「母のない子よと、よってたかって甘やかしすぎたのか。やはり娘がほしかった。娘がいてくれれば王宮もどれだけ華やかになったことか」

　よよよ、と泣く。

　思えばティマエスには昔から大層可愛かわいがってもらった。ペンテレイアのシレナの町で一緒に滞たい在ざいした折も優しく、アレクの振ふる舞まいに対する罪の意識からきていたのかもしれないが、娘がほしかったという気持ちも本物だろう。

　娘に夢を持ちすぎな感があるが、それを指し摘てきするのはやめた。

「両殿でん下かとも、頼たよりになる良い方だと思います」

「もう嫌いやだ。あの王室の肖しよう像ぞう画がを見るたびに娘がいればなぁと思う。男しかおらんのだ。何が楽しゅうて男三人で額に収まらんといかんのだ。反はん抗こう期きにしても体力勝負だし。そう構えているとエリオはまた違うし。アレクはこう、ガツンと向かってくるような感じだったのだ。エリオのように引っ込まれるとどう対たい処しよしてよいのやら……」

　背中を曲げて、ふー、と息をつく。それを見計らい、背後から声が掛かった。

「陛下。育児相談はまたの機会にされてはいかがでしょうか」

　背の高い、黒くろ服ふくの似合う非常にすっきりとした印象の男性だった。優しげな鳶とび色いろの瞳で、落ち着いた茶ちや色いろの髪は清せい潔けつに整ととのえられている。年は三十半ばだろうか。従者の階級には詳しくないが、モニカの目から見ても地位が高いように見えた。

　青年にたしなめられ、ティマエスは慌てて表情を引き締しめる。

「そ、そうじゃそうじゃ。本題はな……」

　モニカに向き直り、いたわるように口を開いた。

「モニカよ。アレクのことは嫌きらいじゃろう？　無理せんでいい」

「いえ」

　ここははっきり言っておいた方がいい。

　息を吸い込み、モニカはまっすぐにティマエスを見つめた。

「好きです。私はアレクシス殿下の求きゆう婚こんをお受けしたいと思っております」

　しかしティマエスは疑いの眼まな差ざしを返す。

「本当に好きなのか？」

「はい」

「本当の本当に？」

「本当の本当です」

「何か弱みを握にぎられたとか、飼っている動物を盾たてに取られたとか」

「いえ、私の意志です」

　自分の息子にどういうイメージを持っているのか甚はなはだ疑問だが、モニカは逐ちく一いちしっかりと答えた。

　妙みように長い沈ちん黙もくがあり、やがてティマエスはつぶやくように言った。

「ロスターから聞いてはいたが、まさかそなたがアレクを選ぶ日がこようとは……」

　過去の二人を知る者なら当然の驚おどろきだろう。モニカ自身ですら同じ気持ちだ。

「アレクはな、こう……、思い込んだらこう！　なんじゃ」

　こう！　に合わせてガッと両手を前に突き出す。

「冷れい静せいとか周りから言われとるが、それはあくまで対たい外がい的てきなもの。アレクは自分が本気で望んで手に入らんものはないと思っとる。口に出しては言わん。自覚もしとらん。だが、これは確かじゃ」

「……はい」

　はぁ、とも言えず、モニカはとりあえず相あい槌づちを打った。

「そんな中で唯ゆい一いつ思い通りにならなかったのがそなたじゃ。あれは考えに考えた。なぜモニカは自分を好きにならないのか。なぜ嫌われるのか。なぜ想いが伝わらないのか。毎日毎日考えた」

「は、はい……。ありがとうございます……」

「口を開けばモニカモニカ、城を抜け出す理由もモニカモニカ。四し六ろく時じ中ちゆう言い尽つくされて、何度うるさいと喧嘩になったことか。だからうっかり言ってしまったんじゃ。公こう爵しやく家の令れい嬢じようたる者、婚約者ぐらいおるだろうと。うかつすぎた。余の言うべきことではなかった。アレクはすぐに余が言げん及きゆうしたことに疑問を持ち、独自に調べおった。結果があの夜のことじゃ」

　疲れたようなティマエス王に、モニカはいたたまれなくなってうつむいた。十三歳のときの例の話を持ち出されては、どんな顔をすればいいのかわからない。むしろモニカは被ひ害がい者しやなのに、責せめられているような気持ちになる。

「ロスターの怒りは凄すさまじかった。余はもう軍と王家が乖かい離りしてしまうのではないかと恐れたし、馬ば鹿か息子の親として処しよ分ぶんされるのではないかと震ふるえ上がった」

「へ、陛下？」

「アレクの方からもモニカを隠かくしたことについて攻こう撃げきを受け、死ぬかと思った。矛ほこ先さきがロスターに向いて余がどれだけ救われたことか。そなたの父には本当に感謝しとる」

　……これは礼を言われることなのだろうか。モニカはどう反応していいか分からずうろたえる。

　ティマエスは静かに頭を下げた。

「まずは謝りたい。アレクが迷めい惑わくを掛けた」

　一国の王に頭を下げられ、モニカは腰を浮かせた。

「陛下、お顔をお上げください。私は……」

「そして改めて言おう。アレクと婚約させるわけにはいかん」

　モニカは中腰のまま息を呑のんだ。上げられたティマエスの顔が、今までの穏やかで気弱な印象とまるで違っていたからだ。

　とても静かな、落ち着いた声だった。

　だが、貫つらぬくような紫の瞳にモニカは言葉を返すことができず、瞬まばたきすら忘れた。

　似ている。大声を出さずに人を黙らせてしまう威い厳げんに、顔立ちは違うのに初めてアレクとティマエスを親子だと思った。

「なぜだか分かるか？」

　嚙かんで含めるような言葉に、モニカは真剣な表情でティマエスを見つめた。

　と、扉の外がふいにざわめき出した。「お待ちください！」だの「殿下！」だの聞こえ、二人がはっと視線を外はずす。

　バンッ！　と大きな音が響き、扉が吹き飛ぶような勢いで開いた。

　モニカだけではない、ティマエスの尻しりも突然の大きな音に椅子から跳ね上がった。それを隠すようにティマエスは立ち上がり、乱らん入にゆうしてきた男に目を吊つり上げる。

「アアア、アレク！　何をしておるのだ！　姫のおあっお相手はどうした!?」

　動どう揺ようのあまり嚙んでしまったが、国王としての威厳を保つため胸を張る。左右に割られた扉は壁にぶつかり、また閉じようと戻ってきたが、それを押しのけアレクはずかずかと部屋に踏ふみ込んできた。

「私を出し抜くなんて百年早いですよ、父上。モニカに余計な口は利きかないで頂きたい。さあ行きましょう、モニカ。話の内容は想像できますが、何も聞かなくていいですからね」

「わ――っ!!　待った待った！」

　軽々と抱き上げられかけ、モニカは必死で抵てい抗こうした。相手の父親の前で、しかも「婚約は駄目」と言われているのに強引に連れ去られるのは避さけたい。

　立ち上がり逃にげると、庇かばうようにティマエスはアレクとモニカの間に立った。

「そうだ、待ちなさいアレク！　いまモニカと話をしているのはわしであって！」

「早くしてください、モニカとの時間がなくなる。私は忙しいんですよ？」

「わしだって忙しい！　誰のせいで仕事が増えたと思っとる！」

「だからその分、今片付けてるんですよ。邪じや魔ましないでください。さあモニカ、行きましょう」

　手を伸ばそうとしたアレクを威い嚇かくするように、ティマエスは錫杖で床ゆかを鳴らした。

「アレク。何度でも言うぞ。モニカとの婚約は認めない」

「何度でも言いますよ。モニカ以外と結婚するつもりはありません」

「こんの強ごう情じよっぱりめ！　いいから言うことを聞きなさい！」

「うるさいですよ。最近髪の毛薄いし、悩みすぎじゃないですか？」

「誰が薄いかっ！　大体悩みの種はお前しかおらんだろうが、この馬鹿息子が！」

「馬鹿とはなんですか、馬鹿とは！　せっかく人が父親の不自由な毛髪を心配してあげていると言うのに！　未み練れんたらしく横だけ伸ばしてないで、すっぱり剃そればいいでしょう!?」

「余計なお世話じゃ！　王冠があれば問題ない！　とにかくモニカは駄目！　絶対駄目！」

「モニカ以外は駄目！　絶対駄目！」

　まるで子供のような喧嘩をしながら、両者は激しく睨にらみ合う。アレクの目力に押されがちなティマエスは、悔くやしそうに「ふんっ」と目をそらした。

「なんだったら、わしがモニカの結婚を勝手に決めることだってでき……」

「陛下！」

　背後の従者とモニカの切せつ迫ぱくした声に、ティマエスはすぐさま口をつぐんだ。

　すっとアレクの顔から表情が消えていく。部屋が静まり返り、気温が下がったような気配に、ティマエスは引きつった笑いで言いなおした。

「で、できないぞ、もちろんそんなことは……。冗談じゃぞ？」

　アレクはふっと表情を緩ゆるめた。

「それはよかった。安心しました。…………他国の王子だと……厄やつ介かいだ」

　王子だと、厄介だ、の間に挟はさまれた言葉にティマエスとモニカが震えあがる。

（潰つぶすのが……って言った!!）

　縁えん談だんの話ではない。間違いなく王子本人を潰す気だ。

「怖こわい！　息子が怖い！」

　縋すがりつくティマエスを受け止めなだめながら、茶色い髪の従者はアレクに向かって微ほほ笑えんだ。白い歯がちらりと覗のぞき、辺りがキラキラと輝いて見えるような爽さわやかな笑顔だった。

「殿下。姫へのご挨拶が終わりましたら、後でモニカ様を殿下のお部屋にお連れください。みなお会いできるのを心待ちにしておりますので、この機会に」

「ありがとう、ラフィット。そうさせてもらおう」

　嘆なげくティマエスを置いていくのは気が引けたが、アレクはすでに歩き出している。

　ラフィットと呼ばれた従者を見れば、鳶色の瞳と目が合った。にっこりと微笑まれたが、なぜかぞくりと背筋が震えてしまい、モニカは一礼だけして部屋を出た。

「今の方は？」

「ラフィットですか？　私の宮の侍じ従じゆう長ちようです。王宮侍従長が高こう齢れいのため、私の宮を越えてこの王宮の総そう括かつのような仕事もしていますが。どうせあなたを見るために父に付き添そっていたんでしょう」

（アレクの宮の侍従長？）

　しかも自分を見るために来ていたとは。アレクの後に続きながら、モニカは後こう悔かいした。

（あんな受け答えでよかったのかな……）

　特に失礼なことは言っていないつもりだが、もっと女性らしくするべきだったか。それとも気の利いた返事をするべきだったか。色々考えてしまうが、もう遅い。

　部屋の外にはぐったりした顔のロベルトが控えていた。礼れい儀ぎをわきまえ何も言おうとしないが、非ひ難なんの視線を感じる。

「アレク。仕事の途と中ちゆうだったんだよね？」

　ロベルトがこれだけ怒っているということは――。目でマーシュを探してみたが、今日は見知らぬ侍従が二人付いているだけだ。いてくれると安心できたのだが、いないものは仕方ない。

　アレクは指摘されて、微び妙みようにたじろいだ。

「仕事といいますか……、滞在している賓ひん客きやくのお相手です」

「さっき、陛下やラフィットさんが言ってたお姫様？」

「……私が言うのもなんですが、あの状況でよく聞いてましたね」

　モニカが覚えていなければ、ごまかすつもりだったのか。アレクは観かん念ねんしたように、モニカの手を取った。

「姫にあなたを紹介しましょう。本当は……会わせたくないんですが」

「殿下、勝手に予定にないことをされるのはおやめください」

　渋い顔でロベルトがたしなめるが、アレクは表情を険けわしくした。

「ではモニカを一人で私の部屋で待たせておけというのか？　そんな恐ろしいことできるわけがない！」

　ロベルトが思い当たったように目を伏ふせ、モニカはにわかに不安になった。ティマエスの言葉が、ぐっさりと突き刺ささっていたからだ。

　それほどまでに反対者が多いのか。ウェスタイン家と同じように、モニカは王家では排はい除じよ対象なのかもしれない。

　うつむくモニカの頭ず上じように、アレクの苦しげなうめき声が落ちた。

「容よう赦しやのないポエム責めが目に見えるようだ……！」

「ポエム責め!?　目に見えるの!?」

　視し覚かく的てきに全くイメージできない。ポエムを実際に責め具として使用してくるのか、部屋の住人達が絶えずポエムを口ずさんでいるのか。前者ならば肉体的に、後者ならば精神的にくるだろう。

　モニカの怯おびえに、アレクはさもありなんとうなずく。

「ですから一緒に行きましょう。オルディアーナ姫に紹介します」

「殿下！」

　止めようとするロベルトを目で黙らせる。初めて聞く女性の名に、モニカは首を傾かしげた。

「オルディアーナ姫って？」

「ヴァルダンの第八王女ですよ。私の新しい婚約者候補として滞在しているんです。何がなんでもヴァルダンと縁をつなげたいらしい」

「第八王女？　じゃあものすごくお若いんじゃ」

「私の弟、エリオと同じ十六歳ですよ」

　アレクの元婚約者、第一王女のセリディアーナは確か十九歳のはずだ。黙ったモニカにアレクは苦にが虫むしを嚙み潰したような顔をした。

「そうです。あちらのベルナルド陛下は素晴らしい方ですが、王太子であるサウル殿下は奔ほん放ぽうな方で、多くの側そく室しつを抱えています。王子が一人に王女が八人。非常に有能な方ですが、女性に関しては、まあ、その、なんというか、そういう方です」

　言葉を濁にごしたアレクは、目をそらした。

　姫君方はベルナルド王の孫まごに当たるらしい。諸外国の情報に疎うといモニカは、ヴァルダンの王が高齢なこと、王太子に側室がたくさんいることを頭に入れておいた。

「本当は……あなたと会わせたくありませんけどね」

　しかしティマエスに正面切って反対されたモニカにとっては、婚約者候補の姫は目通りがかなうなら会っておきたい人物だ。いくらアレクが愛してくれていても、今後どうなるかは分からないのだから。

「セリディアーナ様はご一緒にいらっしゃるの？」

「いえ、彼女はヴァルダンに帰っていますよ。エリオとの婚約をお父上に認めてもらうために」

　ええ？　とモニカは声を上げた。どうも先ほどから予想外のことばかり出てくる。

「ベルナルド陛下が賛成したとはいえ、まだ反対が多く結婚にはほど遠いんです。最たるものが私の父とあちらのお父上であるサウル王太子殿下ですが」

　と、アレクの足が止まった。

　つられるように前を向いたモニカは、どきりとした。

　回かい廊ろうの奥から、一人の少年がこちらへ歩いてきたのだ。大おお柄がらな従者を側そばに従したがえ、左右と背後を騎き士しに囲まれている。

　少年の髪は黒に見えたが、モニカはすぐに違うと思い直した。

　きっと濃こい紫だ。説明を受けなくても、モニカにはそれが誰だかすぐ分かった。
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　長めの前髪に隠れる鮮あざやかな紫の瞳。紫し紺こんの装しよう束ぞくに包まれた体は華きや奢しやで、十六歳と思えないほど小こ柄がらだった。肌は太陽を知らないかのように白く、額ひたいや細い首筋に掛かる髪が際きわ立だつ。

　従者と何かを話し合いながら歩いていたが、こちらに気づき、驚いたように足を止めた。

　アレクに伴われ、近づいたモニカは丁てい寧ねいに膝を折った。

「こんにちは、エリオット殿下」

　カゼルラ王国第二王子、エリオットはしばらく無言だったが、ややあって口を開いた。

「初めまして、モニカ様」

　初めましてではないので「こんにちは」と言ったのだが、冷めた声でさっくり返された。

「……本当にお戻りだったんですね」

　エリオットとモニカは真まっ向こうから見つめ合う。

　身長はモニカより少し高いぐらいでほぼ同じだ。アレクと同じ濃い紫の髪に、猫のような吊り目。体も細く、うっかり見み惚とれてしまいそうなほど綺麗な少年だった。あれほど女っぽいと言われていたミラでさえ、この少年の隣に並べば男として見られたかもしれない。

　それなのに、やはり兄弟か。モニカは微笑んだ。

「アレクにそっくりですね」

　育った環境が同じだからか、似ていないのに似ている。

　しかし、エリオットは猫のような目を更さらに吊り上げた。

「モニカ様。ここはあなたのお屋や敷しきではない。そのように気安く呼ぶなど王太子に対して失礼だろう」

「あ！　ごめんなさい！」

　ついいつも通りに話してしまい、慌てて頭を下げた。ロベルトはともかく、この場にはエリオットの従者達もいるのだ。失敗に縮こまるモニカに、アレクは優しく微笑んだ。

「かまいませんよ、モニカ。あなたは私の婚約者なんですから」

「まだ決まっていない。兄上、礼儀はきっちりさせてください。あなたはモニカ姫が相手だと頭が鈍にぶくなる」

「エリオ、お前は本っ当に融ゆう通ずうが利かない。そんなだから背が伸びなっ、痛っ！」

　アレクは最後まで言うことができなかった。エリオが渾こん身しんの力を込めてアレクの足を踏んづけたからだ。

「身長は関係ない！　そのにやけた顔をどうにかしたらどうですか！　だらしない、みっともない、情けない！」

「そこまで言うか！　エリオ、お前は今日の朝も人にん参じんを食べなかっただろう！　そういう偏へん食しよくが身体からだの成長をだな！」

「うるさいっ、この女狂ぐるい！」

「女狂い!?　言うに事欠いてなんてことを！　私はモニカ一筋だ！」

「だからそれが女狂いだと！」

　エリオットの頰ほおが怒りに上気し出すと、それを抑おさえるように背後から低い声が掛かった。

「エリオ様。予定が押しております」

　見上げるほど背の高い男性だった。言葉や物腰は貴族のようだが、その体たい軀くは間違いなく武ぶ人じんだ。肩幅も胸むな板いたもロベルトと張るほど逞たくましく、圧あつ迫ぱく感かんがある。

　短く整えられた漆しつ黒こくの髪に、鋭するどい瞳も黒。視線を向けられれば凍こおり付いてしまいそうだ。引き結ばれた唇くちびるは、普段から寡か黙もくなのだろうと思わせた。

　本人の放つ重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きに惑まどわされそうになるが、恐らくまだ若い。二十代前半だろう。数人いる従者の中で彼だけがアレクとエリオットの話に入れたということは、ただの侍従ではないはずだ。丈たけの長い黒服に純じゆん白ぱくのタイ、銀ぎんの飾かざりというラフィットと全く同じ格かつ好こうが、モニカにそれを示していた。

　しぶしぶ口こう論ろんをやめたエリオットは、モニカをちらりと見て冷めた声で言った。

「ペンテレイア滞在で様々な予定が変わってしまったんです。もう兄上の後あと始し末まつはうんざりだ」

「それについては謝る。悪かった、エリオ」

　アレクが素直に詫わびると、エリオットは不ふ機き嫌げんな表情のまま背後の従者を振り返った。

「行くぞ、アーノルド」

「御ぎよ意い」

　最低限の礼としてモニカに会え釈しやくはしたが、目を合わせることなくエリオは去っていった。

「相変わらず寄ると触さわると喧嘩……」

　ロベルトがもう言葉も見つからないような顔でうめくと、アレクは肩をすくめた。

「反抗期だろう。昔は可愛かったんだが、嫌われてしまったものだ」

「ごめんね、アレク。忙しかったのに……」

　アレクやティマエス、ひいてはエリオットがなぜ忙しいかに思い当たり、モニカは詫びた。ペンテレイアでの滞在を無理に引き伸ばしたのだから、しわ寄せが行くのも当然だ。モニカが悪いわけではないのだが、原因の一いつ端たんはある。

　アレクは驚いたようにモニカの手を取った。

「なぜあなたが謝るんですか。ペンテレイアでの出来事には、私の人生を懸かけるほどの価値がありました。そのせいで私が責められるのは当然であって、あなたが悪いことは何もない」

　安心させるように手の甲こうにキスされ、モニカは心が温かくなるのを感じた。

「……うん。ありがとう」

　気を取り直し、再び回廊の奥へと歩き出した。

「エリオット殿下とよく似てるね」

　似てると言われ嬉うれしいのか、アレクは照れる。

「元気でしょう？　産まれたときは、十歳まで生きられないなんて言われたんですよ。噓うそみたいに明るく育って……。今でも薬が手放せませんが、昔に比べれば安心して見ていられます」

　確かに、丈じよう夫ぶそうではなかったが、十歳云うん々ぬんと言われるほど体が弱いようにも見えなかった。

「一緒にいた人はエリオット殿下の侍従長？　すごく強そうだったけど」

「アーノルドですか？　彼はエリオの侍従長兼教育係兼近この衛え騎士長兼乳ち兄きよう弟だいで母親代わりです」

「……最後おかしくない？」

「いえ、事実なので。エリオは生まれた時に産うぶ声ごえがなくて。全員が恐きよう慌こう状態で対処しているうちに、アーノルドが抱いたら泣き出したという逸いつ話わが……。当時は八歳ですよ？　ありえないと思うんですが、乳う母ば達は実話だって言うし。侯こう爵しやく家の次男なので、本当は侍従などするような身分ではないんですが、本人たっての希望でこんなことに……。エリオもべったりだし、アーノルドもいつまでも過か保ほ護ごだし……。腕うでもたつし顔も怖いし下手に身分もあるから、もう誰も何も言えない……」

　後半はほぼ独ひとり言ごとのように言って、うなだれる。王族や貴族の子し息そくが、身の回りのことを従者に任まかせるのは当然のことだ。モニカは首を傾げた。

「頼りになる人が側にいてくれていいじゃない。普通のことでしょう？」

「側にいすぎるのも問題なんです！　何でもかんでもしてあげるんですよ？　エリオが生まれたときから一緒だし、いい加か減げん距きよ離りを置くべきだと思うんですよ！」

（ははーん）

　ピンときた。やきもちを焼いてるのだ。

　弟が自分以外の年上の男を頼るのがおもしろくないのだ。先ほどまでの会話でも感じたが、アレクはエリオットをとても気に掛けている。

　距離を置くべきだ、などと力説しているのが可愛く思えて、モニカはくすくす笑った。

（お兄ちゃんらしくしたいんだ）

　意外な一面を見た気がして、妙に楽しい。こんなアレクは知らなかったし、思ってもみなかった。王宮という彼の領りよう域いきに入って、初めて見えてくることもある。それが嬉しくて、モニカは驚いているアレクに笑顔で謝った。

「ごめん、笑っちゃって。エリオット殿下のことが好きなんだな、と思って」

　アレクは目を瞬またたいたが、やがて優しい声で囁ささやいた。

「かまいませんよ。あなたが笑ってくれるのなら、なんだっていい。嬉しいです」

　にこにこと、心しん底そこ嬉しそうにそんなことを言う。あまりにさらりと口く説どかれ、モニカは赤せき面めんしてうつむいた。

（もう……！）

　簡単に喜んでしまう自分が恥ずかしいが、だが嬉しくもあった。

　二人は手を繋つないだまま、ぴったり寄り添って歩き出した。言葉はいらなかった。何も言わなくても気持ちは伝わる。

　そんな心ここ地ちよさを感じながら、仲なか睦むつまじい恋人同士は宮の奥へと進んでいった。

　完全に存在を忘れられたロベルトは、疲れた足取りで後に続いた。
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　国王の私的空間である宮の中央から回廊を渡り、東に入れば王太子宮となる。

　かつてはアレクの母であるエレクトラ王おう妃ひが使用していた棟とうでもあり、壁は全て純白で、花彫ちよう刻こくの柱や金の立体装そう飾しよくが華やかだ。円形の吹き抜けから四方向に白い大だい理り石せきの階段が伸びており、見上げれば二階三階の通路には、それぞれの天てん井じようまで届くような巨大な硝子ガラス窓がはめ込まれている。陽ひの光が降り注ぎ、非常に明るい宮だった。

　オルディアーナ姫はその一角に滞在している。確かに国こく賓ひんをもてなす部屋ぐらいあるが、いきなり王太子宮に入れてしまうところが、ティマエス王とサウル王太子の並々ならぬ意気込みを感じさせた。

　姫の部屋近くになると、女じよ官かん達が次々と膝を折って三人を出迎える。

　すぐに控えの間に通され、椅子に腰掛けたモニカは無意識に髪を整えた。ドレスの襟えり元もとを正し、首飾りの位置を直し、姿し勢せいを正す。

　ティマエスが婚約に反対する限り、きっと次々と恋敵ライバルは現れるだろう。いくらアレクがモニカを愛してくれているとはいえ、この先どうなるかは分からない。アレクの恋心に頼るだけでは勝てないような、素晴らしい女性も必ず来る。

　オルディアーナは、その最初の一人だ。

　アレクが妙に不安そうな顔をしているが、モニカは力強くうなずいてみせた。

　やがて女官の手によって扉が開かれ、モニカは自分の中に残っているお嬢様的仕し草ぐさを総動員して、優雅に椅子から立ち上がった。アレクに伴われ、室内に足を踏み入れる。

　アレクに手を取られ現れたモニカに、長椅子に腰掛けていた少女がさっと立ち上がった。

　その姿に、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受け、モニカは思わず歩あゆみを止めた。

　栗くり色いろの長い髪は高い位置で一つに束たばねられ、波打ちながら肩や背中に落ちている。白い肌や髪と同じ色の瞳など、まとう色しき彩さいは穏やかで、愛らしい彼女に柔やわらかな印象を与えていた。

　ぱっちりとした大きな目でモニカを見つめ、少女はにっこりと微笑んだ。

「お会いできて光栄ですわ、モニカ・ウェスタイン様。わたくしはオルディアーナ・エル・アディマーリ・ヴァルダンと申します」

　小柄なモニカよりも、更に背が低い。淡あわ雪ゆきのようなドレスを摘つまみ、優雅に礼をする姿はまさに妖よう精せいが姿を現したかのようだった。

（かっ…………!!）

　心の声を叫ぶ代わりに、モニカは勢いよくひざまずいていた。

「初めましてオルディアーナ様！　なんてお可愛らしいんですか！」

「やっぱり！　やっぱりあなた好みだと思った！　だから会わせるのが嫌だったんです！」

　予想通りだと頭を抱えるアレクに、オルディアーナは目をぱちぱちと瞬かせる。

（リスだリスだリスがいるー！）
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　栗を持たせたい欲求を抑おさえつけるモニカに、オルディアーナは小さな手を差し伸べて立ち上がらせてくれた。

「そのように畏かしこまらないで。友人はわたくしのことをディアと呼びます。モニカ様もどうぞお気軽にお呼びくださいな」

「喜んで、ディア。僕のこともモニカと呼んでください」

「ちょっとモニカ！　男らしいですよ!?」

　アレクが悲鳴のような声を上げる。うっかりいつもの口調が出てしまったが、ディアは気にする様子もなく笑顔だ。

「嬉しいですわ、モニカ。同じ一人の男性を奪うばい合う者同士、親交を深めましょう」

「そうですね、ディア。アレクを巡めぐって僕たちの友情を深めましょう」

「待ってください、二人とも！　それ、私もう何の関係もありませんよね!?」

　二人はアレクを置き去りにし、仲良く並んで長椅子に腰掛ける。

「殿下もどうぞお掛けになって。レオ、お茶の用意をお願い」

　あぶれたアレクはかなり傷ついた顔をしていたが、ディアの勧すすめで力なく向かいの椅子に座った。主あるじに振ふり返られ、背後に控えていた従者が無言で一礼する。

　何気なく目をやったモニカは、その姿に束つかの間ま見惚れてしまった。

　非常に細身の、すらりとした優美な男性だった。色しき素その薄い見事な白金プラチナの髪は癖くせもなく、一本一本がとても細い。触れば絹きぬのようにさらさらとしていそうだ。鼻はな筋すじが通った顔は女性のように白く、海のような青い瞳は控えめに伏せられていたが、意思が強そうだった。

　中性的で、ディアのような小さな姫君と並べばまるで物語の王子様のようだ。

　モニカの視線に気づき、ディアはレオを手で示す。

「わたくしの従者のレオです。一番信頼しているので、カゼルラにも付いてきてもらいましたの」

　侍女ではなく侍従を連れてくる姫も珍しい。しかもよく見れば、女官は全員カゼルラ王宮のお仕し着きせを着ている。

（……ついてきたのが従者一人だけ……？）

　大国の王女ではありえないことだが、レオ以外に侍女が出てくる様子はない。気になったが、モニカはさりげなく視線を戻した。どんな事情であれ、それは他国の人間が口を出すべきことではないだろう。

　訝いぶかりながらも疑問を胸に納めると、ディアがうきうきと声を弾はずませた。

「もうすぐ建国記念の舞ぶ踏とう会かいですわね。ダンスの練習は進んでまして？　もちろんそのときに殿下との婚約発表もなさるんでしょう？」

　あまりににこやかに尋たずねられ、モニカは手にしたリュセの花のシロップを取り落としそうになった。

（アレク!?）

　婚約者候補として滞在している姫に、いくらなんでも婚約が決定しているかのように言うとは失礼過ぎる。焦あせって目をやったが、意外なことにアレク自身も不思議そうな顔をしていた。

「姫、その話をどこから聞いたのですか？」

「エリオ様ですわ。わたくしも舞踏会にお誘いを頂いておりますけれど、どなたと踊ればいいのやら」

　ディアは憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

　そうか、なるほど。ここからアレクに話を振っていくのだな、とモニカが一人納なつ得とくしたとき、背後からレオの声が上がった。

「姫、ロベルト殿どのに頼たのめばよろしい」

「なんでロベルト!?」

　あまりに予想外過ぎてモニカはうっかり叫んでしまったが、レオは無反応だった。整った顔には笑えみもなく、大真ま面じ目めだ。

（普通そこはアレクに話を振るんじゃないの!?）

　ディアはアレクの婚約者候補としてここにいるのだ。

　唐とう突とつ過ぎて、アレクも当のディアも目を丸くしている。レオとしては、そこにロベルトがいるから言っただけかもしれない。確かにこの場にいる貴族の男性は、アレクを除けばロベルトだけだ。しかし、なんと主の心情に全く頓とん着ちやくしない発言だろう。

　いきなり話を振られ途と惑まどったロベルトは、気難しい表情のまま頭を垂れた。

「武ぶ骨こつ者ものゆえ、あいにくと嗜たしなみがございません。姫と踊りたいという方は他にたくさんいらっしゃるでしょう」

「……！」

　断られるとは思いもよらなかったのだろう。ディアの頰がさっと紅こう潮ちようする。涙を堪こらえるように瞬きしながらうつむく様子に、レオが呆あきれたように言った。

「まさかそのような断り方をするとは」

　いや、あなたの発言も十分まさかだ。そんな言葉を飲み込んだ顔で、アレクは従者二人の危ないやり取りの間に入った。

「オルディアーナ姫、申し訳ありません。ロベルトはこういうことが本当に苦手で。どうか気を悪くしないで下さい」

　通常なら、社しや交こう辞じ令れいでもなんでもこの場は受けるだろう。

　ある種の畏い敬けいの念を持って、モニカは困った顔のロベルトを見つめた。マーシュなら、さらりと「光栄です」と言って終わっただろう。その言葉一つ言えない上に、失言に自分で気づいてしまっている。

（不器用だなぁ）

　これで失言に気づかないような鈍どん感かんなら楽だったのにな、とモニカは心の中で苦笑し、誰にともなく言った。

「嗜みがないと不安ですよね。私もアレク……殿下に恥をかかせてしまうのでは、と練習を頑張っているんです。ディアのような可愛らしい姫君のお相手では、ロベルトもおいそれとお受けできないでしょう」

　モニカに庇われ不本意だろうが、ロベルトは静かに頭を垂れる。

　まだ顔は赤く涙目だったがディアが顔を上げてくれ、アレクは穏やかにレオに目をやった。

「せっかく言ってくれたのに、すまない。ロベルトは職務に忠ちゆう実じつで、常に私の側についてくれているから、踊るような機会がないんだ」

　柔らかな物言いに、レオは少し目を見張った。そしてなぜかチラリとモニカを見、黙り込む。

　そして、おもむろに頭を下げた。

「ロベルト殿は有能な方のようだ。申し訳ありません、急に話を振ったりして」

　レオの謝罪に、ロベルトは困こん惑わくしたまま「いえ、こちらこそ」とつぶやいた。

　アレクは話題の収しゆう束そくにほっとすると、やっと平へい素その表情に戻ったディアに微笑んだ。

「あなたとリディに出席して頂けるなんて、今年の舞踏会は華やかになりますよ。私の父は娘が欲しいが口くち癖ぐせでしたからね。姫の滞在が嬉しくて仕方ないようだ」

「ありがとうございます、殿下。わたくしもティマエス陛下が大好きですわ。これからモニカ様とセリディアーナ様という、素晴らしい娘ができますもの。陛下もきっとお喜びでしょう」

　謙けん遜そんでも嫌いや味みでもない口調であっさりと自らを外したディアに、モニカもアレクも返事をし損そこねた。そんな二人の様子に、ディアは可愛らしく笑う。

「殿下のモニカ様への熱愛ぶりはヴァルダン王宮にも届いております。もとよりわたくしが選ばれるとは思っておりませんわ」

　一方的に戦意のなさを宣言し、モニカにぴたりと目を合わせた。

「お会いできてよかったわ。本当に想像以上に可愛らしい方。由ゆい緒しよ正しい公爵家のご令嬢なのに、わたくしのような者ともこうして親しくお話しして頂けるなんて」

「オルディアーナ様！」

　言葉の意味を考えるより早く、ぴしゃりと鋭い声が彼女を制せいした。

　レオは青い瞳に怒りの色を浮かべ、慇いん懃ぎんに腰を折った。

「そろそろお時間です。ダンジュー公爵と観劇のお約束がありますので、お召し替えを致しましょう」

　有う無むを言わせない強い口調だ。ディアが答えるより早く、アレクが椅子から立ち上がった。

「それではオルディアーナ姫、今日は失礼させて頂きます。途中で席を外したりして本当に申し訳ありませんでした」

「いいえ、それはお気になさらず。そのおかげでモニカ様とお会いできたのですもの。本当はもっとゆっくりとお話がしたかったですけれど」

　ディアは名な残ごり惜おしげに、立ち上がったモニカの手を取った。

「これからも、時間のあるときはお話し相手をして頂いてもよろしくて？」

「もちろん。いつでもお伺うかがいいたします」

　きゅっ、と小さな両手で握り締められ、モニカは笑顔で答えた。




　モニカ達三人が退出すると、ディアは女官を全員退さがらせた。

「ディア。必要以上に卑ひ屈くつになるなと言っただろう。君はヴァルダン王家の姫だ。それだけは変わらない」

　広い室内に二人だけになると、レオは厳きびしい声で叱しかり、ディアの隣に腰を下ろした。長椅子の肘ひじ掛かけにもたれ、けだるげに目を閉じる。

「立ちっぱなしは意外と疲れる……。鍛きたえていたつもりだったのにな」

「あの方がモニカ・ウェスタイン様」

　レオの叱しつ責せきにもぼやきにも答えず、ディアはモニカの去った扉をじっと見つめた。

「本当に随ずい分ぶんとお可愛らしいわ。ロスター将軍の娘だと言うから、もっと気が強い美人を想像していたのに」

「……リディを差し置いてあれとは。殿下はどうかしている」

　ディアからの返事をあきらめ、レオは不機嫌そうに唇をとがらせる。

　ディアは目でレオをたしなめた。

「でもセリディアーナ様とご一緒のときと全然違う殿下だわ。あんなに穏やかにお話しなさるなんて。本当にモニカのことがお好きなのよ」

「……確かに。まさかあの殿下に微笑まれるとは思わなかった」

　レオは恐ろしいものでも見たかのように、ぶるりと全身を震わせる。ヴァルダンでは女性に儀ぎ礼れい的てきで、親しく話さないアレクだ。別人を相手にしているのではないか、影かげ武む者しやではないかと、レオは何度も記き憶おくを確認してしまった。

　自身の体に回した腕を擦さすりながら、不安げにディアを覗き込む。

「しかし本当にやるのか？」

「もちろんよ、レオ。そのために来たのですもの」

　困った顔をした従者に、ディアはすっと目を閉じた。先ほどまで目の前にいた清せい純じゆんそうな公爵令嬢を思い浮かべれば、笑みが止まらない。

「実際に会えてよかったわ。もうわたくしの勝ち以外にありえない」

　勝利の瞬しゆん間かんがありありとまぶたの裏に浮かび、ディアは抑えきれない興こう奮ふんに息を弾ませた。

「早ければ明日には決まるわ……　！さあ、用意しましょう、レオ。底の底まで。誰も庇いきれないところまでモニカを落としてしまいましょう……！」
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　陽ひの光が降り注ぐ二階の廊下を歩きながら、モニカは両手を組んで身み悶もだえた。

「可愛い！　すっごく可愛いよ！　ディアがあんなに可愛らしいなら、お姉様のセリディアーナ様も美人なんだろうね」

「全然、全く、一いち縷るも似ていませんよ。正反対です。……しかしエリオから情報を得ているとは。私がペンテレイアに行っている間に随分と親しくなったものだ」

　つぶやくと、背後のロベルトが眉まゆを吊り上げた。

「当然です！　帰る帰ると言いながら、一向に帰ってこないのですから！　その間エリオ様がずっとお相手してくださっていたのですよ？　感謝こそすれ、文もん句くを言うとは何事ですか！」

「分かった、悪かった。文句は言ってないだろう？」

　憮ぶ然ぜんとしたロベルトをなだめ、アレクは複雑に交差する廊下や階段を迷うことなく進んでいく。自分の宮なのだから迷うはずはないのだが、はじめて来たモニカは同じところをぐるぐる回っているような気になった。元々狂っている方向感覚が更に狂いそうだ。

「アレクの部屋って遠いの？」

　円形の吹き抜けと四方向に分かれた階段を見たときにも不思議な造りだと思ったが、本当に迷めい路ろのようだ。

　アレクは慌てて歩みを止めた。

「疲れましたか？　輿こしを用意させましょうか？」

「宮殿内で輿に乗るの!?」

「私は鍛たん錬れんのために足を使っていますが、エリオは乗りますよ。足を悪くしているので総括……王宮全体を管理している父の侍従長のことですが、彼も利用しますし、もちろんオルディアーナ姫も」

「ど、どんな輿？　なんだか注目浴びそうだね」

「誰も気にしませんよ。当たり前のことなので。大体天てん蓋がいつきの大きな物で、四人ほどの担かつぎ手がいます。姫君用のレースの天蓋で装飾の美しい物もありますので、今度乗せてあげましょう。二人用もありますよ」

「うん、今回は遠えん慮りよしておく。疲れたわけじゃないんだ。ただすごく入り組んでるから、どの辺りなのかと思って」

　ああ、なるほど、と納得して、アレクはこの宮のことを教えてくれた。この奥の宮の東側は何度か改築されていて、それぞれの時代の流行が入り混じっている。一見綺麗に整えられているが、実は雑ざつ然ぜんとしており、隠し通路や隠し部屋が多いという。それはかなり古くからで、住んでいるアレクも把は握あくできていないそうだ。

　確かに色々な方向からかち合う通路や、螺ら旋せん階段、踊り場から違う道に繋つながる中二階など、ティマエス王の整然とした宮には見られなかった。同じ一つの城なのに、全然別の建物のようだ。

　やがて進むにつれて、徐じよ々じよに人の数が増えてくるのが分かった。

　アレクの部屋が近いのだろう。女官達が軽く膝を折って、アレク達が通り過ぎるのを待っている。

　奥に行けば行くほど数は増え、気がつけばずらりと廊下の両端に人が並んでいた。

　その数およそ五十。衛兵や騎士、侍従を合わせれば百人になるかもしれない。みな一様に膝を折り、身を屈かがめ、アレクが通るのを待っている。

（王太子様ってこんなことされてるんだ）

　並んで歩くのに引け目を感じてしまい、モニカは周囲を気き遣づかいながら小声で囁ささやいた。

「すごいね、アレク。いつもこんなに囲まれてるの？」

「……いいえ、いつもはこんな……」

　途惑っているのでアレクの指示ではないようだ。

「いらっしゃいませー、モニカ様」

　廊下の最さい奥おう、扉の前でひらひらと手を振るマーシュに、モニカはほっとした。

　アレクは背後に居並ぶ使用人達をうかがい、小声で詰め寄る。

「マーシュ、どういうことだ？　宮以外の者も集まっているんじゃないのか？」

「先に謝っておきます。俺じゃ止められませんでした。とりあえず中へどうぞー」

　誰かに聞かれては困るかのように早口で返し、マーシュは扉番に合図する。

　二人の召し使いの手で、大きな扉が左右に開かれた。控えの間を通り、王太子の謁えつ見けんの間に通される。この奥には更に私室が二つと寝室があるらしい。

　執しつ務むに使うような大きな机と、壁には国こつ旗きと剣けん。明らかに事務的な空間だった。その場で、ロベルトは役目が終わったとばかりに後ろへ下がった。

　中には二人の人物がいた。

　先ほどティマエス王と一緒にいた従者、ラフィット。そしてもう一人は、女官達と同じ白の前掛けにロングドレスを着た婦人だった。他の女官と階級が違うのは、一目で分かる。

　婦人は進み出ると、この上なく上品に一礼した。

「ようこそお越しくださいました。モニカ・ウェスタイン様」

　返礼したモニカはアレクの言葉を待ったが、アレクは目を皿のようにして婦人をしげしげと見ている。しばしの沈黙があり、やがて「手ぶらか……」とつぶやき、ほっと力を抜いた。

「紹介します、モニカ。この宮の女官長を務めてくれているルシアです。実じつ質しつ私の母親代わりである女性です」

　急に笑顔になったアレクの言葉に、ルシアは感動して目を潤うるませた。

「もったいないお言葉でございます、殿下。こうしてモニカ様をお部屋にお招きできるとは、望ぼう外がいの喜び。あとはお二人のお子の顔だけ拝はい見けんできれば思い残すことは何も……」

「早い！　ルシア、あまり急せくな。婚約もまだだ」

「婚約とかそんなものはどうでもいいのです。さあさあ、モニカ様、どうぞ奥へお入り下さい。簡単には出られないほど奥へ……」

「はい!?」

　何か小声で聞こえたような気がしたが、ルシアはホホホと上品に笑うばかりだ。

　その隣でラフィットが優雅に微笑む。

「ようこそお越しくださいました、モニカ様。先ほどはご挨拶もせず大変失礼致しました。この宮の侍従長を務めております、ラフィットと申します。さあ、どうぞ。おもてなしのご用意が整っておりますので」

　長い腕で先を示され、アレクとモニカは奥へと歩き出した。次々と部屋を通り抜け、そのたびに一つずつ扉が閉じられていく。

　扉が閉じられるごとに、さりげなく年若い女官が扉を守るように立つ。

（なんで…………）

　後ろを振り返りたかったが、モニカは堪えた。なぜそんな退たい路ろを断たつようなことを、と聞きたかったが、きっと深い意味はないのだ。安全のためなのだ。なんと言っても王太子の私室なのだから、警けい護ごはちゃんとしなければいけないだろう。

　自らに言い聞かせたが、足を止めたのはアレクの方だった。

「ラフィット。この奥は寝室なんだが……」

　王太子の私室が広いのは当たり前。続き部屋や控えの間があるのも当たり前。そう思って後に続いていたモニカは、ここでやっと警けい戒かい心しんを強めた。

　寝室への続きの間へ入ると、閉じられた扉の向こうから妙な気配を感じる。

（……なんか音楽が聞こえる）

　明らかに、中に人がいる。王太子の寝室という、これ以上ないというほど私的な空間に。一人二人どころではない人数が。

　もはや警戒するしかなくなったアレクとモニカに向け、ラフィットは光のこぼれるような笑顔で扉に手を掛けた。無言の圧力に押されここまで来た二人の前で、大きく扉を開け放つ。

「うあああああああああっ!!」

　声の高低差はあるものの、アレクとモニカは同時に絶ぜつ叫きようした。

　中には思った通り、否いな、思った以上にたくさんの人がいた。

　一いつ心しん不ふ乱らんに楽器を操るのは、先ほどウェスタイン邸ていに来てくれた王宮楽師団の一部隊だ。綺麗な円形に並べられた椅子に腰掛け、主役の登場に最さい高こう潮ちようの盛もり上がりを見せている。全員が弦げんの上げ下げに伴って激しく体を揺らすので、その盛り上がりっぷりが分かるのだ。

　彼らの中央には、大きなベッドが置かれていた。おそらくアレクのベッドだろうが、その白いシーツの上には真まっ赤かな薔ば薇らの花はな弁びらが散らされている。辺りの床にこぼれるほどで、甘い香りが部屋中に漂ただよっていた。その演出されたベッドのすぐ側、敷き詰めるほど床に撒まかれた花弁の上にテーブルと椅子が用意されている。ベッドにとっても近い。もうベッドでお茶を飲んだほうがいいんじゃないかと思うほどだ。

　だが、モニカはそんな物に目を奪われたわけではない。楽団やベッドはどうでもいい。そんなことは些さ事じだ。

　壁に、窓際に、天井に、天井から吊るされて。

　空間という空間が、あらゆる大きさのモニカの肖像画で埋うめ尽くされていた。

　生まれたばかりの、揺り籠かごに眠るモニカ。川辺で遊ぶ三歳ぐらいのモニカ、五歳ぐらいのピアノに向かうモニカ、七歳ぐらいの美しいドレスで澄すまして微笑むモニカ……とここまではまだいい。いや、よくないかもしれないが、枚数的にはいい。

　その後が凄まじかった。

　七歳から始まり、十三歳前後は並べれば秒単位でモニカの一日ができ上がる。ベッドで眠るモニカ、目覚めるモニカ、夜よ着ぎのまま朝あさ陽ひを浴びるモニカ、「今日もいい天気！」と言っているかのようなモニカ、侍女に呼ばれるモニカ……。おはようから次のおはようまで続く。

　しかもペンテレイアに行った後のはずの、十七歳までのモニカもしっかり存在している。こちらは全て想像だろうが、アレクと一緒に描かれているものが大多数だ。

　花畑で微笑み合う二人、噴ふん水すいの側で手を取り合う二人、幸せそうに抱き合う二人、口づけを交わすかのように見つめ合う二人……。

「なにこの自己満足!?」

「キツい！　モニカ様キツすぎます、もう少し優しく！」

　焦ったマーシュに叫ばれたが、背後でドタッと音が聞こえ、振り返ればアレクが床に倒れ伏していた。ダメージに耐たえ切れなくなったようだ。

「殿下しっかり！　ラフィット様を止められなかった俺を許してください！」

　涙ながらに謝罪するマーシュを、アレクは焦点を結ばない虚うつろな目で見上げる。何か言おうと口を動かすが、何も聞き取れない。

　主の心に瀕ひん死しの重傷を負わせたラフィットは、優雅に一礼した。

「いかがでしょうか、モニカ様。殿下のあなた様への愛の形は。普段は緞どん帳ちようの奥に隠され、殿下の秘密の小部屋などと呼ばれておりますが、このように非常に健全です。決してベッドの下に秘ひ蔵ぞうの絵があったりは致しませんので」

「ほ、本当はあるような言い方はやめろ！」

　あらぬ疑いを掛けられ、アレクは跳ね起きた。膝立ちでモニカの腰にすがりつく。

「モニカ、誤ご解かいです！　本っ当にそんな絵はありませんから！」

「…………それじゃあ、アレク。またレッスンの時に」

「待った！　待ってくださいモニカ！　そんな自然に帰らないでください！　本当なんです！　信じてください！　だって描くのは絵師なんですよ!?　想像とはいえ、私があなたのそんな姿を他人に描かせると思いますか!?」

　脱だつ兎とのごとく逃げ出したモニカを捕まえ、アレクは必死に言いつのる。

　確かに一いち理りある……と思うのだが、これだけの物を見せられては素直に「信じる」とは言えない。

　無言のまま半目になったモニカに、無罪を主張するようにアレクは犯人を断罪する。

「どういうことだ、ラフィット！　なぜ私の寝室を模も様よう替がえした!?」

　ラフィットは、まるで褒ほめられたかのようにはにかんだ。

「常の寝室ではモニカ様をお迎えするのに相応ふさわしくありませんので。王宮建築士に依頼し、陰いん鬱うつな寝室を光溢あふれる空間へと変え、お茶を嗜むのに快適にさせていただきました。殿下の思い出の全てともいえる肖像画の数々を飾ることにより、モニカ様へ想いの深さを訴うつたえかけ……」

「なぜ寝室で茶を飲む必要がある！」

「気分が盛り上がればいつでもなだれ込めますので。お二ふた方かたの記念の時を彩いろどるため、愛の楽団をご用意致しました」

「誰がなだれ込むんだ!!」

「殿下とモニカ様！　殿下とモニカ様がベッドへでございます!!　ご安心ください、この楽団員達は何を見ても動揺しないよう調教されておりますので」

「な、なんの悪意があってこんなっ!!」

　アレクが喚わめけば、ラフィットは大おお仰ぎように眉を上げてみせた。

「悪意とは遺い憾かんな。このラフィットはいついかなるときも殿下の御おんために」

「どこが……！」

　そのときパンパンと手を叩く音が聞こえた。見れば、女官長ルシアが手に手にお茶やお菓子の盆ぼんを持った女官を従え、寝室に入ってきたところだった。

「モニカ様の前だというのに、何を騒さわいでいるのですか。さあさあ、もう絵の鑑かん賞しようは済みまして？　お茶をお持ちしましたよ」

　小さなテーブルの上には茶器や可愛らしいお菓子が並べられていく。どさくさに紛まぎれて、寝室でのお茶会を強引に押し進めるつもりらしい。

　椅子を引く侍従、布ナプキンを用意する女官、フォークを置く女官、ケーキを置く女官、茶器を置く女官、スプーンを置く女官、お茶を注ぐ女官…………。

　これでもかと言うほどわさわさと集たかられ、小さなテーブルの周りはあっという間に人だらけになる。モニカは肩を窄すぼめ、女官達の仕事を邪魔しないようにしていたのだが、手が届く距離にいるはずのアレクすら見えない。

　と、美しい陶とう器きのポットからお茶を注いでいた女官の手が震え、真まっ白しろなテーブルクロスの上に一滴のお茶の染みができてしまった。

「エイミー！　なんというご無ぶ礼れいを！」

　ぴしゃりとルシアの叱責が飛び、エイミーと呼ばれた女官はその場で即そく座ざにひざまずいた。

「お許しくださいませ！　このお茶の淹いれ方一つでモニカ様の殿下への印象が決まると思うと、緊張のあまり手が震え……」

「だ、大丈夫ですから、こんなことで変わりませんから、気にしないで」

　自分は一体、アレク付きの者にどう思われているのだろう。ウェスタイン家と逆でありながら非常に似た空気を感じ、モニカは慌てて優しく微笑んだ。

　弾はじかれたように顔を上げたエイミーや周りの女官達はざわめき、うっとりとモニカを見つめてくる。

「なんてお優しいのでしょう！　わたくしたちの麗しの女神ヴイアトリーチエ……！」

「ヴぃ、ヴィあと……？」

　女官の波の向こうから、アレクの咳払いが何度も聞こえる。女官達を制止しようとしているのだな、とモニカは気づいたのだが、当の女官達が気づいていない。

　とにもかくにも用意が整い、やっと向かいに憔しよう悴すいしたアレクの姿が見えると、ルシアはほぅっと感かん嘆たんの息をついた。

「思った通り、とてもお優しい方……。モニカ様に恋をして、殿下も人の心を学んだのです。僕のモニカだ！　などと豪ごう語ごして、幼少のみぎりは傲ごう慢まんなところがございまして……。モニカ様に鼻はなっ柱ぱしらを叩き折られたおかげで」

「ルシア、昔話はもういい！」

　嫌な予感がしたのかアレクは制したが、ルシアはホホホと笑いだした。

「まあまあまあ、殿下は恥ずかしがりやさんですこと！　それにしてもモニカ様は本当にお可愛らしくていらっしゃる。愛の詩うた、第八番三章の一節ではモニカ様を小鳥と讃たたえてありましたが、まさに可か憐れんさといい優美さといい、その通り！」

　おおモニカ　僕の可愛い小鳥

　そのさえずりは蜜より甘く　聞く者を天上へと導く

　どうか君よ　僕の肩で羽をやすめ

「あ――――――――――!!　やめろっ！　なぜ暗あん唱しようできるんだ!?」

　叫び声で続きをかき消したアレクは、思わず椅子を蹴けって立ち上がる。ルシアは胸に手を当て頭こうべを垂れた。

「是ぜ非ひお聞かせしとうございます。モニカ様、この詩は溢れ出る想いを処理できなかった殿下がラフィットに紙の裏に書いておきなさい、と言われ書き出したもので」

「捨ててくれと言ったはずだろう!?」

「殿下の愛の詩集として製本しようと、全て置いてありますが？」

　絶ぜつ句くしたアレクの周りで、女官たちが興奮したようにきゃあきゃあと騒ぎ出した。

「実際にモニカ様に聞いて頂けるなんて！　わたくしはやはり第一番が初々しくて好きですわ」

「あら、それなら天上の花と例たとえられた三十二番が……」

「あれは想いが煮詰まりすぎでしょう？　昇しよう華かされた八十二番が深いながらも爽やかで素敵だわ」

「煮詰まっているところがいいのよ！　全く可能性のない叶わない絶望的な恋が！」

　全員読んでる。

　まさかの大暴ばく露ろ大会に言葉もないモニカの前で、バンッとテーブルを叩く音が響いた。

　誰もがその音の激しさに硬こう直ちよくした中、アレクは恐ろしく低い声でつぶやいた。

「…………少し、失礼します。全員外に出てくれ。楽師団も皆だ」

　それは決して大きな声ではなかったのに、その場にいた全員が凍りついた。楽師団ですら演奏を止め、部屋は息をするのもためらわれるほど静まり返る。

　厳しい顔つきで女官たちに目め配くばせし、アレクはラフィットを振り返った。

「ラフィット、お前も」

「出ろ、と。わたくしにもこの場から出ろ、と仰おつしやるのですね？」

「…………………………いや、……いい……。マーシュ、後は頼んだ……」

「了解しましたー」

　疲れたような背中を見送り、マーシュはびしっと敬けい礼れいする。

「待って、アレク！」

　振り返ったその生せい気きをなくした顔に、モニカは精一杯微笑んだ。

「えーと、その、嬉しいよ。し、詩も演奏もみんなの気持ちも」

　ルシアを含め怯えていた女官達の間に無言のどよめきが走り、やがて表情がぱあっと明るくなっていった。

　呆ほうけていたアレクも同じく、言葉の意味を理解すると急に頰ほおを上気させた。

「とりあえず退がらせますので、少し待っていてくださいね」

　一転して嬉しそうに部屋を出て行ったアレクに、モニカはほっと息をついた。

　女官達に悪意があるようには見えないし、本当にアレクの応援がしたかっただけだろう。これで怒られてしまっては、可か哀わい想そうだ。

　寝室に残ったラフィットは、ふむ、とうなずいた。

「どうかお許しください。我々はモニカ様とこうしてお話ししてみたくてたまらなかったのです」

「ありがとうございます、ラフィットさん。それは十分に伝わりました」

　伝わりすぎて引くほどだ。ここに来て短時間なのに異常に喉のどが渇かわいた。カップに口をつけると中身はリュセのお茶で、モニカの好みに合わせて白さ湯ゆで薄めず原液そのままになっている。お茶だけでなく、花を象かたどったような白い可か憐れんなカップやフォークなどの銀器に至るまで、女官達はしっかりモニカの好みを把握しているようだ。

　しげしげと並べられた食器を見ていると、マーシュは苦笑した。

「俺は気持ちがよく分かりますけどね。みんなモニカ様が見たいし、好こう印いん象しようを持ってもらおうと必死なんですよ」

　好印象とはなんだったかを考えさせられる言葉だが、女官達の行動原理は分かる。

　ラフィットは笑顔のまま、空からになったモニカのカップにお茶を注ぎ足した。

「しかしモニカ様の影えい響きよう力りよくには驚かされてしまいました。たった一言、片付けろと命令すれば済むことなのに、殿下は全く思いつかなかったようだ。あれほど動揺するとは……予想以上です」

「……いえ、これは動揺しても仕方のないことだと思います」

　絶対に知られたくないことだったに違いない。絵も詩も。妄もう想そうの日記を妄想対象に暴露されることほど恥ずかしいことはない。

　そう思うと、モニカの心も落ち着いてきた。

（…………絶対、嫌われたとか思ってるんだろうなぁ）

　この後のアレクの行動が容よう易いに想像できる。人払いの後、必死に弁べん解かいするだろう。

　怒ったふりして言い訳を聞くのもいいが、これ以上ダメージを与えるのも可哀想だ。素直に慰なぐさめてあげることにする。

　穏やかな気持ちでリュセのお茶を味わっていると、ラフィットがにこやかに聞いてきた。

「絵をご覧になっていかがでしたか、モニカ様」

「驚きました。多くて。どうやって手に入れたのか疑問なのもありますし……。後で聞いてみます」

「…………この行動自体には？　特に驚くことではない、と？」

「アレクなら当然でしょう」

　むしろ、しないわけがない。

　しかし、その一言でラフィットから笑顔が消えた。

（な、なに？）

　表情から笑みが消えだけで、思った以上に冷ややかな印象になる。

　突然の豹ひよう変へんに、モニカの方がたじろいでしまった。

「さすがモニカ様。こんなことじゃ驚かないですよねー。やっぱり俺の信じたとおりだ」

　かなり得意気なマーシュの言葉に訝ると、ラフィットが「……なるほど」とつぶやいた。

　その顔に優しい笑みが戻る。

「さすがは殿下のお選びになった方だ。器が大きい。愛の重さに引かれたらどうしようかと心配でしたが」

　ならば、なぜした。

　疑問は心の中に留とどめ、モニカも微笑んだ。

「アレクは皆さんから大事にされているんですね」

　女官達の緊張は、アレクのために他ならない。命令されてするわけではなく、彼女達が自発的にするのだから、アレクは良い主なのだろう。

「嬉しいです。アレクが良い評価を受けていて」

「評価！」

　またしてもラフィットは真顔で叫んだ。笑顔を消されると、とても怖い。明らかに失言を責められているようで、モニカは無意識になぜそう思ったかを弁解していた。

「ご、ごめんなさい、評価というのは変な意味ではないんです。単純に、良い主なら頑張ろうと思えるし、悪い主なら頑張りたくないだろうと思って……。ごめんなさい」

　ペンテレイアで兵士として働いていた自分だって、モニカ王妃のために頑張りたいと思ったものだ。

　主にしても従者にしても、ただの人間。感情に左右されるし、どれだけ偉い人に仕つかえていても、嫌いなら仕事以上のことはしないだろう。王族には私情を殺して仕える人間もいるが、それならやはりそれなりの仕え方しかできないのではないか、とモニカは考える。アレク付きのみなは生き生きしていて、そんな気配は全くなかった。

　謝るモニカに、ラフィットは困ったように笑った。なんとも優しい顔だった。

「モニカ様。私どもは侍従であり、あなた様は公爵家の姫君であらせられます。もっとそれらしくお話しください」

「そ、それらしく？」

　もっと居い丈たけ高だかになれ、ということなのだろうか。

（そんなこと言われても……）

　ペンテレイアで少年だった頃は下級兵士として働いてきたモニカだ。その中でも下したっ端ぱだったため、基本的に上官には逆らいにくい。いや、ラフィットは上官ではないが、こういう仕事ができそうな年上の男性には気き後おくれがしてしまうのだ。

　しかも怖い。

　苦手意識を持っていたロベルトが可愛く思えるほど、なんだか怖い。

　笑顔なのに、こうしてじっと見られていると息が詰まりそうだ。

「ラフィット様、モニカ様は普通の貴族の姫とは違うんですよ。空白の時間があるんですから、考こう慮りよしてあげてください」

　その空気を断ち切るように、のんびりとしたマーシュの声が上がった。

　モニカはほっとして緊張を解といた。気づけば手の平に冷や汗が出ている。

　モニカから視線を外したラフィットは、呆れたようにマーシュを見た。

「……マーシュ。お前は本当に殿下に忠実だ」

「ありがとうございます。申し訳ありません、視野が狭くて」

　にっこりと言い返したマーシュに、ラフィットはわずかに目を眇すがめる。

　なんの話をしているのか分からず、モニカは遠慮がちに二人を見やった。一瞬だけ、ただならぬ剣けん呑のんな空気が流れたが、その理由を尋ねることはできなかった。

　扉が開き、アレクが部屋に戻ってきたのだ。

「お待たせしました、モニカ」

　女官たちと話をつけてきたのだろう。たった一人で入ってきたアレクにマーシュはさっと一礼すると、ラフィットの背中を押した。

「あとはお二人でどうぞー。さあさあ、ラフィット様、出ましょう出ましょう」

　ラフィットは何かを言いたそうにマーシュを見たが、やがて静かに頭を垂れ、部屋を出て行った。

　完全に二人きりになると、アレクは縋るような目でモニカを見つめる。

「……言い訳を聞いてもらえますか？」

　泣きそうな顔で言われ、予想通り過ぎて吹き出してしまった。先ほどまでラフィットに与えられた緊張感も忘れ、モニカはくすくす笑う。

「言い訳しようがないじゃない！　生まれたときの絵なんて、どうやって手に入れたの？」

「あなたの家に出入りする画家が持っていたんです。他の絵も買い取りました。十四歳以降は骨こつ格かくや一般的な成長を考えて絵師が描いてくれたもので」

「そうなんだ。おもしろいね。十四歳からは本当にこんな顔だったかもしれない」

　立ち上がり、十四歳から十七歳の絵が飾られている場所に移動した。亜あ麻ま色いろの髪に翠すい緑りよくの瞳の少女は、本当にモニカによく似ていた。残念ながらその年の自分には戻れないので、これはとても興味深い絵だ。

　楽しそうなモニカに、アレクは恐る恐る声をかける。

「怒ってないんですか……？」

「何を怒ったらいいの」

「こんな……勝手に絵を手に入れたり飾ったりして……」

「まあびっくりはしたけど。本当に変な絵はないみたいだし、別にいいよ」

　この場にローズがいれば「感覚が麻ま痺ひしている！」と嘆いただろうが、自分では気づかないのが麻痺というものだ。

「嫌ったりしないよ。大丈夫」

　一番心配していることを先に言ってあげれば、アレクは光を浴びた花のように顔を輝かせた。

「モ…………ッ!!」

　抱きつくような素そ振ぶりをされたので構えたが、アレクはハッと動きを止めた。

　伸ばそうとしていた両腕を下ろし、深呼吸する。

「すみません。すぐ体が動いてしまうのは私の悪いところだ。これからは、あなたの嫌がることは絶対にしないと決めたんです。こういうところは改めていきますので」

「アレク……！」

　あまりの驚きに幻げん聴ちようかと思ったが、違う。

　アレクはそっとモニカの手を取り、指先に口付けた。

「愛してます、モニカ」

「嬉しいよ、アレク……」

　感動に胸が熱くなり、モニカはアレクの手を握り返していた。

　そのとき、ガチャリと音を立てて寝室の扉が開かれた。

「うおおおおおおおおおっっ！」

　吠ほえるような叫び声が聞こえ、二人が振り返ったときには寝室の扉は閉じられていた。

（お父様!?）

　間違いない。いまチラリと姿を見せて絶叫したのはロスターだ。扉越しに「な、なんだ今見えたものは!?　私は一体なんの世界に踏み込んだのだ!?」と叫び声が聞こえる。

　二人があまり扉を大きく開けないように寝室から滑すべり出ると、控えの間にはやはりロスターがいた。女官達になだめられている。

「お父様、どうしたの？」

「……モニカ！　いまこの部屋にお前がたくさんいなかったか？」

「幻げん覚かくだ、ロスター。モニカは一人だ」

　冷静なアレクの声に促うながされ、ロスターはうわごとのように繰くり返した。

「そ、そうか、幻覚。幻覚か……。見間違いだったのだな」

　モニカや女官達にもうなずかれ、やっと平へい静せいを取り戻すとアレクに向き直った。

「陛下からそろそろモニカを連れて帰るように言われ、参上いたしました。あまり殿下のお邪魔をしては申し訳ありませんからな」

「……父上か……！」

　アレクは悔しそうに唸うなったが、こうして部屋に呼ぶ時間を貰もらえただけマシだと気づいたのだろう。大人しくモニカをロスターに引き渡した。

「ではモニカ。またレッスンの時に」

「うん、また。今日はお邪魔しました。お茶をありがとう」

　名残惜しげな女官や侍従達に見送られ、モニカは宮を後にした。

　中庭の馬車付き場には、来たときと同じようにクラウドが待っていた。

　まだ王宮に残るというロスターは、しっかり馬車にモニカを乗せると厳しい顔を見せた。

「モニカ。今日は陛下のお召しであったからいいが、今後、殿下に呼ばれても全てお断りしなさい」

「え!?」

「軽々しく王宮に来てはいけない。殿下にも陛下の方からお話があるだろう」

「でもお父様……！」

「殿下が屋敷にお越しになる分にはかまわない」

　少しほっとしたが、ロスターは間かん髪はつを容いれずに言った。

「ダンスレッスンは元の先生に戻させてもらった。殿下に余計なご負ふ担たんを掛けるのはよくないからな」

　先ほどアレクの前では言われなかったことまで言われ、モニカは驚いて目を見開いた。

　反論しようとしたが、アレクの負担になるのも確かだ。

「……分かりました」

　素直な返事にロスターはやっと表情を緩めると、御ぎよ者しやに合図する。

　ティマエスは本格的にアレクと自分を引き離す気だ。ティマエスと父が組めば、さすがのアレクも会いにくるのは難しいかもしれない。

　動き出した馬車の窓から遠ざかるミゼリア城を眺め、モニカはそっとため息をついた。







　第三章　それぞれの夜







　きっとしばらくは会えないだろう。

　今後のことを考え、少しだけ切ない気持ちで眠りについた、昨日の今日だった。




「モニカ様、王宮からご招待状が……」

　ロスターと一緒に朝食をとり、今日の予定の確認をしていたときだ。

　無言でアレクからの手紙は除よけていたクラウドが、困ったように一通の封筒を差し出した。

「誰？」

　ティマエスから招待が来るわけはないし、日に十通ほど届くアレクからの手紙はウェスタイン家では存在しないものとして扱あつかわれている。

　クラウドから美しいレース柄の招待状を受け取り、名前を確認したモニカは納なつ得とくした。

「オルディアーナ姫だ」

　差出人として書かれていたのは、ヴァルダンの王女の名だった。これはクラウドも黙もく殺さつできないはずだ。

　目で尋たずねれば、ロスターはむすっとしながらも立ち上がった。

「行ってきなさい。父さんは先に出るから、くれぐれも気をつけて」

「……はい。行ってらっしゃい」

　気をつけて、と言うのは「アレクと会わないよう気をつけろ」という意味だろう。

　居間を出る主あるじに合わせ、従じゆう者しや達がぞろぞろと続く。それを見送り、モニカはもう一度招待状を開いた。オルディアーナの直じき筆ひつらしい文字で、今日の夕ゆう刻こく、時間があれば話し相手をしてほしいと書かれている。

　返事のためのペンと封書を用意し、ローズは少し眉まゆをひそめる。

「急なお誘いですわね。オルディアーナ様とはどのような方ですか？」

「すごく可愛かわいい人だよ。まさか、こんなに早く誘われるとは思わなかった……」

　随ずい分ぶんと気に入ってもらえたようだ。

　側そばにいたレームが招待状を覗のぞき込み、ふんふんと鼻を鳴らす。また行くの？　と問われた気がしてモニカはレームの頭を撫なでた。

「ごめんね、レーム。今日はアレクじゃないんだ」

　ならいい、とばかりに鼻面を擦すり寄せられ、モニカは軽くキスをすると、羽ペンを手に取った。
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「ようこそ、モニカ！」

　輝くような笑顔に迎えられ、昨日も訪れた部屋に入ったモニカは一礼した。

「お招きありがとうございます、ディア。私の侍じ女じよのローズです」

　紹介にローズは膝ひざをつき、王女に礼をする。それをオルディアーナは、先日モニカにしたのと全く同じように手を取って立ち上がらせ、にっこり微ほほ笑えんだ。

「よろしくね、ローズ。オルディアーナです。こちらは私の従者のレオよ」

　召し使いにするには丁てい寧ねいすぎる仕し草ぐさに驚おどろくローズは、王子のようなレオを見て、更さらに目を見開いた。

　ディアは女じよ官かんを全員退さがらせると、いそいそとモニカを長椅い子すに誘う。

「モニカ、もう少しお待ちになっていてね。それまで一緒にお茶を楽しみましょう」

　不思議なことを言って、自ら茶器の用意をする。

「モニカはリュセのお茶がお好きなんですってね。お茶として飲むことを勧すすめたのは殿でん下かだそうで、愛の力って素晴らしいわ」

　ローズの申し出を断り手てずからお茶を淹いれてくれ、側にあった白さ湯ゆで割る。割らなくてもいいとは言えず、モニカは大人しく見ていた。

　もともとカゼルラでは、砂さ糖とうとしてリュセの花がよく使われていた。主おもにお菓子作りに使われ、長年カゼルラの特産品として大陸中で人気を博はくしている。花自体は精せい製せいしないと食べられないのだが、近年になってそれをお茶にすることを提てい唱しようしたのがアレクだ。それもこれも、甘いものが大好きなモニカにより甘いお茶を、という一念で生まれ、改良を重ねた結果今では結構な人気商品となっている。

　ちなみに原液は非常に濃こいため、五倍の白湯で割るのが基本だ。

　薄められたお茶をありがたく頂いていたモニカは、ふとカップを置いた。

（このお茶……）

　気づいたローズが、背はい後ごからたしなめるようにこそこそと耳打ちする。

「モニカ様、リュセのお茶が白湯で割られるのは当然ですから文もん句くを言わないで」

「違うってば！　そういうことじゃなくて！」

　普段は原液そのままで飲むモニカだが、出されたお茶に注文をつけたりはしない。

　そういうことではないのだが、ディアはカップを置いたモニカに目め敏ざとく声を掛ける。

「お茶がどうかなさって？　モニカ」

「あ、いいえ。とってもおいしいです」

　モニカは慌あわててカップを手に取った。

（……気のせいか）

　久しぶりに割ったものを飲んだから、違うように感じただけかもしれない。

　気を取り直して、モニカは話題を変えた。

「昨日はフォルケ様と観劇に行ってきたんでしょう？　楽しかったですか？」

　フォルケとは、カゼルラ王国で王家を除き一番身分の高いダンジュー公こう爵しやく家の当主だ。サンテオーレ王家の遠とお縁えんであり、アレクは叔お父じ上うえと呼んでいるが、本当はエレクトラ妃ひの従弟いとこなので従弟叔父に当たる。大臣を務めロスターとも親交が深く、ティマエス王とアレクの大切な側そつ近きんだ。

　ディアは観劇内容を思い出したのか、華やかに笑った。

「とても楽しかったわ。フォルケ様はお優しい上にお話も上手で……。ますますカゼルラ王宮の美しさが身に染みたわ」

「王宮？」

　ええ、とディアは深くうなずく。

「お城のことではないのよ。いいえ、確かにこのミゼリア城は美しいですけれど、わたくしが言いたいのは人のこと。上に立つ者が人じん徳とく者しやであることが、こうまで国に影えい響きようするとは」

「ティマエス陛へい下かのこと？　ヴァルダンのベルナルド陛下も賢けん王おうと名高いでしょう？」

　不思議に思うと、ディアは「陛下は」と念を押した。そしてカップを置き、表情を改めた。

「ティマエス陛下は本当に素晴らしいお方。二十年もの間お世よ継つぎに恵まれなかったのに、陛下はご側そく室しつを持たなかった」

　――いえ、婿むこ養よう子しで恐きよう妻さい家かだったので側室なんて言い出せなかったんです。

　しかしモニカは口を挟はさまなかった。王室関係者全員が知っている事実は、他国では美談となっているようだ。

「そうしてお生まれになったアレクシス殿下は眉び目もく秀しゆう麗れい、文ぶん武ぶ両りよう道どう、品ひん行こう方ほう正せいと完かん璧ぺきな紳しん士しでいらっしゃる。エリオット殿下の聡そう明めいさもまたお聞きしておりますわ」

　――完璧な紳士は屋や敷しきに不ふ法ほう侵しん入にゆうしたりしない。聡明な王子は人にん参じんを嫌きらって兄に怒られたりしない。

　しかしモニカは口を挟まなかった。両殿下は他国では素晴らしい王子として語られているようだ。

「陛下のお従弟であらせられるフォルケ様は、アレクシス殿下がお生まれになる前は王太子として取り上げられたのに、殿下がお生まれになったらあっさり王太子位をお譲りになるし。こんなに爽さわやかな王家は他にありません」

「ああ、そこだけは同意……いえ、フォルケ様は本当に素晴らしい方です」

　モニカはしたり顔でうなずいた。直系相続が基本とはいえ、フォルケが王太子として強きよう硬こうな態度に出れば、カゼルラはこんなに平和ではなかっただろう。

「カゼルラを知れば知るほど、私はサウル殿下の致らなさを感じます」

「ディア、滅めつ多たなことは言わないで」

　モニカはとっさに遮さえぎった。部屋には四人だけだったが、聞こえてしまった会話にローズが微び妙みように身じろぎする。

　しかしディアは苦く笑っただけだった。

「モニカも聞いているでしょう？　わたくしたち、年の近い姉し妹まいのことを」

　黙ってしまったモニカに、ディアは自じ嘲ちようするようにうつむく。

「あの父はわたくしが存在していることすら気づいていなかったの。使用人の娘でも、ちゃんと王女として記録されているんですもの。会ったことがなくても、知ってはいてくれるはず。そんなふうに思ってわたくし」

「ディア!!」

　突然、叩たたきつけるような強さでレオが叫んだ。モニカとローズが声に驚き固まったのを見て、苛いら立だちを抑おさえて静かに続ける。

「いや、オルディアーナ様。そんな話をモニカ様に聞かせてどうする気だ。あなたらしくない」

　あなたらしくない。

　その言葉にディアはぱちぱちと目を瞬またたき、やがて納得したようにうなずいた。

「あら本当。わたくしらしくないわ。ごめんさいね、モニカ。娘が多すぎて顧かえりみられない子供の愚ぐ痴ちとして、聞き流しておいてね」

　にこやかに言われ、モニカはうなずくこともできなかった。

　束つかの間ま沈ちん黙もくが落ちたが、それに息苦しさを感じる前に扉とびらが叩かれた。レオの返事に女官が入室し、来客を告つげる。

「あら！　お越しになられたのね。ちゃんとお一人で来てくださったかしら」

　ディアは弾はずんだ声で立ち上がり、自ら部屋の扉を開けた。

「姫、お呼びと伺うかがい……モニカ!?」

　中にいたモニカに、入ってきたアレクは紫むらさきの目を瞬またたく。しばらく会えないと思っていた恋人の姿に、モニカは立ち上がった。

　どうやらディアはアレクを待っていたようだ。ローズの腕うでに自分の腕を絡からませると、うきうきした口調でモニカにウィンクした。

「それではごゆっくり。聞き及びましてよ、モニカ。陛下とロスター将軍から殿下と会わないように言われたとか。わたくしが協力いたしますので、存分に愛を育はぐくんでくださいませ。さあ、レオ、ローズ、図書館にでもいきましょう。お気に入りの詩集を見つけたのよ」

「お、お待ち下さい姫君！　私はモニカ様のお側に残ります！　私は！」

　うふふ、と笑いながらディアは、レオと懸けん命めいに抵てい抗こうするローズを引きつれ部屋を去っていく。

　ぱたりと扉が閉じられ、後にはアレクとモニカが残された。

「……まさかこれが目的だったなんて」

　呆ぼう然ぜんとしたモニカに、アレクは嬉き々きとして駆かけ寄る。

「嬉うれしいですよ！　もう会えないかと本気で思いました。どうすればあなたに会えるか、昨日からずっと寝ずに考えていたんです」

　寝てしまった。ごめんなさい。モニカは心の中で謝り、アレクと並んで長椅子に腰掛けた。

「と言っても姫に甘えてばかりもいられませんけれど。少ししたら姫を迎えにいきましょう」

　寄り添そって座ったアレクは、そう言ってにっこり笑う。

（……ちゃんと考えてるんだ）

　少し驚いた。と同時に見直した。昔のアレクなら、こういうありがたい申し出もとことん利用した気がする。

　大人になったなぁと実感すると、素直に身を預けられた。

　返事のしづらい話を聞かされたせいか、寄り添うだけでなんだか心が安らいだ。

　しばらく黙っていると、アレクが遠えん慮りよがちに腰に腕を回してくる。しっかりした胸にもたれかかり、モニカは目を閉じた。アレクは腕に力を込めて抱き寄せてくれる。

（……どうしてして欲しいことが分かるんだろ）

　抱きしめて欲しい、なんて一言も言ってないのに。

　目を閉じたまま寄り添っていると、優しく頭を撫でられてしまった。
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「何かありましたか？」

「……どうして？」

「あなたが甘えてくれるなんて、辛つらいことでもあったのかと思って」

　そうか、とモニカは納得した。

（甘えてるのか。これは）

　ティマエス王に反対されたことや、応援してくれているとはいえ婚約者候補のディアが現れたこと。ロベルトのこと、ラフィットのこと、父のこと。それに、アレクともう会えないのではないかと思ったこと。

　目を閉じれば、色々なことが浮かんでは消える。

　離れたくないと言ってしまいそうで、モニカは話題を変えた。

「……ディアって、国でどういう立場なんだろう」

「姫はなんて言っていましたか？」

「使用人の娘で、サウル殿下はディアが生まれたことに気づいてなかったって」

「そのまんまですよ」

　思い惑まどうモニカに、アレクはあっさりと言った。

「ヴァルダンの姫は八人。第一王女のセリディアーナは母君が正せい妃ひであり、この方は王子も産んでいる。そういう意味で同じ姫の中でも抜きん出ています。ですがあとの六人は似たような身分で、オルディアーナ姫だけが使用人の娘なんです」

　アレクは言葉を切った。

「……オルディアーナ姫と初めて会ったときのこと、よく覚えていますよ。セリディアーナの誕たん生じよう祝いわいで、私は毎年式典に参加させられていましたから。あの国は十二歳で公式の場に出ます。サウル殿下は、他の姫君方と一緒に並んだオルディアーナ姫に向かって、どうして小こ間ま使づかいがここにいるんだ、と言ったんですよ。彼女のドレスが地じ味みで、自分の娘は完全に七人だと思っていたからでしょうね。サウル殿下が間ま違ちがいに気づいて笑い、その一件で、貴き族ぞくは彼女たち母娘おやこを軽んじるようになった」

「……だからディアは、わたくしのような者、なんて言ってたんだ」

　レオがその話をするたびに怒る理由が分かった。アレクもうなずく。

「あれから何年も経ちますが、オルディアーナ姫は公式の場では常に一歩引いている。本当はそんな必要はどこにもないのに。サウル殿下は昔はとても真ま面じ目めな方だったそうですが……変わってしまったんでしょうね。でも、お父上から公式の場でそんな仕打ちを受けても、姫は泣かなかった。あなたの言うように可愛かわいらしい方ですが、芯しんはとても強いと思いますよ」

「うん……」

（……ディアはすごい）

　そんな環境にあったのに、どこからどうみてもお姫様だ。彼女を育てた母親や周りの者がよほど素晴らしい人格だったのだろう。レオのように怒ってくれる従者が仕つかえているのも、ディアの良さを示している。

「ディアはやっぱりすごくいい子だ。そんな環境なのに、ディアをあれだけお姫様らしく育てたお母様もすごいよ」

「ええ、その通りです。……だからこそ、不思議なんですよね。私の婚約者候補として、彼女が立りつ候こう補ほしたと聞いて」

「ええっ、立候補!?」

　驚いて体を離せば、アレクは真顔でうなずく。

「そう。私の父がサウル殿下に、姫を一人婚約者候補として滞たい在ざいさせて欲しいと言ったら、オルディアーナ姫が名乗りを上げたそうです。他の姫君は使い道がある……と言ったら失礼な言い方ですけど、これはサウル殿下の言葉ですから怒らないでくださいよ？　……使い道があるし、セリディアーナですら選ばれなかったのに他の姫は無理だろう、とそのままオルディアーナ姫で決定したそうです」

「でもディアはアレクの婚約者になる気はないんだよね？」

「そう言ってますね。本人は」

（……そう見せかけて実は戦う気があるとか？　いや、でも実際にこうして会えるように手引きしてくれたりしてるし）

　もしあれが全て演技だとしたら、ただ者ではない。

（ただ単にヴァルダンを離れたかったのかな……？）

　たとえ帰国しなくてはいけなくても。その答えが一番自然なような気がした――。




　――ひそひそと話す声で、目が覚めた。

「だからお起こしすればいいでしょう！」

「可か哀わい想そうだろう!?　こんな……こんなこと一生に一度あるかないか！　私は動かないぞ！」

「やりましたねー、殿下。これはもう完全に信頼されてますよー」

「おおおおおおおおおお…………っ！」

「声大きいですよ」

「ぉぉぉぉぉ……」

「もういい、私が起こします！」

（……うるさいなぁ……）

　うとうとしたまま寝ね返がえりをうてば、転げ落ちそうになってすかさず止められた。状況が分からず見上げれば、アレクが「あっ」と声を上げて覗き込んでくる。

「可哀想に。起こしてしまいましたね」

　残念そうに言われ、モニカは長椅子に寝ね転ころがっている自分に気づいた。足は床に下ろしたまま、上半身だけ倒してアレクに膝枕されていたのだ。

「おはようございますー、モニカ様」

　長椅子の背に腕を乗せ、マーシュがにこにこしながら見下ろしている。側にはこれ以上ないほど不ふ機き嫌げんな顔のロベルトもいる。

　目を瞬きながら、モニカはゆっくりと身を起こした。

「ね、寝てたの？　僕」

「ええ。ぐっすり」

　笑いながらアレクが髪を整ととのえてくれ、マーシュはひらひらと手を振ふった。

「じゃあオルディアーナ様を呼んできますねー。ほら行くよ、兄さんも」

「なっ、こら！　マーシュ！」

　大おお柄がらなのに細い弟に引きずられ、ロベルトも部屋を出て行く。

　ディアの部屋に来たときは一人だったアレクだ。マーシュとロベルトが次の予定のために呼びに来たことを知り、モニカは真まっ赤かになって距きよ離りをおいた。

「ごめん！　本当にごめん！」

　結局ディアに甘えてしまった。アレクも仕事があっただろうに。

「大丈夫ですよ。この後の仕事は私一人で片付けるものですし、誰にも迷めい惑わくは掛からない」

　それはアレクの貴き重ちような時間を奪うばってしまった、ということではないか。

　あまりの申し訳なさに泣きそうになったが、アレクは嬉しくて堪たまらないように笑って、モニカの赤く痕あとのついた頰ほおをなぞった。一瞬無言で見つめあい、唇くちびるが近づく。

　モニカは抵抗できないまま、気がつけば自然と目を閉じていた。

　軽く唇が触れ、ついばむように二度三度とキスをすると、アレクはモニカの耳元でささやいた。

「……嬉しいです。私がいるのに、眠ってしまうほどくつろいでくれるなんて」

　顔が火ほ照てるのが自分でも分かった。焦あせって顔を伏ふせたが、耳まで赤くなっているに違いない。

　乱みだれてしまった亜あ麻ま色いろの髪をかき上げ、アレクは耳元に唇を寄せた。

「モニカ……」

　囁ささやき声が耳に掛かり、思わず逃にげようと体が動いたときだった。

「うひゃっ！」

　びくっと全身で反応してしまった。耳たぶに歯を立てられたのだ。

　まさかそんなことをされるとは思ってもみなかったため、なんとも色気のない声が出てしまった。悲鳴に慌てたように、アレクが素早く体を離す。

「す、すみません！　あなたがあんまりに可愛らしくてつい……！」

　返事をするどころではなくてとっさに顔を背そむけたのに、頰に手が当てられ、仰あお向むけさせられた。

　逃げ場がなくなって、恥ずかしさのあまり涙が出てくる。潤うるんだ視し界かいにアレクが短く息を呑のむのが見えた。さっきよりも深く口付けられる。

　驚いて唇を離せば追いかけられ、体重を掛けて押し倒されそうになり、

「ま、待って！」

　とっさに止めてしまった。アレクはぴたりと動きを止める。

「待ちます」

「う、うん。ちょっと待って、ね」

　気持ちを落ち着けるために、そっと手の平でアレクの胸を押した。距離を開けて、少し深呼吸する。

（どうしよう）

　アレクは律りち儀ぎに待ってくれているが、微妙にそわそわしている。今日はもうキスなしでという意味だったのだが、明らかに言葉通り「ちょっと待って」だと思っているに違いない。

「あの……」

「はい！」

　遠慮がちに声を掛ければ、すぐさま期待に満ちた返事をされ、申し訳ないと思いながらも、お願いしてみた。

「軽いキスだけでもいい？」

「も……もちろんです！　嬉しいですよ！」

　とても残念そうな顔で明るく返事をされた。

「幸せです、本当に。私は幸せです」

　触れるだけのキスの後、モニカを抱き締しめたアレクは何度も何度もつぶやいた。

「…………ごめんね。応こたえてあげられなくて」

　明らかに自分に言い聞かせているアレクの様子に、思わず謝ってしまった。好きは好きだが、やはりどうしても拒こばんでしまう気持ちがある。好きなのに、強引さが見えると引いてしまう。

「少しでいいから時間をちょうだい。頑張ってみるから」

　恋人に対して変な言葉だなと思うが、これがモニカの精一杯だ。アレクのことが好きで行為で応えてあげたい反面、そこまでしてなるものか、と反抗する。複雑な乙女心を表現するならこの言葉。……「頑張る」しかない。

　モニカの葛かつ藤とうを読み取ったのか、アレクは泣きそうな顔で弁べん解かいする。

「いいえ、今で十分なんです！　本当に本当に幸せなんです！　こうして会えて、話ができるだけで幸せなはずなのに……。もう自分が嫌いやだ……！」

　アレクもアレクで折り合いのつかない心しん情じようを抱えているようだ。少し申し訳なくて、モニカは折せつ衷ちゆう案あんを出す。

「ごめんね。とりあえず、キスは大丈夫だから」

「ううっ、それはそれで生なま殺ごろしのような……」

「じゃあキスもなしで」

「嫌です!!」

　どっちだ。

　やがてマーシュの先導でディアたちが戻ると、アレクは別人のように顔を引き締め、さっと立ち上がった。

「姫、感謝します。あなたのおかげでとても幸せな時間が過ごせました」

「うふふ、どういたしまして。ゆっくりできまして？」

　嬉しそうなディアとは裏うら腹はらに、ローズは涙目で駆け寄ってきた。

「モニカ様！　ご無事でしたか？　心配で心配で……。やはりついていればよかったと後こう悔かいいたしました」

　首筋に痕あとがついていないか、衣服のリボンや釦ぼたんはどうかと念入りに調べられ、アレクは少し情けない顔をする。

「ローズ。私はもう子供ではない。モニカの嫌がることをするつもりはないから」

「ではキスもせず触さわりもしなかったのですね。そうなのですね、殿下」

「……も、もち…………ろ……」

「では申し訳ありません、殿下を誤ご解かいしておりましたわ。殿下といえば、すぐにキスしようとしたり触ろうとしたり、押し倒そうとしたり、そこかしこに嚙かみ付いたりする方、という印象がございましたので。そういうことが一切なかったのでしたら、私はなんと失礼なことを。もちろん、と仰おつしやるからにはなかったのですね？」

「な、なかっ……なか…………な！」

「なかったのですね、申し訳ございませんでした。殿下のご成長は喜ばしいことです。あの過去がある上に、未いまだにキスしたり触ろうとしたり、押し倒そうとしたり、嚙み付いたりするならば侍女として、やはり殿下とのお付き合いは考え直して頂くよう、モニカ様にお願いするところですわ……！」

「うううっ……！」

　ピシィッ、パシィッ、と鞭むち打つ音が聞こえそうなローズの言葉に、アレクは苦く悶もんする。

　見かねて、モニカは間に入った。

「大丈夫。なかったよ、何も」

　目で「あったけど、もういいんだ」と言ってやると、ローズはますます表情を険けわしくする。

　だが、残念そうな声が割って入ってきた。

「あら。何もありませんでしたの？　せっかくお二人でいられるよう計画しましたのに」

　本当に残念そうなディアに、ローズはキッと眦まなじりを上げた。

「姫君、困りますわ！　何かあってからでは遅いのです。絶対に二人きりにさせないよう、姫君も監視しておいてくださいませ。止める人間がいないと、殿下はどこまでも突っ走ってしまうのですから！」

「まあ、そうなの。分かったわ。完全に二人きりだと危険」

　心得たように復ふく唱しようされアレクは言葉もなかったが、振り子時計に目をやるとにわかに一礼した。

「それでは、姫。私は仕事がありますので失礼させて頂きます。本当にありがとうございました」

「どういたしまして。喜んで頂けて嬉しいですわ。お仕事お励はげみになってくださいませ、殿下」

　モニカには手にキスを送り、アレクはマーシュとロベルトを連れて慌あわただしく出て行った。残ったモニカとローズに、ディアはお願い事をするように両手を合わせる。

「ねえモニカ、今日のお夕食を一緒に召し上がってくださらない？　今日はこの部屋で取ろうと思っているの」

「はい、喜んで」

　目め配くばせすれば、心得たローズが側にいた小こ姓しようにウェスタイン邸ていへの伝言を渡す。女官達が食事の用意を整える間、四人は別室で仲良く卓を囲んだ。ローズは遠慮したが、ディアの再三の勧めにより、恐きよう縮しゆくしつつ席につく。

「殿下とお二人の時間はどうでしたの？　どんなお話をしてらしたの？」

「私も是ぜ非ひ聞きたいですわ、モニカ様……！」

　楽しそうなディアと目を光らせるローズに問われ、モニカはたじろぐ。

「話は特に何も。途と中ちゆうで僕が寝ちゃったし」

「モニカ様!?　無む防ぼう備びすぎますわ。殿下とご一緒だと忘れないでくださいませ！」

「ごめん。そんなつもりはなかったんだけど……」

「話には聞いていたが、本当にそんな関係なのか」

　言い合いを聞いていたレオが、不思議そうに眉をひそめた。

「嫌なら逃げればいいだろう。理解に苦しむ」

（あっ）

　しまった、と思ったが遅かった。見る見るうちにローズの顔が怒りに険しくなる。

　ローズはモニカの腕を取ると、静かに立ち上がった。挑いどむような目でディアを睨にらむ。

「……姫君。せっかくご夕食にお誘い頂き誠に申し訳ありませんが、これにて失礼させて頂きます」

「ローズ、待って。勝手に答えないで」

　王女の誘いを侍女が勝手に断ってはいけない。

　レオはウェスタイン家の人間が、一番神経を逆さか撫なでされる言葉を言ってしまった。ローズの中でレオは敵になったのだ。

　かく言うモニカも同じ気持ちだった。この「なぜ逃げない？」には、アレクに恋した今でも一気に嫌いだったときに戻してしまう力がある。

　レオは知らない。当時のモニカがどれだけ追いつめられ、泣いていたか。誰も彼もが身分を慮おもんぱかって、アレクに強く出られなかった。逃げてもアレクは必ず追ってくるし、逃げ場がなくなり心だけでもと拒きよ否ひすれば、アレクの周りの者から「殿下の気持ちも考えて」と詰なじられた。

　なぜアレクの「好き」という感情が優ゆう遇ぐうされ、モニカの「嫌い」という感情は無視されるのか。ロスターでさえ、屋敷の出入りを禁じたのはモニカが無理やり襲おそわれそうになってからだった。

　逃げたくても逃げられない。逃げれば「殿下がお可哀想」でモニカが悪わる者ものにされる。

　そのことをレオは知らない。

　だが、モニカは無言のまま深呼吸した。

（落ち着け。怒りに流されるな。アレクはもう変わってくれたんだ）

　モニカにとっても一番嫌な言葉だが、昔と違って落ち着くぐらいにはアレクのことが好きだった。

　失言を悟さとったのか、ディアは素早く立ち上がるとローズの前に立ちはだかった。

「待って、ローズ。ごめんなさい、レオが悪いわ。殿下とモニカのことはエリオ様から聞いていたのに……。ほら、レオも謝って」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう頭を下げたレオに、こちらも不本意ながらといった顔でローズが受ける。どちらも納得していないが、主の顔を立てて、という感じだ。

　心を静めていたモニカは、ディアの言葉に引っ掛かりを覚えた。

（……エリオット殿下から？）

　一度会っただけだが、明らかにモニカを歓かん迎げいしていないようだった。彼がアレクとモニカの関係をどのようにディアに説明したのか、非常に気になる。

　ほどなくして夕食の用意が整い、女官が知らせに来てくれた。

　その女官と一緒に現れた人物を見て、モニカは目をむいた。

「姫、ご機嫌いかがで……」

　柔やわらかな微び笑しようをたたえて現れた少年もまた、モニカを見ると急に表情を引き締めた。

「モニカ様？　なぜここに」

　部屋へ入ってきたのは、アーノルドを従したがえたエリオットだった。

　思わず立ち上がったモニカが答えられずにいると、ディアがにこやかに間に入った。

「わたくしがお相手して頂きたくてお呼びしましたの。エリオ様と二人でもいいですけれど、人数が多いほど楽しいでしょう？　モニカ様もご一緒に夕食を召し上がってくださるそうですので」

「!?」

　聞いていない。

　相手が王女でなければ、そう言って詰つめ寄るところだ。完全にディアと二人だと思っていたし、それはエリオットも同じようだ。モニカの姿に途と惑まどいを隠かくせず、食事を断ろうかどうか思し案あんしているように見える。

　とにもかくにも、女官の案内でそれぞれ席についた。

　円卓にオルディアーナ、エリオ、モニカ。その背後にはレオ、アーノルド、そしてローズが控ひかえている。

　食事は順に皿が運ばれてくる形式ではなく、最初から全て卓上に揃そろえられていた。ディアの一声で女官達は全員退出し、部屋には見事にこの面めん子つだけになる。

　テーブルの上には焼きたてのパンと、鮭さけの燻くん製せい、季節の野菜のサラダ、湯気の立つシチュー、鴨かも肉にくのローストなどなど、食べきれないほどの食事が並んだ。

　形式通り乾杯から始まり、それぞれフォークを手に取ったが。

（か、会話がない……）

　誰もが黙々と食べるだけだ。重苦しい沈黙だけが場を支配し、モニカはだんだん美お味いしいはずの料理の味も分からなくなってきた。

　主しゆ催さい者しやであるディアに期待したが、一向に話し出す気け配はいがない。しかたなくモニカはエリオに微笑みかけた。

「エリオット様、去年ペンテレイアにいらしたんですよね。リチオ陛下の即そく位い式しきに」

「行きましたよ」

「綺き麗れいな国でしたでしょう？」

「そうですね」

「楽しかったですか？」

「特には。仕事で行ったので」

「…………そうですか」

　モニカは引きつった笑えみを浮かべながら肉を口に入れる。美味しい。けど悔くやしい。

（気を遣って話題を提供してるのに！）

　やけになって、薬草の香りのする水を呷あおった。

　なんだこの取り付く島のなさは。ティマエス王の苦労がよく分かる。

「モニカ様はこの夕食のために王宮に？」

　と、思うといきなり話を振られた。肉を咀そ嚼しやくしている途中だったので喉のどを詰まらせると、ディアが代わりに答えてくれた。

「先ほどまでアレクシス殿下と一緒にいらしたのですわ」

　エリオは目を見開くと、やがて舌打ちしそうな顔で苦々しげにつぶやいた。

「…………どうりで笑ってると思った！」

　誰が、と聞かずともこの場にいた全員には分かっただろう。アレクが顔を緩ゆるめたまま廊下を行く姿が容よう易いに想像でき、モニカはため息をついた。

「にやにやしてたんですね？」

「一人で声に出して笑ってた……！」

「怖こわっ！　想像以上に怖いっ！」

「浮かれすぎだ！　完全に足が床ゆかから離れて歩いてたぞ！」

「!?　アレクにそんな力が!?」

「あるわけないだろ!!　比ひ喩ゆだ、比喩!!」

　皿をひっくり返しそうな勢いきおいでエリオが叫ぶと、ディアは楽しそうに声を上げて笑った。

「まあ、エリオ様とモニカは相性がよろしいのね」

「誰がっ!!」

　しかしその反論さえも重なってしまい、モニカとエリオはばつが悪くなって黙る。ディアはますます笑うと、嬉しそうにグラスに口をつけた。

「よかった。エリオ様とセリディアーナ様のご婚約も決まりましたし、アレクシス殿下とモニカが決まればとっても素敵な兄弟姉妹になりますわ」

「決まりませんよ。オルディアーナ姫。僕とあなたの姉上との婚約は、まだ正式ではないのです」

（え？）

　冷ややかなエリオの言葉に、モニカだけでなくディアやレオも怪け訝げんな顔をした。反対が多く、エリオとの婚約はセリディアーナに懇こん願がんされたベルナルド陛下の独断とも聞いている。だが正式は正式だ。

　フォークを置き、エリオは全員の顔を見てキッパリと言った。

「僕はセリディアーナ様と結婚する気はない。相応ふさわしくないからだ」

「聞き捨てならないな。エリオット殿下。あなたはセリディアーナ姫に不満があるというのか？」

　すぐさま反応したのは、ディアの背後に控えるレオだった。美しい青あおい瞳ひとみが怒りに揺れている。

　王子に対する不ふ遜そんな物言いに、エリオの背後からも若き侍じ従じゆう長ちようアーノルドが一歩前に出た。

「無ぶ礼れい者もの。ただの従者が誰に口を利きいている」

「控えろ、アーノルド。レオ殿、決してそういうことを言っているのではない。僕の言い方が悪かった。セリディアーナ様に相応しくないのは僕のことだ」

「だから聞き捨てならないと言っているだろう。リディ……セリディアーナ姫はあなたを選んだ。それを相応しくないだと？　あなたはセリディアーナ姫の見る目を馬ば鹿かにしているのか」

「違う！　そんな、そんな意味じゃ……」

　だがそう言われてしまえば、返す言葉が見つからない。

　エリオは焦ったように視線をさまよわせた。

「僕じゃなくて……、セリディアーナ様にはもっと素晴らしい方がいるはずだ。例たとえば兄上のように王太子であるとか」

「アレクシス殿下が相応しいだと!?　あなたの目は節ふし穴あなか！　私はセリディアーナ姫がアレクシス殿下との婚約を退しりぞけたことについて、拍手を送ったぞ！」

　おいこら、と男言葉で口出ししそうになり、モニカは真顔で一口水を飲む。

（その恋人がここにいるんですけど!?）

　レオは興こう奮ふんしているのだ。エリオが変なことを言うから、頭に血が上っているのだ。落ち着け、落ち着け、とモニカが自分をなだめる間も、エリオとレオの喧けん嘩かはますます激しくなっていく。

「だから僕はセリディアーナ様を落としているわけじゃない！　何度言えば分かる!?」

「自分が相応しくないと思うことは、相手を落とすも同然だ！　リディを悪く言うことだけは許さない！　しかもアレクシス殿下がどんな方を選んだのかと思えば……はっ！」

　鼻で笑って、レオはモニカを一いち瞥べつした。

「セリディアーナ姫は高こう潔けつにして華か麗れい、カゼルラの王おう妃ひに相応しい才さい色しよく兼けん備びの美女だ。アレクシス殿下は目が見えていないのではないか？」

「無礼者！　エリオ様の兄上になんたる暴ぼう言げんだ！」

　アーノルドがついに我が慢まんしきれなくなったように激げつ昂こうし、エリオも声を震ふるわせた。

「レオ殿、兄上は決してセリディアーナ姫を軽んじたわけではない。ここにいるモニカ姫を妃にと望まれたからだ」

「だからそれ自体が間違っていると言っているのだ。アレクシス殿下は先が見えていない。王の器ではない」

「兄上は僕よりもずっと王に相応しい！　兄上はちゃんと先を見ているし、決断力も行動力もある。そうですよね、モニカ様？」

「は、はい！」

　突然賛同を求められ、一人悟りの世界に入っていたモニカはこくこくと何度もうなずく。

「加えて冷れい静せいで優しく文武共に優秀だ。失礼ながらレオ殿には兄上の一部分しか見えていない」

　エリオは真剣な顔でアレクを擁よう護ごする。

（あ、あれ？　エリオ様って……ひょっとして……）

　なんだか前回会ったときと印象が違うぞと見ているうちに、エリオは興奮したように拳こぶしを握にぎった。

「兄上には誰も敵かなわない！　このカゼルラの王太子に相応しい、最高の方なんだ！」

（やっぱりー！）

　緩みそうになる口くち許もとを手で隠し、モニカは心の中で叫んだ。

　寄ると触ると喧嘩だの言っているが……本当は兄のことが好きなのだ。

「兄様は若いけど、もう国のことを考えられる！　父上だって兄様を頼たよりにしてるし、叔父上だって兄様が王になるのを喜んでいる！　そうでしょう、モニカ様!?」

「そうですね！」

　どんどん子供っぽくなっていくエリオに、モニカは嬉しくなって相あい槌づちを打った。

「兄様は完璧なんだ！　だから婚約者だって完璧な方を選ばないといけない！」

「はい！」

「モニカ様のような背が低くて教きよう養ようもなくて美しさの足りない姫じゃなくて！」

「そうそ……なに!?」

「モニカ様のような背が低くて教養もなくて美しさの足りない姫じゃなくて！」

　勢いのまま一いち言ごん一いつ句く違わずに言い切ったエリオは、こちらを見てもいない。

（は……っ!!）

　はあああああっっ!?　と叫び出しそうになったモニカは寸すん前ぜんで言葉を飲み込んだ。

　モニカとて自分が史上最高の美少女だと思っているわけではない。

　……わけではない。

　…………わけではないのだが！

（なに!?　いま何て言った、エリオ様!?）

　しかし叫んだのは、今の今まで大人しく控えていたローズだった。

「んまああああっ！　なんというお言葉！　冗談じゃありませんわ！　あの変へん態たい追っかけ不法侵入常じよう習しゆう犯はんの虫ケラがっ！　私のモニカ様に近づくことさえ汚らわしい！」

「わ――！　待った、ローズ、待った！」

　冷ひや水みずを浴びせかけられたように、モニカはどっと冷や汗が噴ふん出しゆつした。さすがに自国の王太子にその評価はまずい。しかしエリオはテーブルを叩きつけ立ち上がった。

「虫ケラ!?　僕の素晴らしい兄様が変態の虫ケラだと!?　無礼な女だ！　兄様は虫は虫でも素晴らしい虫だ！」

「いけません殿下！　虫ごときに興奮されては喉のどを痛めます！」

　あまりの興奮具合にアーノルドが血けつ相そうを変えるが、エリオは止まらない。

「兄様は九歳ですでに王国史を読どく破はされた秀しゆう才さいなんだぞ!?　それに一昨年おととしの闘とう技ぎ会を見たか!?　兄様の見事な技と強さに僕は剣けん神しんの降こう臨りんを見た！　お祖じ父い様だって頼りない父上をすっ飛ばして兄様に王位を譲ろうとしたぐらい」

「わ――！　エリオ様、待った！　それは駄だ目めです！」

　他国の姫が同席しているのになんということを言うのか。しかし必死で気を遣うモニカを、エリオは睨みつける。

「それぐらい僕の兄様は素晴らしいんだ！　王妃にはセリディアーナ様が相応しい！　モニカ様などセリディアーナ様の足元にも及ばない！」

「セリディアーナセリディアーナってうるさいですわ！　アレクシス殿下などこちらから願い下げ！　モニカ様には今後一切近づかないようお伝えくださいませ！　さあお屋敷に戻りましょう、モニカ様！」

「リディを呼び捨てだと!?　なんという無礼な女官だ！　お前は何をしたのか分かっているのか!?」

「侍従に無礼者呼ばわりされる筋合いはございませんわ！　セリディアーナ様がどちらを選ぶのか知りませんが、あなた方ご兄弟どちらにもお似合いですわ！　モニカ様はもったいない！」

「この……っ！」

　レオの頰が怒りに赤く染まり、エリオが何かを叫ぼうとしたときだった。

　突然、エリオが激しく咳せき込んだのだ。

　喉だけじゃない、肺の奥からくるような重い咳き込み方だった。背中を丸め涙を流して咳をするエリオに、誰もが怒りを忘れ駆け寄る。

「殿下！」

「エリオ様！」

　モニカが背を擦さすると、アーノルドが側にあったモニカのグラスをひったくるように取った。

「殿下、これを！」

　渡されたグラスを受け取り、エリオは咳の合間に少しずつ飲み干していく。

「大丈夫!?　エリオ様！」

　モニカがナプキンで涙や口許を拭ぬぐってあげると、エリオは肩で息をしながらそっとその手を避よけた。

「……大丈夫……」

　しかしその声は掠かすれ、聞き取れないほどだ。アーノルドはグラスの水を全て飲ませると、さっと全員に向けて頭を下げた。

「皆様、失礼ながら殿下はここで退席させて頂きます。オルディアーナ姫、お誘い頂きありがとうございました。モニカ様、大変申し訳ない」

　そしてエリオを守るようにして慌ただしく部屋を出て行った。

　それを見送り、レオはぼそりとつぶやく。

「本当に体が悪かったんだな。お元気そうに見えたが」

　モニカも同感だった。薬が手放せないとは聞いていたが、アレクとのやり取りなどを見ても、元気があるようにしか見えなかったのだ。

　すでに食事を続けるような雰ふん囲い気きではなくなり、ディアはモニカとローズを振り返った。

「モニカ、今日は突然の誘いでごめんなさいね。このお詫わびはまたします。レオ、お見送りを」

　レオは少し嫌な顔をしたが、あきらめてモニカとローズの先にたって歩き出す。そのまだ怒りの見える背中に、モニカは頭を下げた。

「ごめんなさい。僕……いえ、私もローズも皆さんに失礼なことを言いました」

　ローズは不満そうだが、モニカに倣ならって頭を下げた。

　レオは歩あゆみを止めて振り返った。モニカの姿に、落ち着きを取り戻したように首を振る。

「……いいや。私も同じだ。申し訳なかった」

　物言いは不遜だが、素直に謝られた。

（悪い人じゃないんだよね）

　従者というには主を差し置いての発言が多いが、モニカはレオが嫌いではない。たった一人でカゼルラに付いてきていることから分かるように、ディアに非常に近い存在のようだ。

「あの、今日はどうして僕……私とエリオ様を食事に呼んだの？」

　だから、聞いてみた。ディアの目的はそこにあったように思える。

　案あんの定じよう、レオは踏ふみ込んだ解答をくれた。

「……あなたとエリオ殿下が、どういう関係なのか見たかったから。あとはエリオ殿下とアレクシス殿下が、どれぐらい仲がいいのか知りたかった」

「え？」

「よく分かった。今日はとても有ゆう意い義ぎだった。ありがとう。……ございます」

　丁寧な言葉を取ってつけ、レオは馬車を呼ぶ間待つ小部屋へモニカを案内する。紳士的にモニカを長椅子へ座らせると、少々口ごもりながら目を泳がせた。

「モニカ姫。あなたはとても素直な方のようだ。……こんなことを言いたくないが、オルディアーナ様を……あまり見くびらないほうがいい」

「み、見くびる？　それは一体どういう意味で」

「私も、どう言えば一番いいのか分からないんだが……。その、外見に惑わされ、相手にならないと思うと痛い目を見る」

　およそ従者と思えない言葉にモニカが絶ぜつ句くすると、レオは馬車を呼びに颯さつ爽そうと部屋を出て行った。その後ろ姿に、ローズは憤ふん慨がいした。

「まあ！　見くびりも致しますわ。婚約者候補が何人来られたところで、殿下にとってモニカ様だけが愛する方なのですから！　…………半分は他の女性に愛を向けていただきたいほど重いですけれど！」

「あ、ああ。婚約者候補としてって意味か。なるほど……びっくりした……」

　それなら意味が分かる。驚きに固まってしまっていたモニカは、強こわ張ばりを解といた。

（じゃあ、やっぱりアレクの婚約者になりたいのかな？）

　あの協力的な態度に騙だまされるな、とレオは言っているのだろうか。

　考え込んでいると、控えめに扉が叩かれた。現れたのはレオではなく兵士の一人だった。

「失礼致します、モニカ様。アレクシス殿下がお呼びでございます」

「アレクが？」

　思わず立ち上がると、ローズは呆あきれて兵士を見た。

「もうお話が伝わりましたのかしら。今後一切近づくなだなんて五分の一は冗談でしたのに」

「半分でもないんだね……。さすがにその件じゃないと思うんだけど、とにかく行こうか」

　しかし一緒に立とうとしたローズに、兵士は申し訳なさそうに頭を下げた。

「恐れ入りますが侍女の方は先にお帰りを。モニカ様は殿下がお屋敷までお送りしたいそうです」

「まあ！」

　モニカをアレクの元に残して帰るなど、できるはずがない。

　しかし、ここはウェスタイン邸ではない。王太子宮でこうして兵士に言われたからには、強行に命令に逆らうのは憚はばかられた。

　ローズの迷いを悟って、モニカはうなずいた。

「ローズ、先に帰っていて。たぶんすぐに終わると思うから」

　アレクだって暇ひまではない。別れの挨あい拶さつがしたいだけだろう。

　促うながされローズは渋っていたが、仕方なくレオの呼んでくれた馬車に一人で乗り込んだ。帰り際ぎわにしっかり言い含めることを忘れない。

「モニカ様、絶対に気を抜かないで。何をしてくるか分からない相手だと肝きもに銘めいじてくださいませ」

「う、うん。分かった……」

　この言われよう……。脱力したが、ローズを見送りモニカは宮に戻った。

　広い客間に案内されると、兵士は「殿下はすぐに参ります」と言って出て行った。

　扉が閉じられ、やっと一人になったモニカはソファに座り込んだ。

（すごい一日だった）

　大きなため息が出て、そのまま目を閉じた。
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「モニカ！　モニカ起きてください！」

　揺すられ、モニカは「ん……」とうめいて目を開けた。

（……アレク……？）

目を擦こすりながら見渡せば、全く見覚えのない部屋にいる。小さなテーブルの上には優ゆう美びな燭しよく台だいが置かれ、橙だいだいの明かりが柔らかく揺らめいていた。それ以外に光こう源げんはなく、かなり暗い。

　目の前には焦った顔のアレクがいて、寝転がるモニカを見下ろしている。

　視線だけで辺りを確認したモニカは、一気に我われに返って飛び起きた。

「――――――!?　どこ、ここ!?」

　気がつけばアレクと二人、ベッドの上だった。

（なんで!?　宮の客間じゃないの!?）

　全く違う。広さも違えば、装そう飾しよくも調ちよう度ど品ひんも、壁紙も間取りも違う。

　――何をしてくるか分からない相手だと肝に銘じて。

　ローズの忠告を思い出し、モニカはずりずりと距離を開けた。

「ま、まさかアレク……！」

「違います本当に違います！　私じゃありません！　気がついたら私もここにいたんです！　信じてください！」

　必死で懇願するアレクに、噓うそをついている様子はない。

「じゃ、じゃあ、一体誰が……」

　モニカは改めて部屋を見渡した。

　不思議な部屋だった。窓が一つもないのだ。今は夜だろうということは分かるのだが、それもただの感覚だ。奥には続き部屋があり、風ふ呂ろや手洗いなどの水場になっている。

　外に出入りできるところはたった一つ。飴あめ色いろの木の扉には、古びた真しん鍮ちゆうのドアノッカーが付いている。押したり引いたり叩いたりしてみたが、ドアが開く様子はない。

「鍵かぎ、掛かってるね……」

　そうだろうと思ったが、本当にそうだと結構打ちのめされる。

　力なくつぶやいたモニカの前で、アレクは扉から距離を置いた。

「離れていてください。鍵を壊こわします」

「は？」

　下がるよう手で示され、モニカは途惑いながらアレクの背後まで移動する。

　剣も棒も槌つちもないのにどうやって……と見ているうちに、アレクは腰を落として構えた。

　ん？　と思った瞬しゆん間かん、短い気合とともに目にも留とまらぬ速さで鋭するどい蹴けりが繰くり出されたのだ。

（!!?）

　何が起こったのか。凍こおりついたモニカの目の前でガコッと錠じようの砕くだける音が響ひびき、扉ががくがく揺れ動く。

　武術のお手本通り、元の型まで足を戻したアレクは眉をひそめた。

「……！　外側に何か置かれていますね」

　開くことには開いた扉の向こう側。手の平も差し込めないほどの暗い隙すき間まがあり、その向こうは何かで塞ふさがれている。

「あ、あ、足、大丈夫？」

　やっぱり出られないとか、完全に閉じ込められていることよりも、そちらの方が気になる。しかしアレクは平気な顔で、普段通りに動いていた。

「大丈夫ですよ。鍵だけを壊したので。ドア自体を蹴りで開けるなら反動がきて痛かったでしょうが」

　平へい然ぜんと言われ、モニカはまじまじとアレクを見上げた。

「こ」

「こ？」

　きょとんとしたアレクに、大きく息を吸い込んだ。

（怖いいいいいいいいっ！）

　正直にそう思った。

　いや、モニカの所属していた兵士団でも、これぐらいやってのける男はたくさんいたはずだ。ただ実際にこういう場面に遭そう遇ぐうしなかっただけで。別にアレクが特別なわけではない。

　なぜ怖いのかというと。

（………………本気で力ずくで来られたら敵わない）

　知っていたのに、改めて認識させられてしまったからだろう。

　固まったままのモニカを置いて、室内点検を済ませたアレクは安心させるように言った。

「間違いなく王宮内ですし、私が行方ゆくえ不ふ明めいで探されないはずがない。それに王宮内の部屋で総そう括かつの知らない部屋はないですから、そう長い時間ではないと思いますよ」

「……それまで二人きり……」

　モニカは声の震えを止めることができなかった。
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　同日同時刻。

　王太子宮はかつてない危機に瀕ひんしていた。いや、それを危機と捉とらえたのはマーシュ一人だったかもしれないが。

「公爵閣かつ下か、すでに正門を越えられたそうです！」

　番ばん兵ぺいの報告に、ルシアとマーシュは顔を見合わせた。

「どういうことなのです、マーシュ？　殿下は今日は執しつ務む室しつでお休みと連絡がありましたが？」

「俺もさっぱり。しかもモニカ様って。昼以降会ってないんだけどなぁ」

　ウェスタイン公爵閣下大激げき怒ど、の報が寄せられ、すでに就しゆう寝しんの用意に入っていたアレクの宮の人間は慌ただしく走り回っていた。話によれば、宮を訪れていたモニカがアレクに引き止められ、夜中になった今も帰ってこない、というのだ。

　これにはマーシュも寝耳に水だった。

「マーシュ様、マーシュ様！」

　アレクを探しに行かせていた近この衛え騎き士しの一人が、こけつまろびつ走り寄ってくる。なぜか頰を染めながら、辺りを憚はばかるようにマーシュに耳打ちした。

　ふむふむと話を聞いていたマーシュは、内ない緒しよ事ごとということも忘れ、すっとんきょうな声をあげた。

「はああっ？　今夜はモニカ様と過ごすから邪じや魔まするな？　殿下がそう言ったって？」

「は、はい。殿下から直接命令されたと言う小姓の話では」

「まあまあまあ、殿下ったら！　ではロスター将軍にそのまま伝えてきましょう！」

　意い気き揚よう々ようと部屋を出ようとするルシアの前に、マーシュは慌てて立ち塞ふさがった。

「ちょっと待った、ルシア様！　血の雨が降ります。ありえないですよ、これは！」

「何を言うのですか、マーシュ。舅しゆうとと娘むすめ婿むこの間に血の雨が降るのは自然なことですよ。おかしいことは何もないでしょう」

「いや、血の雨がおかしいんじゃなくて！　殿下がそんなこと言うはずないんですよ！」

　マーシュはルシアを止めつつ思考を巡めぐらせた。何を一番にするべきか。

「とにかく本当に殿下がいないんじゃ、そう取られても仕方ないよ。閣下にお帰り頂かないといけない。ルシア様、閣下が宮に到着したら、控えの間で足止めして時間稼かせぎをお願いします」

「あらあら、真実を言えばいいでしょうに」

「俺が思うに真実じゃないです、これは。あくまで殿下は一人でお部屋でお休みだと伝えてください。絶対ですよ？」

　肩をすくめてルシアが部屋を出て行くと、マーシュは女官達を振り返った。

「エイミーとマリアはちょっと楽がく所しよにお使いをお願い。ゼノはすぐに着替えて。ベラ、兄さん探してきて。捕まえたら俺が呼ぶまで執務室で待たい機きさせて。殿下から目を離すなんて何してんだって一発殴なぐっといて！」

「はい！」

　いい返事で女官達が散っていくと、ゼノはおろおろしながら指示を待った。

「マーシュ様、私は何に着替えるんですか？」

　マーシュは黒くろ髪かみ黒目、すらりとしつつ筋肉のついたゼノの肩をポンッと叩いた。

「今から言う。殿下がモニカ様を隠しているなんて閣下に思われたら、この先信用されなくなるよ。殿下は一人でお休み。みんなもそのつもりで！」

「はい！」

　しばらく続いていた女官の走り回る音が止み、ざわめきも静かになっていく。やがて一つずつ明かりが落とされ、王太子宮はいつもの寝静まった夜のように暗くなった。




「モニカを返してもらおうか」

　ほどなくして宮に乗り込んできたロスターは、開口一番そう言った。側では祈いのるように両手を組んだローズが、涙目でルシアに訴うつたえている。

「女官長様、今すぐ殿下に会わせてくださいませ。モニカ様は本当にご一緒ではないのですか……？」

「最初に申し上げたとおり、ご一緒ではありませんよ。殿下はもうお休みです。お起こしするわけにもいかないでしょう」

　たしなめるように厳きびしい表情を見せたルシアに、ロスターは一歩詰め寄った。

「ルシア殿。殿下が本当にモニカといないことだけでも確認させて欲しい。殿下に呼ばれて姿を消したのですぞ？　こんなことが続くなら、私はモニカと殿下の婚約に賛成できなくなる」

「落ち着きあそばして、ロスター将軍。そんなことを言われても……」

「こんばんはー、閣下。どうしたんですか、殿下ならもうお休みですよ」

　宮の奥からのんびりとマーシュが現れ、ロスターは詰きつ問もんする相手を変えた。

「マーシュ。モニカが来ているんだろう？」

「まさか！　殿下お一人ですよ。なんでしたら寝室見ますか？」

「マーシュ、これ。殿下がお休みですのに……」

　ルシアに目で「大丈夫か？」と問われ、マーシュは答えの代わりに堂どう々どうとロスターを誘った。

「大丈夫ですよ。もう眠ってらっしゃいますけど、行きますか。閣下？」

　あまりに自信たっぷりな様子に、ロスターは少し考える素そ振ぶりを見せたが一歩踏み出した。

「…………念のため確認させてもらおう」

「はーい、ではどうぞこちらへ」

　マーシュは部屋まで案内すると、音を立てずに寝室の扉を開いた。

　薄暗い寝室を覗き込んだとたん、ロスターは室内の人じん口こう密みつ度どにビクッと体を揺らした。

　部屋の中央、ベッドの上では間違いなくアレクが眠っている。

　ロスターの開いた扉から漏もれる明かりに、まるで崇あがめるように掲かかげられた巨大なモニカの肖しよう像ぞう画がが浮かび上がった。その前には十と重え二は十た重えに人が座っている。アレクのベッドを囲んで円形に並び、揺らめく蠟ろう燭そくの明かりの中で楽器を奏かなでているのは愛の楽団の面々だ。

　暗がりの中、厳おごそかに流れる低音の調べにロスターは思わず扉を閉じた。

「なんの儀ぎ式しきだ！　なぜ生演奏付きでお休みなのだ!?」

「前にモニカ様とご一緒だったとき、楽団の方々の音楽付きだったんですよ。だからそのときを思い出して浸ひたりながら眠れるようにと」

「なんと……！」

　くらりと倒れかけたロスターを、マーシュが支える。

「閣下しっかり！　未来の息子ですよ！」

「言うな！　と、とにかくもう一度確認させてもらおう。さっきは驚いてろくに見れなかったからな」

「何を言ってるんですか、閣下。俺ですら入るのをためらう空間ですよ。あそこで眠れるのは殿下のみです」

　呆れるマーシュに、ローズは強い口調で迫せまった。

「いいえ、絶対に殿下が隠しているのですわ！　旦だん那な様、もっと確認を！」

　勘かんの鋭さにマーシュがひやりとしたそのとき、背後から明るい声が掛かった。

「ロスター将軍」

　振り返れば、レオを従えたオルディアーナが笑顔で立っていたのだ。その場にいた全員が、慌てて一礼する。

　面おもてを上げたロスターは、こんな時間に王太子の部屋に足を運んできた姫に眉を寄せた。

「オルディアーナ姫。このような時間にどうして」

「将軍がお越しだとうかがいましたので、お許しを頂こうかと。わたくしモニカがとっても気にいりましたの。お話がしたくて部屋にお招きしたらモニカが眠ってしまって。このままお泊まりさせてもよろしいかしら？」

「まあ！　姫君のお部屋にいらしたのですか」

　主の無事にローズが表情を明るくすると、ディアはロスターを見上げた。

「ロスター将軍、ご心配をお掛けして本当に申し訳なかったわ。話が盛もり上がって、すっかり連絡を忘れてしまっていたの。ごめんなさい」

　殊しゆ勝しような態度で王女に詫びられ、ロスターも肩かたの力を抜いた。

「いいえ、無事であればよろしいのです。ルシア殿、マーシュ、騒さわぎ立てて申し訳なかった」

　勝手にアレクを疑ってしまったのだ。きっちり頭を下げたロスターに、ルシアとマーシュも快く微笑んだ。

「よろしいのですよ、将軍。まあ、姫君とモニカ様は仲良しでいらっしゃること」

「閣下の心配はごもっともですよー。とにかくモニカ様が見つかってよかったです」

「ああ、すまなかった。ではローズ、後を頼たのんだぞ」

　当然のように言われ、ローズは目を瞬いた。たった一瞬。ほんの一呼吸の間だけ場に沈黙が訪れ、ロスターはこれみよがしにため息をついた。

「全く、眠ってしまうとはまだまだ子供だ。これ以上粗そ相そうのないよう、お前が付いていなさい」

「は、はい！　旦那様」

　貴き人じんの部屋に泊めてもらっているのだから、世話役の侍女も預けるのが当然だろう。ロスターは申し訳なさそうにディアに向き直った。

「私の娘がお手を煩わずらわせてしまい、大変申し訳ありません。このローズを側に付けますので、後の世話はお任まかせくださいますようお願い致します」

　深々と頭を下げる。すぐに返事をしなかったディアは、やがてにっこりと笑った。

「ありがとう、ロスター将軍。ローズも来てくれるなんて嬉しいわ。モニカは明日、こちらからお送りするので安心なさって？」

「とんでもない！　私がお迎えに上がります。姫にそのようなお手間を掛けさせるなど……。朝一番にお部屋に参上いたします」

「まあ、早い！　モニカと一緒に朝食も頂きたいわ。お昼頃でどうぞ」

「なんと。そのまま昼食になってしまいそうですな！　朝一番にお迎えに上がりますぞ」

　うふふ、ははは、と笑いながら、ロスターはローズをディアに押し付ける。最後にもう一押し、とばかりに言った。

「それでは姫君、また明日の朝に。正門開かい錠じようの時刻にお迎えに上がります」

　ほぼ夜明けだ。笑顔のままローズを受け取ったディアに念を押し、ロスターは揃った面々に一礼した。

「お騒がせして申し訳なかった。お詫びにモニカを迎えに上がる前に、殿下にご挨拶に上がりましょう。それでは今夜は失礼しますぞ」

　やあ、安心した、と笑顔を見せながらロスターは供の者と去っていく。ディアを除いて礼で見送った一同は、ロスターが完全に姿を消すと奇き妙みように黙り込んだ。

「み、皆様？　どうかされたのですか？」

　ディアに腕を取られたままのローズが不ふ穏おんな空気を感じたとき、アレクの夜よ着ぎを着たゼノが寝室から飛び出してきた。

「こ、怖かった。ロスター将軍に確認のためとか言って剣で刺さされたらどうしようかと」

「さすがに殿下も死ぬよ。ご苦労様、ゼノ」

「……どういうことですの、マーシュ様？」

　ゼノとマーシュを交互に見て、ローズは顔色を変えた。

　それには答えず、マーシュはディアに目をやる。

「姫、どうしてここに？」

「眠れなくてレオと一緒に中庭に出ていましたら、ロスター将軍のお声が聞こえて。殿下とモニカが邪魔されずに夜を過ごせるよう、お手伝いしたかったのよ」

　ローズがロスターの後を追わないようがっちり腕を捕とらえながら、ディアはうふふ、と楽しそうに笑った。意味を理解し卒そつ倒とうしそうになったローズは、必死でマーシュに詰め寄る。

「マーシュ様、殿下は!?」

「いない。俺の噓だよ」

「姫君、モニカ様はお部屋にいらっしゃるのですよね!?」

「いいえ、いないわ。でも殿下とご一緒なのでしょう？　でしたら何も心配はいらないのではないの？」

　ローズが短い悲鳴をあげ、マーシュは夜着のままのゼノを振り返った。

「ゼノ、殿下から直接命令されたって言う小姓を連れてきて。ついでに兄さん解かい除じよ。戻ってくるように言って。ルシア様、ラフィット様はどこですか？」

「今日は陛下の宮に行っていますよ。総括が家に帰っていますからね」

「ラフィット様を呼び戻してください。緊きん急きゆう事じ態たいだ。それと九時以降王宮から出た馬車や人を全部調べてください。城の外には出てないと思うけど、念のため」

「マ、マーシュ様、モニカ様は……!?」

　震える両手を握り締めるローズに、マーシュはうーん、と顎あごに手を当てた。

「俺の勘だけど、危険な目には遭あってないと思うよ」

「こんな夜中に殿下とご一緒だなんて、これ以上危険なことはありませんが!?」

「あー、その点については俺の口からはなんとも」

　マーシュは困ったように言って、どこにいるのか分からないアレクに向けてつぶやいた。

「大丈夫かなぁ、殿下」
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　二人で明かりと言う明かりをつけて回ったが、どこもかしこも薄暗い。

「本当に私が呼んでいると言ったんですか？」

「うん。ローズが一緒に来てくれようとしたんだけど、一人でって言われて」

　モニカが当時の状況を説明すると、アレクは眉み間けんにしわを寄せた。

「私は普通に執務室で仕事をしていたんですよ。終われば部屋に帰るつもりだったんですが」

「眠らされて運ばれたってこと？　何か飲んだ？」

「お茶は飲みましたよ。味までは覚えていませんが、薬物が入るのはありえない。私に出されるものは必ず毒どく見みがいますし、給きゆう仕じしてくれたのはマーシュだ」

「マーシュがこんなことするのはありえないね……」

「確かに眠くて効率が悪くなったので、仮か眠みんを取ると言ったんですよ。でもロベルトが見張りに立っていたし」

　あの生真面目なロベルトが職務を放ほう棄きするとは思えないが、アレクはこうして見知らぬ部屋まで運ばれてしまっている。

　かなりの時間待ってみたが、助けがくる気配はない。窓もないし時計もないので正確な時間は分からないが、真夜中だろう。テーブルの上には果くだ物ものや水。風呂場や手洗いもあり、閉じ込められても短時間なら不ふ都つ合ごうはない。特に風呂などはいまだに薪たきぎが燃えていて、温かいままだ。

　無言で向かい合っていても、時間が経つのが遅すぎる。気き遣づかうように、アレクはうつむくモニカを覗き込んだ。

「……こうしていてもしかたありませんね。寝ますか？」

「お風呂で寝てくる……」

「何を言ってるんですか、ベッドで寝てください。風呂なんて風か邪ぜをひきますよ」

　それにどちらかが風呂場にこもると、お手洗いに行けないという事態が発生する。

　この状況になってやけにローズの忠告が思い出され、無意識に身を硬かたくするモニカに、アレクは困ったように微笑んだ。

「そんなに怯おびえないでください。私ももう子供じゃないんですよ？　見み境さかいなく襲ったりはしません」

「じゃあなんでドルチーノさんの小屋で襲ってきたの？」

「あれは、焦りのあまり……。今日はさすがに大丈夫です。もうあなたの心が私にあると思えたので」

「この間、押し倒そうとしたよね」

「あれは、その、あれですので……。大丈夫、今日は心を強く持ちます。誘ゆう惑わくに流されたりせず引き締めて行きますので、安心してください」

「そっか……。んじゃ、着替える？」

「おおおおおっ！　ロスターロスターロスターロスターッ!!」

「どうしたの、アレク!?　お父様が何!?」

　急に父の名を連れん呼こされ、モニカはぎょっとする。アレクは大きな息を吐はき、落ち着いた様子で顔を上げた。

「いえ、私を正気に返してくれるありがたい呪じゆ文もんです。モニカ、そのまま寝ましょう。ドレスも一人じゃ脱げないでしょうし」

「脱げるよ。コルセットつけてないし」

「またそんな私を惑わす言葉を！　あなた老ろう師しの小屋でドレスで寝てたじゃないですか、そのまま寝てください！」

「そのまま……」

　モニカは自身を見下ろした。アクセサリー類は外はずせばいいとして、正装用のドレスは意外と生地が硬い。刺し繡しゆう、宝石、レース、リボンと装飾も多いし、肘ひじ、脇わき、胸元、腰などの要所要所は強固と言ってもいいほどだ。どう考えても寝苦しい。

「……分かった。今日はもう寝ない」

　ため息をつくと、アレクはなんとも言えない顔をする。

「では私も起きてます。二人で語り合いながら過ごしましょう」

「アレクは寝てよ。明日も忙しいんだし、一緒に起きていられると怖い」

「ううう……」

　さっくり言われた本音に、アレクは打ちのめされる。ベッドが空あくし、アレクには着替えてもらっても何の不都合もないのだ。

　しかししばらく考え込んでいたアレクは、決意を込めて顔を上げた。

「……分かりました。では風呂に入って、着替えて、一つのベッドで眠りましょう」

「うん、話聞いてた？」

「もちろんです。私は精神を統一させます。絶対にあなたに手は出さない。私を」

「無理だなー」

「なんという即そく答とう!!　信じての『し』も言ってないのに！　本当に本当に本当に何もしませんから！」

　……と言われても。

　過去を考えれば信じられない。でも今現在のアレクを見るなら、信じてあげたいし、信じたい。

（昔と変わったって思いたい……）

　じっと見つめれば、紫の瞳は揺らぐことなく見つめ返してくる。

（……大丈夫……かな？）

　昔はやましいことを考えていれば、すぐに目が泳いでいたものだ。

（いけるかもしれない）

　なんとなくそんな気がした。

　アレクがどこまで変わったか、賭かけてみたくなった。

　覚かく悟ごを決めて、モニカはうなずいた。

「わかった。でも一緒にお風呂は入らないよ？」

　最初に断りを入れると、アレクは頭を抱えた。

「当然です、そんなことになったら……ちょ、やめて下さいっ、想像させないで下さい！　おおっ、出でよロスター！　私の脳内に！」

「……アレクも魔ま道どう書しよ読んだの？」

「ええ、マーシュの勧めで。そう、マーシュです。ロスターにマーシュ。いい感じだ」

「なんだか分からないけどローズもどうぞ」

「…………ありがとうございます。ものすごい鎮ちん静せいの効果が得られました」

　大きく深呼吸し、アレクは落ち着いた表情で顔を上げた。

「もちろん一人です。あなたからどうぞ。ゆっくりして来てください」

（そっか、二人きりでいる時間を少なくするのか）

　納得し、モニカは夜着を手に立ち上がった。

「わかった。なるべく時間掛けて入る」

「お願いします」

　かといってあまり長く入っていても湯が冷めてしまう。ある程度入ってから、モニカはアレクと交代した。まるで戦場へ赴おもむくような顔で風呂場へ消えたアレクを見送り、モニカは所しよ在ざいなさげにベッドに座り込んだ。

（い、今って何する時間なんだろう？）

　落ち着き無く立ったり座ったりを繰り返す。なんと言うか、かなり大だい胆たんなことをしている気がしてきた。

　夜着はいつも着ているような上から被かぶる物ではなくて、前で合わせ、帯一本で留める簡単な作りの物だ。寝ているうちにはだけそうだし、なんというか……。

（……脱がせやすいよね……）

　こんなことをする犯人も動どう機きも不明だが、アレクとモニカをこんな用意周しゆう到とうな部屋に閉じ込める、ということからして目的は分かる気がする。

　しかしそうはいかない。させてたまるか。

　アレクのことは好きだ。昔とは心持ちが違うし、アレクだって変わってくれた。変わりない部分もあるが、努力してくれている。

　だがそれとこれとは別問題なのだ。

　まだ恋を始めたばかり。もしアレクが愛を行動で示すようなら、全力で抵抗する所存だ。

　と、決意を固めながら待つが、アレクはまだ風呂から出てこない。

（……結構長なが湯ゆだな）

　よほど二人の時間を減らしたいのか。そういえばペンテレイアで風呂に入ったときも、モニカはのぼせたのにアレクは平気そうだった。

（……そういえば一緒に入ったんだよね）

　思い出せば頰に血が上る。いくら男だったとは言え、全て見られてしまったし、見てしまった。無意識に見たものを思い出しかけ、モニカはあまりの恥ずかしさにベッドに突つっ伏ぷした。

　そんなことを考えていると勢いよく扉が開き、モニカは飛び起きると行ぎよう儀ぎよく座りなおした。しっかり夜着に着替えたアレクの、くつろいだ姿に妙みようにどきどきしてしまう。こういう簡単な衣服だと体型が分かりやすくて、一生懸命忘れようとした先ほどの映像が思い出される。

　動どう揺ようするモニカに気づかず、けだるそうに顔を上げたアレクはベッドに歩み寄った。

「お待たせしました……。精神統一してきましたので」

「う、うん。どうぞ」

　場所を空けると、アレクは迷いもなくベッドに上がった。

「さあ眠りましょう」

　穏おだやかな笑顔には焦りも我慢もない。モニカはびっくりを通り越して、不ふ審しんそうな目つきになってしまった。

「モ、モニカ？　どうしたんですか？」

　逆に心配そうに覗き込まれ、慌てて表情を戻す。

「ううん、なんでもない。お風呂広かったね」

「ええ、一人で入るなんて久しぶりでしたよ」

「あ、そっか」

「おかげで思う存……」

　はた、と言葉をとめる。

「……………………ゆっくりできましたよ」

「？　そう？」

「さあ寝ましょう！　はいどうぞ」

　自然に腕枕をされ、途惑ったが素直に頭を載せてみた。

　モニカを胸にぎゅっと抱き込み、アレクは歓かん喜きの声をあげた。

「あああ！　あなたに腕枕するのが夢だったんです！　嬉しい！　嬉しくてどうにかなりそうだ！　どうですか、モニカ!?」

「固いし寝にくい」

「夢が一瞬で終わった!!　ちょっ、モニカ！　もう一回、角度を変えてもう一回！」

　勝手に腕から下りてしまったモニカを抱き締めると、どちらからともなく笑い出す。アレクはモニカを抱いたまま、体を反転させた。

　仰向けになったアレクの上に、モニカがぴったり乗っかるような体勢だ。

「重くないの？」

　全体重を掛けてしまい聞いたが、アレクは笑って首を振った。

「全然。…………ですがこれは思った以上に……」

　視線がどこに向いているのかを知り、モニカはぐいっとアレクの顎を押し上げた。

「鼻の下伸びてる」

「ち、違います！　誤解です！　わたっ、私はあなたの顔を見ようと！」

　そんなに焦って弁解されては「胸を見ていました」と言っているようなものだ。夜着の合わせをきっちり深くし、だが、こんな会話ができることに驚いてしまった。

「本当に落ち着いてるね。いつも精神統一すればいいのに」

「……いつでもどこでも、というわけにはいきませんので。確かに今は平気ですが、念のためそういう雰囲気になる話は避さけましょう」

「じゃあ下りたほうがいいと思うんだけど」

「嫌です嫌です！　今日はこの体勢を堪たん能のうしたいんです！」

「変な言い方しないで！」

　今すぐ下りたいが、下ろすまいと強く抱き締められてしまう。

　束の間の沈黙があり、アレクはモニカを抱く腕に力を込めた。

「なんなんでしょうか、これは。どうしてこんなことになったのか」

「本当、犯人は何を考えてるんだろうね」

「え？」

「え？　こうなった原因でしょ？」

　当然その話をしているものだと思ったのに、アレクは意外そうな顔をする。

「いえ、違うんですよ。こうやってあなたを抱き締めていることに関してです。……もう何日も経つのに、全然実感がない。朝起きるたびに、あなたが本当に存在してるかどうか誰かに確認してしまうんですよ。私の都合のいい妄もう想そうなんじゃないかと怖くて」

「いるよ。ちゃんと」

　死んでなんかいないし、アレクの恋人として存在している。

　アレクは嬉しそうに微笑むと、また体を反転させた。上に乗せていたモニカを優しくベッドに下ろし、そのまま肘をつく。近くで見つめ合えば、モニカは動くこともできなくなった。

　キスはかまわないと言ったのは自分だ。

　目を閉じれば、唇が近づく気配がする。かすかな吐と息いきがかかり、お互いの唇が触れ合う……。

　――その瞬間だった。

「ああああ、危なっ！　危ない！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声が響いて、アレクがガバッと勢いよく体を引き離した。

　自然とアレクの背中に腕を回そうとしていたモニカは、我に返って手を引っ込める。

　起き上がり、完全に距離をおいたアレクは、荒い息を吐いて額ひたいの汗を拭った。

「流されるところだった……。危ない。さあ、もう寝ましょう」

「……………………」

「モニカ？　もう寝まし」

「断じてそんなことは思っていない!!」

「そ、そう、ですか？　すみません……。寝ますよ？」

　急に叫び出したモニカに怯えながら、アレクはとりあえず謝る。モニカが怒っているなら、理由が何であれとにかく謝るべき、というのがアレクの持じ論ろんだ。

「おやすみなさい」

「……おやすみ」

　モニカが挨拶を返すと、アレクは薄明かりの中で微笑み、そのまま目を閉じた。

　アレクが寝る様子を見せると、モニカは羽う毛もう布ぶ団とんの中に潜もぐり込んだ。

（断じて思ってない……！　思ってないから！）

　流されればよかったのに……とか、残念だった、とか。

　思ってない思ってない思ってない……、とモニカは呪文のように繰り返す。部屋が暗くてよかった。今の顔だけは絶対に誰にも見られたくないものだ。

　大きく息をついて、モニカは布団から顔を出した。落ち着くと、耳にはアレクの静かな寝ね息いきだけが聞こえる。

　閉じられた目を見つめても、開く気配はない。

「アレク……？」

　そっと呼んでみたが、本当に寝入っているようだ。

（珍しい……）

　なんとなく、モニカが眠るまで起きているんじゃないかと思ったのだ。

　今夜はもう何事も起こらないだろう。そう思うと全身から一気に力が抜け、大きく息を吐いた。信じると言っても、やはり体は無意識に緊きん張ちようしていたらしい。

　気持ちに余よ裕ゆうのできたモニカは、枕元まで這はいずりアレクの顔を覗き込んでみた。

（綺麗な顔）

　相手が見ていないのを幸いに、じっくりと観察する。肌も綺麗だし、何より個々のパーツが整っている。眉の形も、鼻はな筋すじも、品の良さと精せい悍かんさが程ほどよく混ざり合い、こうして目を閉じていても男性らしいと思えた。

（昔からこんな顔だったのかなぁ）

　全く記き憶おくにない。顔つきがいきなり豹ひよう変へんするわけはないし、元からだったのだろう。必死にモニカを追い詰めようとしていた、あの頃から。

　――アレクと婚約させるわけにはいかない。

　ティマエスの言葉を思い出し、モニカは目を伏せた。

（……ヴァルダンと繋つながりを持ちたいから？）

　ティマエスの問いに、行きついた答えはそれだった。

　ヴァルダンの姫と結婚することは、政治的に大きな意味を持つだろう。自国の公爵令れい嬢じようと結婚するより、得る物も大きいはずだ。それにヴァルダンとは、アレクの祖そ父ふであるウェルギリウス王の時代から長い交友がある。

　でも、今更身を引くことは考えられない。

　なんだかんだと逃げてしまうが。

（好きなんだ）

　これだけは噓ではない。アレクの想いには敵わないが、仮に他に候補者が来ても負けないぐらいには好きなのだ。

　モニカは身を起こすと、部屋に誰もいないか念のため確認した。

（アレク）

　心の中で名を呼んで、そっと眠るアレクに口付ける。

「おやすみ」

　腕枕はいらないが、温かい胸元にもぐりこみ目を閉じた。




　おそらく早朝。まだ夜明け前だろう。

　兵士だった名な残ごりか、常に五時に目覚めるモニカだが、今日はじたばたと暴れる物体に起こされた。

「モニカ、モニカ！」

（……レーム……？）

　夢うつつで、モニカはたまに一緒に眠るレームの頭を抱き込んだ。

「うあっ、モ、モニカ！　モニカ、ちょっ！」

「うう……ん……」

　うるさいので胸に押さえつける。いつも目覚めのいいレームが、朝からこんなに騒ぐのは珍しい。

（なんか今日のレーム、固い……）

　ふわふわの猫っ毛のはずなのに、さらさらしている。抱き締める体もいつもよりゴツゴツしていて、すっぽり胸に収まるはずなのに収まってくれない。

「起きてください、モニカ！」

　胸元から必死の声が聞こえ、モニカはうとうとしながら目を開いた。

「うーん……、なに……？　レーム……」

「レームじゃありません、私です！　アレクですよ！」

「え……？」

（アレク……？）

　なぜアレクが、と思い腕を離せば、アレクはものすごい勢いで背中を向けた。

「い、いえ！　大丈夫、大丈夫です！　何も見ていません！」

「？　え？　うわっ！」

　だんだん頭が冴さえてきて、半身を起こしたモニカは自分が半はん裸らなことに気がついた。腰に帯一本を残して、夜着が全部はだけていたのだ。

「顔を洗ってきます!!　先に着替えておいてください！」

「は、はい！」

　アレクが水場に駆け込み、モニカはとにかく夜着を直すとドレスを引き寄せた。




　二人ともの身み支じ度たくが終わると、アレクはやっと落ち着いてテーブルの上のオレンジを手に取った。

「あんまりみっともないところは見せたくありませんからね。あなたが起きる前に身支度を整えようと思っていたんですが」

「そんな。男と寝るなんて慣なれてるから気にしなくてもいいのに」

「……なんという誤解を招く言い方を。私は意味が分かるのでいいですけど」

　剝むき方が分からないのか不器用に皮を剝くアレクを見かね、モニカはオレンジを取り上げた。さっさと剝いていくと、爽やかな香りが漂ただよう。たかがこれしきのことで感心したように見つめられ、モニカはにこにこと実を一つ摘つまんで差し出した。

「はい」

「いただきます」

　そのままぱっくり食べられ、モニカは顔を赤くして叱しかった。

「自分で持ちなさい！」

「えええ？　夢にまで見た、はい、あーんかと！」

「違う！」

「じゃ、じゃあ私がします！　あなたが食べてください！　はい、あーん!!」

「いらないいらない！　自分で食べる！」

「あーん！　はい、あーんです！」

　互いに実を摘んで攻こう防ぼうを繰り広げているときだった。

「殿下ー！」

「モニカ様！　ご無事ですか!?」

　突然、なんの前まえ触ぶれもなく壊れた扉が開かれたのだ。どどどっとローズ、マーシュ、ロベルト、ラフィットがなだれ込んでくる。

　飛び込んできたローズは、無理やりオレンジの実を口に突っ込まれているモニカに、金切り声を上げた。
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「なんという屈くつ辱じよく的てきな行為を！　殿下の手で物を食べさせられるなんて！」

「屈辱的とはなんだ、屈辱的とは！」

　あまりの言いようにアレクが嘆なげけば、マーシュが目を輝かせる。

「おおっと、殿下！　これは説明しづらい状況ですよー！」

「殿下、私は私は……！　あなた様のいない部屋をずっと守らされていたのですよ!?　まさかもとの執務室の奥にいらしたとは!!」

　なんだこれなんだこれ、と騒ぎ立てる面々に、オレンジを飲み込んだモニカは目をぱちくりさせた。

「みんな！　どうしてここが分かったの？」

「いえ、いくら探しても見つからないので王宮侍従長の家に押しかけたら、王太子宮の隠し部屋じゃないかって言われて」

　マーシュは束たばになった鍵を持ち上げた。かなり古く、錆さびている。

「鍵を貰もらったんですけど、どの鍵がどの扉か分からないとか言われまして。一つずつ検証してたら遅くなりました。すみません」

　束の鍵は二、三十本はある。それだけ隠し部屋があるということなのか、徹てつ夜やで探してくれていたのだろう。

　こんな騒ぎになるまで気がつかなかったロベルトは、恥じ入って頭こうべを垂たれた。

「女官長に呼ばれ、その間他の騎士と小姓に任せていたのです。申し訳ありません」

　その間に何者かが入り込んだのかもしれない。ロベルトが戻ったときは異変はなく、毛もう布ふを持って入った小姓の「よくお休みです」の言葉を信じ、室内を確認しなかったという。

「ここは……執務室の奥だったのか」

　アレクは二重扉と、扉を塞いでいたらしい動かされた本棚、その奥に広がる見慣れた室内に驚きを隠せなかった。マーシュは手の中の鍵束を鳴らす。

「そうなんですよ。全く違うと思って、ここにくるのが最後になってしまいました。おそらく殿下がお仕事に入ってきたとき、すでにモニカ様が中にいたんだと思いますよ」

「…………怖すぎる。一人で目が覚めてたら叫んでたよ」

　想像して、モニカは体を震わせた。比較的楽しい夜を過ごせた今となっては、アレクがいてくれてよかったと思わざるを得ない。

　ラフィットはベッドに仲良く腰掛ける二人に、笑顔のまますっと目を細めた。

「聞くまでもございませんが、お二人は昨夜はずっとご一緒で？」

　心の準備もなく始まった尋じん問もんに、モニカもアレクも真顔になった。

「そうだ」

「はい」

　各おの々おのうなずく。

「なにもなかった、からな？　お前達の思うようなことは」

「なかった、よ？　本当に」

　こっそりキスした手前、堂々とできないモニカだ。アレクもアレクで今朝の出来事を思い出しているのか、赤くなって口ごもってしまう。

　ラフィットは徹夜明けとは思えない爽さわやかさで笑う。

「申し訳ありません、ものすごく説得力がないんですが」

「ほ、本当に！　本当に私は何もしなかったんだ！　信じてくれ！」

「まあまあまあ、ラフィット様。追求は後で」

　疑いの眼まな差ざしを向けるラフィットから二人を隠すように立ち、マーシュはぱんっと手を打った。

「ウェスタイン公爵閣下が朝一でこちらへ来られますよ！　殿下はすぐにお部屋へ。モニカ様はローズと一緒にオルディアーナ様のお部屋へどうぞ。設定は姫のお部屋に泊まって、女の子同士の秘密のお話です」

「な、なに？　なんの設定？」

「殿下は愛の調べとともに眠りについたことになっています」

「死んだのか私は!?」

「一言よく眠れたと言えばいいのです。はい解散！」

「えええ!?　アレクー！」

　なんだか分からないうちにマーシュとローズに腕を取られ、アレクと引き離されてしまう。

「モニカ、また連絡します！」

　ラフィットとロベルトに連れ去られるアレクに、モニカもうなずいておいた。

　頭を切り替え、三人は足早にオルディアーナの部屋を目指す。

「はい、行きますよー。閣下がかなり疑ってますからね、言動に気をつけてくださいね」

「マーシュがごまかしてくれたの？　ありがとう」

　下手をすれば、本当にアレクと別れさせられてしまうところだ。ローズは「あれが信じられてしまう殿下の日頃の行いがすごいですけど」と、なぜか目をそらしていた。と思うと、心配顔で詰め寄ってくる。

「ところでモニカ様。本っっ当に殿下と何もありませんでしたの？　我が慢まんされているとか、弱みを握られたとかではなくて？」

「大丈夫。本当に何もなかったよ。……すごく優しかった」

　ぽっと頰を染めれば、マーシュもしみじみとうなずく。

「殿下、大人の階段を上ったんですねー」

「紛まぎらわしい！　逆の意味に聞こえますわ！」

「いやいや、俺、今回は駄目かもと思ったんですよ。ここで踏みとどまるとは！」

「僕も。見直したよ」

「普通のことをして見直されるのが心ゆくまで殿下ですわね。さあさあ、姫君がお待ちですわ」

　オルディアーナの部屋へ辿たどりつけば、明け方だというのにレオと二人で待ってくれていた。

　アレクの元へ帰ったマーシュを見送り、ディアは嬉しそうに両手を合わせてはしゃぐ。

「モニカ、聞きましたわ。昨日の夜はどうでしたの？　殿下と二人っきりで一夜を過ごされるなんて、素敵」

「ないない！　なんにもなかったよ。でも協力してくれてありがとう、ディア。お父様に知られたらもうアレクと会えないところ……」

「噓。本当に？　殿下と二人きりで一つの部屋にいて、何もなかったの？」

　モニカの礼を遮り、ディアは突然叫ぶ。よほど信じられなかったのか、それっきり何も言おうとしない。

　モニカやローズが困ってしまうような長い沈黙の後、やがて心得たように顔を上げた。

「男性は繊せん細さいですものね」

「は、はぁ……？」

　意味が分からず途惑うモニカに、ディアはうふふと笑った。







　第四章　愛を行為で表すと







　それから三日後。

　早朝の林の中をレームと散歩していたモニカは、ローズの呼ぶ声を聞いた。

「モニカ様――。招待状が届いていますよ」

（招待状……）

　と聞くと、どうしても三日前の出来事を思い出してしまう。

　屋や敷しきの方まで戻ったモニカにローズが差し出したのは、予想通りレース柄の招待状だった。

　差出人はやはりディアで、内容は三日前と同じ。夕ゆう刻こくから相手をしてほしい、というものだった。

　一緒になって招待状を覗のぞくレームに、モニカは迷った末に声を掛けた。

「……レーム。ちょっとお願いしてもいい？」

　レームはきょとんと首を傾かしげた。
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「ようこそ、モニカ」

　今日も輝くような笑顔で迎えられ、モニカは曖あい昧まいに笑った。

「お招きありがとう、ディア」

「来てくれて嬉うれしいわ。あら、今日はローズはいないのね。残念だわ」

　心から残念そうに言って、レオにお茶を淹いれさせる。長椅い子すへ誘うと、モニカの装よそおいをしげしげと見つめた。

「モニカ、今日のドレスとっても可か愛わいらしいわ。そういう形もあるのね」

「う、うん。あんまり着ないんだけどね」

　もごもごと答え、モニカは笑顔を作りながら席に着いた。今日のドレスは薄うす桃もも色いろだ。胸元にはレースの襞ひだがあり、腰ではなく胸の下で帯を結ぶタイプなので腰周りが非常にゆったりしている。ドレープたっぷりのスカートは袖そでも長く広い。締しめ付けが少なく、体型をはっきり出さなくてすむドレスだ。

　この間と同じように、リュセのお茶を白さ湯ゆで割って出される。ディアの世間話に相あい槌づちを打ちながら、モニカは恐る恐る口をつけた。

（あれ？）

　思わずカップの中を凝ぎよう視ししてしまった。

　お茶を見下ろし固まるモニカに、ディアが可愛らしく目を瞬またたく。

「どうかなさって？　モニカ」

「ううん、なんでも！」

　慌あわてて取り繕つくろうと、首を傾げられてしまった。

（……ディアじゃなかったんだ）

　出されたリュセのお茶は至って普通の味だ。

　実は三日前の出来事について、モニカはディアを疑っていた。先日飲んだお茶から薬草の味がしたのだ。

　さすがに確信がないし、糾きゆう弾だんするわけではないけれど、事が起こるかどうか確認しようと思ったのだ。ローズを後の連絡係に置いてきたのはそのためで、モニカが帰らなかった場合はロスターへの言い訳と、マーシュへの連絡をお願いしてある。

（無実の罪つみで疑ってしまった……）

　申し訳ない気持ちでお茶を飲んでいると、ディアは興きよう味み津しん々しんという目でモニカを見つめた。

「ねえ、モニカ。アレクシス殿でん下かはずっとああいう方だったの？」

「ああいうって？」

「明るくて穏おだやかでお優しくて。ヴァルダンではあまりお笑いにならないから、こちらでお会いしてとてもびっくりしたわ」

　うそ、と言いかけたが、アレクが演技でセリディアーナに冷たくしていたと聞いたことを思い出した。その手前、他の姫君にも冷たくせざるを得えなかったのだろう。

「それともモニカがいるからかしら？　やっぱり恋の力ってすごいわね」

「そんなことは……」

　アレクの演技をばらしてしまうわけにもいかず、口ごもるモニカにディアは何気なく言った。

「わたくしも想う方がいるの」

「え!?」

（アレクのこと!?）

　とっさにそう考えてしまった。ついに本心を明かされたかと緊きん張ちようしたが、ディアはモニカの身構え方に吹き出した。慌てて扇おうぎで口くち許もとを隠かくす。

「ごめんなさい、笑ったりなんかして。モニカったら、可愛らしすぎるわ。わたくしあなたのように、素直で裏うら表おもてがなくて正直な方が大好きよ。安心して？　わたくしの想う方はアレクシス殿下ではないの」

「そ、そうなんだ……」

　頰ほおが火ほ照てってしまったが、あいにく隠す扇がない。邪じや魔まだから持たないのだが、こういうときのために必要なのかと勉強になった。

　ディアは可愛くて仕方ないと言うような目でモニカを見て、くすくす笑う。そして、楽しそうな口調のまま言った。

「わたくし、公式の場で父……サウル殿下に小こ間ま使づかいと呼ばれたことがあるのよ」

　レオとモニカが口を開く間を与えず、ディアは続けた。

「十二歳になって初めて出た公式行事が、セリディアーナ様のお誕たん生じよう日びの舞ぶ踏とう会かいだったわ。私にとっては一番いい服を着ていったけど、貴き族ぞくの方から見れば、さぞみすぼらしかったでしょうね。サウル殿下が小間使いと間ま違ちがえたのを機きに、いろんな方が笑い出したわ。

　その中で笑わなかったのがベルナルド陛へい下か。サウル殿下のご正せい妃ひとそのお子様方であるカーライル殿下とセリディアーナ様。そしてアレクシス殿下。この五人のお付きの方々も一切笑わなかった」

　先日は「らしくない」と言葉を止めたレオは、今日は何も言わなかった。

「泣くよりもわたくしは考えたわ。これを笑えることだと捉とらえる人の多さ、サウル殿下に追つい従じゆうする人の多さ、何かは分からないけれど、周りが笑っているから笑っておこうと思う人の多さ」

　モニカは息を詰つめて聞いていた。

　当時のディアは十二歳。それを思えば、あまりにも大人びている。

「これが今のヴァルダン王宮だ、って。後になって思えば、泣くのを我が慢まんしていたんでしょうね。その後、唯ゆい一いつのお友達とも引き離されたわ。公こう爵しやく家の末すえ姫ひめで……だけどとてもお転てん婆ばで。よく王宮に来ていたの。子供の頃から二人で男の子みたいな遊びばかりしていたんだけど、一緒にいるところをあちらの侍じ女じよに気づかれてしまって」

　自じ嘲ちようするディアに、レオは拳こぶしを握にぎり締めた。

「無ぶ礼れいすぎる。王家の姫に対して、臣しん下かの、それも使用人が意見するなど！　あの侍女どもは姫を小間使いと笑ったんだぞ。信じられるか、モニカ姫！」

「し、信じられ、ない、ですね……」

　耳が痛い。王太子を変へん態たいと呼び、攻こう撃げきも辞じさない使用人達を持つ公爵家の姫としては、非常に耳が痛い。

（で、でもディアを笑うのとアレクを警けい戒かいするのは全く違うことのはず。違うことのはずだ！）

「……モニカ姫。そこまで我が事のように考えて頂くとは」

　あまりに深く考え込み衝しよう撃げきを受けたモニカに、レオは心苦しそうに胸を押さえる。感かん銘めいを受けたような海うみ色いろの瞳ひとみに、本当に我が事を考えていたモニカは慌てて取り繕った。

「レオの気持ちはよく分かるよ。僕だって、話を聞いて悔くやしいと思った。どうしてそんなことで笑われたり友達と引き離されるのか、全然意味が分からないよ」

　とりあえずアレクのことは置いといて、モニカはそちらだけを考えた。ディアの忠ちゆう実じつな侍じ従じゆうであるレオからすれば、それは悔しく悲しい出来事だっただろう。

　怒りを見せたモニカに、だがレオはなぜか途と惑まどったように目を泳がせた。

「モニカ姫……。あなたは」

「そのとき、偶然通りかかった方がわたくしを庇かばってくださったのよ」

　レオの声に被かぶせるように、ディアが話を続けた。

「無礼者！　って一いつ喝かつして、侍女に押されて転んだ私の手を取って下さったの。姫を笑うことは、ベルナルド陛下を笑うことも同じ。身分を重んじるなら、まずそなたらから改めるがよろしい、って」

　ディアはそのときを思い出したかのように、うっとりと目を閉じる。

「素敵でした。わたくしの周りには男性なんていなかったから、守られるということが、こんなに心強く頼たよりになるのかと驚おどろきました」

　こう、侍女達からわたくしを庇うように立って、起き上がらせてくれたときはこうで、その手が大きくて、と熱に浮かされたように語りだす。

「あの方の妻となるなんて、夢のまた夢。でもチャンスは必ず巡めぐってくる――。それまで待ちたいの。アレクシス殿下の婚約者候補なら、モニカ、あなたがいる限り絶対にわたくしが選ばれるはずないわ。だからカゼルラに来たの」

「そうだったんだ……」

　モニカは納なつ得とくした。ディアの戦意のなさや、協力的な態度の意味が分かったのだ。ヴァルダンを離れたかったのか、というモニカの予想もある意味当たっていたことになる。

　ディアは真剣な目でモニカを見み据すえた。

「わたくし、自分の人生に勝ちたいのよ。幸せになりたい。愛する方の元へ嫁とついで、ここまで育ててくれた母を安心させてあげたいの。そして旦だん那な様となる方がお許しくだされば、母をあの王宮から連れ出して差し上げたい。……母はわたくしが幸せになれば、それでいいと言うけれど」

「……ディアもお母様も、お互いを思い合っているんだね」

　母のいないモニカは、胸を打たれた。モニカも父に十分愛されているが、ディアたち母娘おやこはもっと距きよ離りが近いように感じたのだ。

「ディア。あなたのお母様はすごい方だよ。あなたをそんなふうに強く、賢かしこく育てたのなら」

　父親からは忘れられ、周りからは軽かろんじられ。そんな環境にあっても、負ふの感情に流されることなくディアを育ててきたのだ。

　サウルについては何も言わず、モニカはそれだけを言った。

　この誇ほこり高い姫に、誰かを貶おとしめる言葉を言うのが恥ずかしかったのだ。

　気持ちに気づいたのか、ディアは嬉しそうに頰を染めた。

「ありがとう。なんだか今日のモニカに言われると照れてしまうわ。少し声が低いのかしら？」

「う、うん！　ちょっと喉のどの調子が。熱はないんだけどね！」

　こんこんと空から咳ぜきをすると、ディアは心配そうにお茶のお代わりを入れてくれた。

「さあ、温かい物をどうぞ。でも本当にありがとう。母を褒ほめられるのが、わたくしにとって一番嬉しいことよ。モニカもわたくしの恋を応援してくださる？」

「もちろん！」

　力強く即そく答とうしたモニカに、ディアはにっこりと微ほほ笑えみ、お菓子を差し出した。

「ありがとう！　わたくし、モニカが大好きよ」
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「ディア。僕もあなたが好きだ」

　モニカは搾しぼり出すような声こわ音ねで、そう答えた。

　ディアを尊そん敬けいしている。とても可愛らしく、強く、誇り高い。

「……でもね？　こういうことを許すつもりはないんだよ！　分かる？　分かる、ディア!?」

　ベッドの上で両手をつき、モニカはがっくりとうなだれた。

「まあ、とにかく分かりました」

　聞き分けのいい返事をくれたのは、ディアではなく神しん妙みように正座して聞いてくれていたアレクだ。

「へこたれずに再挑戦とは、とことん強い女性ですね。……できれば事前に教えて頂きたかったですが」

　残った仕事ぐらい持ち込みたかった……とアレクは肩かたを落とす。

　油ゆ断だんした。今日はお茶ではなくお菓子に眠り薬が混ぜられていたのだ。濃こい味に騙だまされて、うっかりそのまま食べてしまった。

　今日も今日とて、二人は密室の中である。前回と少し間取りが違って窓があった。磨すり硝子ガラスのため外は見えないが、朝には光が入るだろう。

　モニカはため息をついた。

「パラスナの粉ふん末まつの味なんだ。僕の飲み物に……たぶんアレクもだと思うけど、混ぜられてる薬草は」

　薬としてとても高価な物だ。効能は確か咳止めや鎮ちん痛つう、精神の鎮ちん静せい。即そつ効こう性せいはないが、眠ねむ気けを催もよおす薬だ。

　ディアの部屋でリュセのお茶を振ふる舞まわれ、そのときに薬草の味を感じた。晩ばん餐さん会かいの水も同じだ。あの出来事の後、味を知っていたモニカはペンテレイアから持ち帰った魔ま道どう書しよで薬草を調べたのだ。

「でも僕はともかく、どうやってアレクに飲ませているかが分からない」

「まあ、共犯者がいるんでしょうね」

　アレクはさらりと言うが、かなり近しい人物でないと無理な話だ。淡たん々たんとした様子に、モニカは首を傾げた。

「心当たりがあるの？」

「……今の話を聞いて。ただ、動どう機きが分からない。オルディアーナ姫なら私とあなたを結婚させたい、で済みますが」

「でもディアにしても、なんでそこまで僕たちの仲にこだわるのか分からないよ」

　彼女に一体なんの得があるのか。

「ディア、好きな人がいるんだって。ひょっとしてその人が関係してるのかな」

　モニカは参考までに、アレクに今日のディアの話を聞かせてみた。

「…………………………余計に分からなくなった！」

　だが、逆に頭を抱えられてしまった。混乱させてしまったようだ。

　モニカは腕うでを組んで目を閉じた。

「ディアの話を聞いたとき、最初はロベルトのことが好きなのかと思ったんだ。そのロベルトに頼たのまれたから、こういうことをしているのかな……と」

　彼とならディアもヴァルダンで会う機会があるし、頼みを聞いて役に立つことでディアの得にもなる。

　また、建国記念の舞踏会の話で、レオがいきなりロベルトを持ち出した意味も分かる気がしたのだ。

　しかしアレクは、驚いたように目を見開いた。

「ロベルトですか。それは考えていなかったですね」

「そう。僕もすぐに、ロベルトが婚約に反対しているのにこういうことをするはずないな、と思って。曖昧で申し訳ないけど、僕ってロベルトから嫌きらわれてるよね？」

「いえ、決してそういうわけではありません」

　アレクは少し困った顔をする

「ロベルトは女性が苦手なんですよ。だからあなただけを特別に邪じや険けんにしているわけではないんです。……ただ、婚約に反対していることは確かです」

「そうなんだ。でも苦手というより、嫌ってるって感じがする」

　苦手なら女性と話すときにはうつむいたり、赤せき面めんしてしまったりするものだ。しかしロベルトは真まっ直すぐに視線を合わせるし、うろたえるどころか挑いどむような話し方をする。

　アレクは眉まゆを上げた。

「中々よく見てますね。……私が言ったことは内ない緒しよにしてほしいんですが、実は彼は結婚式で相手の女性に逃にげられたんです」

「ええ!?」

　男だん爵しやく家けの面めん目ぼくもあるだろうに、それは酷ひどい。

「婚約期間を二年も置いたのに、女性は逃げた。それ以来ディ・ミーニ家の方も私もロベルトに強く結婚を勧すすめることができなくて。もう四年にもなるんですが、本当に彼の大きな心の傷になっているんです」

　そうなんだ……、とモニカはつぶやいた。

　それならばロベルトの気持ちが分かる気がした。嫌いでも苦手でもなく、女性不信だ。

「まあ……あの真ま面じ目めさでこんなことができるとは思えないしね」

「その通りです。とにかくマーシュを待ちましょう。ローズにこうなるかもしれないと言ってあるんですね？」

「うん。……ディアを疑ってたから。でもそうじゃなくても、今日はアレクにゆっくり寝てもらえるよ」

　モニカはフフフと笑った。アレクは目を瞬く。

「どうしたんですか？」

「まだ気づかない？」

　得意気なモニカは胸元に手を突っ込むと、詰めていた布を取り出した。

「今日は男なんだ！」

　ぺたんこになった胸を反そらせると、アレクは呆あきれたように言った。

「もちろん気づいてますよ。一目見れば分かります」

「噓うそっ！　声が低いとは言われたけど、ディアもレオも最後まで気がつかなかったのに！」

「そりゃそうですよ。誰が急に男になるなんて思いますか。あなた違い和わ感かんがあるほど声が低くないですし。少し背が高くなった、少し顔の印象が変わった、では誰も指し摘てきできませんよ。双ふた子ごよりも似てますし、あなたの記き憶おくがあやふやなら疑われるでしょうが、モニカとして会話ができる」

「そ、そうなんだ……」

　言われてみれば、そうかもしれない。確かに変だと思っても「男だよね」とは言えないだろう。

　安心したのだが、男らしくないことに長年悩んでいたため微び妙みような気分だ。いや、もう男らしくある必要は全くないのだが。

　そんな複雑な心境に考え込んでいると、何を思ったかアレクは急に生き生きとモニカの腕を取った。

「とにかく、今日は男性なんですね？　じゃあ一緒にお風ふ呂ろに入りましょう！」

「馬ば鹿かっ！」

　嬉き々きとして提てい案あんされ、モニカは手の平でアレクの顎あごを打っていた。

　ゴッ、と音がして綺き麗れいに決まり、アレクは涙目になる。

「しょ、掌しよう底てい……！　あなた兵士団で新たな技を！」

「怒るよ!?　一回入ったからいいってもんじゃないから！」

　どうせそう思っていたに違いない。頰を染めて怒れば、しかし顎を押さえたアレクはまじまじとモニカを見つめた。

「……モニカ。力が強くなってないですか？」

「！　アレクも気づいた!?」

「そりゃ、気づきますよ。殴なぐられているんですから」

　もっともなことを言われ、モニカは右手を差し出した。

「ほら！」

　握あく手しゆを求められたアレクは、首を傾げながらも手を差し出す。

　しっかりと握り締めると、わずかに目を見開いた。

「握力が……」

「そう！　きっとあのときは十三歳の力で、今は十七歳の力なんだよ！」

「え？」

　意味が分からず目を瞬くアレクに、モニカは握手していない左手で拳を握った。

「僕がお祖じ父いさんに逆転の魔道を掛けてもらったのが、十三歳のとき。十五歳で兵士になってから思ったんだけど、いくら鍛きたえても力が付かなかったんだ。元が女だからとか、そんなことじゃなくて。あれはたぶん、十三歳のまま成長が止まってたんだと思う」

　よく子供みたいだとからかわれ、自身でもそう感じてきた。おそらくその通りだったのだ。

　現に、十七歳のいま改めて男に変わると、それなりの力が出せる。

　アレクは少し驚いたように、繋つないだ手を見下ろした。

「なるほど。……しかしこれ、ちゃんと戻れるんですか？」

「もちろん。レームに実際にやってもらったから」

「…………度ど胸きようありますね」

　アレクは惚ほれ惚ぼれした表情でつぶやいた。どういう効果が出るか、また、元の姿に戻れるか確証がないのに挑戦するなど、アレクにはできない。

「とにかく明日ディアと話すよ。こんなことしていても意味ないから」

（アレクは忙しいのに……）

　夜はゆっくり休んでほしい。悪意がないのは分かるが、こんなことが続くようなら落ち着いていられないだろう。

　モニカはため息をついて、テーブルの上のオレンジを取った。アレクがぱっと顔を輝かせて待つ。

　自分で食べようと思ったのだが、その顔の輝きに負けて皮を剝むいて先にあげた。

「ありがとうございます」

　嬉しそうにアレクが受け取り、食べ始める。夕飯前に閉じ込められたので、食料があるのはありがたい。

「今日はどの隠し部屋なんだろうね。ローズたち、ちゃんと見つけてくれればいいけど……」

　テーブルの上の籠かごには、オレンジや林りん檎ご、梨なし、イチジクなどが山積みになっている。何を食べようかと考え、モニカが林檎を手に取ったときだった。

　突然、手にした林檎が叩たたき落とされた。

「え!?」

　手がジンジン痺しびれる。何事かと見れば、アレクがモニカの手を打ち、オレンジを投げ捨てていた。

　鋭するどい痛みにモニカが手の甲こうを押さえると、アレクは口にしたオレンジを吐はき出す。

　驚くモニカの前で、立ち上がろうとしたアレクの体が揺らいだ。

「アレク!?　どうしたの!?」

　眩暈めまいを起こしたように、ふらつきながら床ゆかに膝ひざをつく。取り縋すがったモニカは、ハッとして剝いたばかりのオレンジの皮を摑つかんだ。

「……!!」

　ぞわっ、と全身が粟あわ立だった。

　ゴツゴツした触しよつ感かんに気がつかなかったが、オレンジの表面に無数の小さな穴が開いていたのだ。虫が食うよりももっと小さな、それこそ針を何十本も突き刺さしたように……！

（毒!?）

「水を！」

　とっさに水差しを摑もうとしたが、大きな手がそれを止めた。口許を覆おおったアレクがモニカの手を摑んだのだ。

　モニカの腕を摑む手が異様に熱い。何かを堪こらえるように荒い呼吸を繰くり返すアレクは、搾り出すようにつぶやいた。

「……毒じゃない……！」

「え」

　安あん堵どする暇ひまも、じゃあ何なのかと考える間もなかった。

　突然、ものすごい力で床に引き倒されたのだ。

　考える間もなく、抱きすくめられ口付けられる。

（な……っ！）

　驚きのあまり押しのけようとしたが、あまりに激しくて息をすることもできない。

　熱い。口内もそうだが、ぴったりと押し付けられた体全体が。

「嫌いやっ！　アレク、待って!!」

　四年前の記憶が甦よみがえり、とっさに叫んでいた。すぐに正気を取り戻したように、アレクがモニカを突き飛ばす。ありえない手荒さで遠ざけられ、正気ではないと分かった。

「アレク！　アレク、しっかりして！」

　こんなことをアレクがするはずがない。毒ではない、だが何かの薬の影えい響きようだろう。震ふるえながらうずくまるアレクに、モニカが泣きそうな声で取り縋った。

　しかしその手を振り払うと、アレクは素早く立ち上がった。

「離れて……！　近づかないで下さい！」

　モニカを一度も見ようとしないまま、走りだす。

　止める隙すきも与えず、アレクはたった一つの窓に向かって足を振ふり上げたのだ。重量のある蹴けりに、磨り硝子に亀き裂れつが走り、端はしが割れる。

　窓から出ようとしているのだと気づき、モニカは悲鳴をあげて体当たりした。

「馬鹿っ、高かったらどうするの!?　こんなところから出ないで！」

「離してくださいっ、この場にいたら何をするか分からない！」

「冗談じゃないよ!!」

　窓の前にたちはだかり、モニカは今、自分の体が男でよかったと心しん底そこ思った。

　窓枠を摑み、アレクを睨にらみつけながら、震える体を懸けん命めいに抑おさえた。

（女なら止められなかった――！）

　力の抜けそうになる体を叱しつ咤たし、乱みだれる呼吸を整ととのえる。

　一瞬見ただけだが、モニカはこの窓がどこに面しているか分かったのだ。

　高い。

　背中に、真下に流れるアルキアーノ河の風を感じる。ここはアレクの宮の三階だ。

　部屋に押し戻されたアレクは、窓を背はい後ごに立つモニカに懺ざん悔げするように両膝をついた。

「お願いします、退どいてください……！」

「絶対通さない!!」

「嫌なんです！　やっとやっとやっと……！」

　暴れまわる感情に耐たえ切れないように、アレクは服の上から心しん臓ぞうに爪つめを立てた。

「やっとあなたに振り向いてもらえたのに……！　あなたの嫌がることはもう何一つしたくないのに！　こんなことは嫌なんです…………!!」

　だからこの部屋から出るのだ。

　モニカは瞬まばたきも忘れ、崩くずれ落ちるアレクを見つめた。

（そんな…………！）

　そんな単純な解答に、歯の根が合わなくなるほど震えが止まらなくなった。

　薬のせいで箍たがが外はずれているだけだと思いたい。

　いつもはここまででないと思いたい。

　そうでなければ恐ろしすぎる――！

（――自分が死ぬことより、僕に嫌われる方が怖こわいって言うのか!?）

　アレクの想いに、怒りや悲しみや憎にくしみ、やるせなさを感じたことはいくらでもある。恐怖もある。

　だけどそれは想いを元とした行動にであって、想われること、そのものに恐怖を感じたのは初めてだった。

「……アレク。落ち着いて聞いて。薬で難しいかもしれないけど」

　語りかけながら、モニカ自身が深呼吸した。

　落ち着け。

　この状況を打開するのだ。どうする。薬はいつ切れる？　抑えていられる？　

　アレクから一瞬たりとも視線を離さず、モニカは目まぐるしく思考を巡らせた。

「僕のことが好きなんだね？」

「好きですよ……！」

「僕のためなら死んでもいいんだね!?」

「愛してます！　あなたより大事なものなんてない！」

　一国の王太子である自分の命より。

　何度も聞いたはずなのに、初めて聞かされたような衝撃を受け、モニカは眩暈がした。本心の中の本心を告白されたような気がしたのだ。

「分かった……。いいよ、アレク」

　震えが止まった。全身を力が巡り、モニカは窓枠から手を離した。

　救えるのは自分だけなら、覚かく悟ごを決めよう。

「僕はアレクが好きなんだ。この部屋からは出させない」

　アレクが王太子でこの国にとって重要な人間だから、ではない。

「僕は嫌だ。アレクが死んだり怪け我がするなんて嫌なんだ！」

　アレクが傷つくなら、自分が傷つくほうがいい。アレクなら、どんな自分も受け止めてくれる。そんな自信がとめどなく溢あふれ、モニカは大きく両腕を広げた。

「僕の方こそ、アレクの愛を試したい。来て」

「モニカ……！」

　一瞬意味を図りかねたのか逡しゆん巡じゆんしたが、アレクは啓けい示じを得た巡じゆん礼れい者しやのように立ち上がった。

　そして、最愛の者へと、一直線に走り出した。

「モニカ――!!」

　アレクの叫び声を合図に、モニカは床を蹴って跳ちよう躍やくした。

「アレク――!!」

　ベッドのスプリングを利用し、高く飛んだ。

「ごめんなさいいいいいいいいっっ!!」

　喉も裂さけよと叫び、無む防ぼう備びなアレクの胸に向かって飛び込んだ。

　足から。

「!?」

　予想通りアレクはこんな精神状況にありながら、モニカの飛び蹴りを紙かみ一ひと重えで避よけた。

　右にわずかに体をずらすだけという、かなり訓練された反はん射しや神しん経けいだ。しかし最初から躱かわされることを予想していたモニカは、着地と同時にアレクの顔面に正せい拳けんを叩き込んだ。素早く両手を交差させ防ぼう御ぎよしたアレクは、流れるような動作でモニカの腕を受け流す。

　がら空きになった腹に入れた蹴りすらも片手で止められ、モニカは後ろへ飛び退すさって距離をおいた。

（さすがアレク!!）

　反射神経、状況判断、防御の型。防戦一方、しかも薬で集中力も切れているというのに、どれをとっても惚れ惚れするほど見事だ。

　しかしモニカも負けていない。兵士ではなくなったが、朝五時からの鍛たん錬れんは欠かさず続けているのだ。それに、今の自分はあのときの力ない自分ではない！

　真まっ向こうから突進したモニカは、そのまま拳を突き出すと見せかけ腰を落とした。避さけにくい下からの攻撃を顎に受け、アレクがうめきながら仰のけ反ぞる。

　その一瞬の隙を突いて。

「うらあああああっ!!」

　渾こん身しんの力を込めて、アレクを蹴り飛ばした。
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「ぐっ!!」

　見事に決まった鳩みぞ尾おちへの蹴りにより、アレクがふらつきながら床に崩れ落ちる。

　しばらく意識を失うまいと抗あらがう様子を見せていたが、やがて力なく倒れ伏ふした。

　油断なく第二撃を構えていたモニカは、敵の沈ちん黙もくに静かに足を下ろした。

「……落ちたか」

　凜り々りしい声でつぶやき、ほっと力を抜いた。恐る恐る、上から覗き込んでみる。

「アレク？」

　可愛く呼んでみたが、きゅう、と伸びたアレクは苦く悶もんの表情を浮かべていた。




　自分でやっておきながら何だがアレクを介かい抱ほうしていると、この間と同じように前まえ触ぶれもなく扉とびらが開いた。

　外側から二重の扉が開けられ、明るい光が隠し部屋へ差し込む。ひょいひょいと顔を見せた二人に、モニカは泣きそうになった。

「マーシュ！　ローズも！」

　中にモニカがいるのを確認したマーシュとローズが飛び込んでくる。

「よ――し！　今日は早かったですよ！」

「モニカ様！　言われたとおり、マーシュ様に知らせましたわ！」

　駆かけ寄ると、マーシュはモニカの膝に頭を載せて寝ているアレクに視線を移した。

「えー、これは一体？」

　モニカは静かに、背後の割れた窓を示した。

「薬を盛もられたんだ。たぶん理性をなくしたり、興こう奮ふんしたりする薬だと思うんだけど。それで僕を傷つけるのを嫌がったアレクが、この窓から飛び降りようとした」

　割れた窓からは、やはり真っ暗なアルキアーノ河の流れが見える。マーシュは外を確認し、高さに目を見張った。

「ここから落ちれば絶対に死ぬ。僕はアレクが怪我したり死んだりするなんて嫌だったから」

　モニカは目を閉じるアレクを見つめ、その手を握り締めた。

「アレクは僕に反はん撃げきできない。そう信じて戦った。アレクの、僕への愛に懸かけたんだ……！」

　攻撃に対する防衛本能とモニカへの愛。

　本能と本能のせめぎ合いで、勝ったのはモニカへの愛だった。アレクはモニカを攻撃できずに、完全に防御に回るしかなかったのだ。

　マーシュは重々しくうなずいた。

「いい話ですね……！」

「殿下が傷つくのは嫌。でもモニカ様ご自身が殴り飛ばすのは全然かまわない、とそう仰おつしやるのですね……！　さすがはモニカ様ですわ！」

「そこは臨りん機き応おう変へんに」

　痛いところを突かれたが、これは本当に賭かけだった。もしもアレクが反撃すれば、勝負など一いち撃げきで終わる。ただ、モニカが倒れれば、アレクはモニカを残して飛び降りたりしないのではないかと思ったのだ。

（だけど、女でも同じ方法を取ってた）

　その場合は言葉通り、アレクに身を任まかせることになっただろう。そう思うと、まだやっぱり今日は男でよかったと思うモニカだった。

　テーブルの上の果くだ物ものを見れば、オレンジだけでなく林檎、梨、イチジク、全てに無数の穴が開いていた。手にとって見たローズは震えながら放り出す。そして思ったとおり、水差しの水からも薬草の香りがした。

「万全ですねー」

　感心したようにマーシュはため息をつく。

「モニカ様、今日はレーム君とキスして男になったんですか？」

「そう！　すごいんだよ、今は本当に十七歳の力があるんだ！」

　アレクにした説明を繰り返すと、マーシュはほう、と目を見張った。

「なるほど。殿下と戦えるはずだ」

　体力技術ともに及ばないが、相手が無む抵てい抗こうなら多少劣おとっていても十分だ。おまけに今日のアレクは薬を盛られていた。

　マーシュは少し考えると、ローズを振り返った。

「ローズ、屋敷からレーム君を連れてきてくれる？　俺、ものすごく気になることがあるんだよね。今から一時間半後に殿下の部屋に集合しよう」

　ローズは心得たようにうなずき、部屋を出て行った。

　と、アレクがうめきながら身じろぎした。ぎょっとしてモニカは後あと退ずさる。

「どうしよう、アレクが起きる！」

「モニカ様、お願いします。俺は基き礎そがなってないので戦えませんから！」

「えええっ！」

　背中に隠れられてしまい、モニカが思わず戦いの構えをとったときだった。

　頭を振り、アレクがゆっくりと起き上がった。何度も瞬きし、モニカを視し界かいに捉える。構えを見ると、右手を挙あげて制した。

「大丈夫。正気です」

　常の冷れい静せいな声に、モニカは飛びついてしまった。

「ごめん！　ごめんね、アレク！　痛かったよね!?　怒ってるよね？　本当にごめんなさい！」

「怒るわけないでしょう？　本気で目が覚めました。ありがとうございます」

「おお、殿下が被ひ虐ぎやくに目覚めてしまうとは。俺はこれからどうしたら」

「そっちじゃない！　なぜお前は素直に受け取らないんだ！」

「はははー、冗談冗談ー。ところで犯人の目星はつきましたねー」

「目星どころかそのまんまじゃないか！」

　マーシュの軽い口調に、モニカは怒りのままに叫んだ。

　ディアが悪い人物ではないと分かっているが、危うく大事故になるところだったのだ。許せることではない。

　しかしアレクは頭を振って、ため息をついた。

「私はなんとなく……ですね。意い図とが全く分からない」

「ええっ!?」

　モニカは驚きに声をあげてしまった。この期ごに及んで二人が一体何を言っているのか、分からなくなったのだ。

「意図って……。そんなの、僕とアレクをくっつけようとしてるんじゃないの？」

「俺は逆だと思いますねー」

「私はどちらとも言えないな……」

　三人は思い思いに言う。アレクはともかく、モニカはマーシュの「逆」が気になった。

「なんで逆だなんて思うの？　こんな……変な薬盛ったりして」

　モニカは思わず赤面してしまったが、マーシュは「それですよ」と人差し指を立てた。

「モニカ様は殿下のことが好きだから、そう思うんです。だけど他の人は違う。だって、この間閉じ込められたとき、俺はたまたま部屋にいただけだったんですよ？　あれ、俺がいなかったら閣かつ下かにそのまま、殿下とモニカ様が一緒にいるって伝わってしまったと思うんです」

　あっさりモニカ様は殿下が好きなどと言われ恥ずかしくなったが、確かにマーシュの言うことも一いち理りあると思った。

　なんと言っても「殿下に直接言われた」という小姓もいるのだ。そうなれば確実にロスターはアレクとモニカを引き離すだろう。

「じゃあ、二人とも僕が思うのと違う人を考えてるんだね？」

　モニカが目をやれば、アレクとマーシュは顔を見合わせる。

「せーので犯人を言いましょうか」

　マーシュの提案に三人は声を合わせ、息を吸い込んだ。

「せーの……！」

　同時にその名を声に出した。







　第五章　恋の大乱舞







　昨夜、モニカは王太子宮に泊まったらしい。

　しかも陽ひが高くなるというのにまだ宮から出てきておらず、アレクも同様だという。

　レオから報告を受け、ディアは心が隅すみ々ずみまで晴れ渡る心ここ地ちがした。

　ついにやった。やり遂とげたのだ――。

（殿でん下かの自じ制せい心しんと理性的な態度には苦労させられましたけど）

　うまくあの場にある物を食べるか飲むかしてくれれば、勢いきおいもつくだろう。今度こそ上う手まくいったに違いない。

　爽さわやかな気持ちでリュセのお茶を頂いていると、レオが難しい顔で近づいてきた。

「ディア。モニカ姫が来ている。話があるそうだ」

「モニカが？　いいわ、お通しして」

　さすがに気付かれたのだろう。そう思ったが、もうかまわない。

　思ったとおり、部屋に入ってきたモニカの顔を見てディアは歓かん喜きした。

　明らかに眠っていないし、疲れているようだ。何も事が起こっていないなら、最初に閉じ込めたときのように眠るだろう。

　向かいの椅い子すに座ったモニカは、ぴたりとディアに視線を合わせた。

「ディアだよね。これまでの犯人は。僕を眠らせたあと、ディアがいつも使っている輿こしで隠かくし部屋まで運んでいた。そうだよね？」

　真剣なモニカに、ディアははぐらかすように小首を傾かしげて見せた。

　しかし、内心は迷っていた。成功したからには、もう自分だと明かしてもかまわないのではないか。

（いいえ、まだ成功したのかどうか確定ではないわ）

　あくまで慎しん重ちようなディアに、モニカは話を続けた。

「昨日、朝までアレクと一緒にいた」

「まあ。素敵だわ。お二人の夜はどうでしたの？」

　夕食前に閉じ込めたのだ。絶対に食べ物を口にしているはず。それを踏ふまえた上で尋たずねると、ふいにモニカは口ごもり出した。

「あの、僕とアレクは、その……昨日も何もなくて」

「は？」

　耳を疑う言葉に、姫君らしからぬ返事をしてしまった。

　しかもその後に続いたモニカの言葉はそれ以上に衝しよう撃げきだった。

「その、協力してもらえたら、と思って……」

　もじもじとうつむいたまま、言いにくそうに言う。

「ここまで何もされないなんて、思ってもみなくて」

「つまり！」

　ディアはピシッと鋭するどい音を立てて、手にした扇おうぎで手の平を打った。

「アレクシス殿下に抱かれたい！　と！　そう仰おつしやるわけですわね!?」

　興こう奮ふんに息も荒あらく叫ぶと、モニカは真まっ赤かな顔で泣き出しそうになった。

「そ、そんなはっきり言わなくても！」

「さあ、モニカのお口からどうぞ！　抱かれたいのですわね!?」

「だから、その、ど、どうしたらいいか分からなくて……その、アレクはあの通り、り、理性的？　だから、薬で……」

「薬で!?」

「も、もうこれ以上は……！」

　とどめとばかりに迫せまれば、耳まで真っ赤になってうつむいてしまう。愛らしさに心しん臓ぞうがよじれそうだ。

（何かに目覚めてしまいそうだわ……！）

　ディアはすっくと立ち上がった。

「愛する方と激しい一夜を過ごしたいのですわね!?　よろしいですわ、モニカ！　全力でご協力致しますわ！」

「邪じや魔まが入らないよう、どこかの隠し部屋で……。あと薬も」

「ええ、ええ、承しよう知ちしましてよ！　盛もりに盛って差し上げますわ！」

「人体に影えい響きようのない程度でお願いします」

　モニカはほっとしたように頭を下げた。
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　いつものように王太子宮の執しつ務む室しつで書類を片付けていたアレクは、ペンを置いた。

「殿下、少しお休みになられますか？」

　最近は、こういうことが多いことを知っている女じよ官かんが声を掛けてくれる。アレクはうなずいて椅子から立ち上がった。

「そうだな。少し眠ろう。外の者に伝えておいてくれ」

「かしこまりました」

　女官は恭うやうやしく一礼し、空になった茶器を持って部屋を出て行った。

　明かりは壁の高い位置にある燭しよく台だいだけになり、薄暗くなった部屋でアレクは長椅子に寝そべった。

　どれほど時間が経っただろう。

　聞こえるのは振ふり子時計の針の音と、アレクの静かな寝ね息いきだけだ。

　その執務室の扉とびらが開き、誰かが入ってくる気け配はいがした。入ってきたのはたった一人だ。

　男はアレクが眠っているのを確認すると、ずずっと引きずる音を立てて飾かざり棚を動かす。人一人通れるほどの隙すき間まを開けると、その後ろに現れた扉に鍵かぎを差し込んだ。錠じようの音が二回して、扉が開かれる。

　準備を済ませると、男は眠るアレクの肩かたを摑つかんだ。

　瞬しゆん間かん、跳はね起きたアレクは足を振り上げ男の顎あごを蹴けり上げた。

「……っ!?」

　相手が眠っていると思い込んでいた男は、まともにくらって仰のけ反ぞる。しかし倒れたりはせずに、床ゆかに手をつき堪こらえると体勢を素早く立て直した。

　怯ひるむことなく迎げい撃げきに移った男の手て慣なれた様子に、アレクは戦いながら確信した。

　やはりそうだ。

「明かりを持て！　マーシュ！」

　動きを封じようと伸ばされた腕うでを叩たたき退のけ、アレクは叫んだ。その一言に、ほんの一呼吸だけ、男の動きが止まった。その隙すきを逃のがさず、アレクは自分よりもはるかに体格のいい男の懐ふところに潜もぐり込む。素早く足払いを掛けて動きを崩くずすと、気合とともに背負い投げた。

　男は棚まで投げ飛ばされ激げき突とつし、中に陳ちん列れつされていた硝子ガラスの飾りが音を立てて床に倒れ落ちていく。その背はい後ごの扉から、やっと出番のきたマーシュがいそいそと飛び出してきた。

「はいはいー！　明かり明かりー！」

　今晩のアレクとモニカの部屋となるはずだった、執務室奥の隠し部屋。そこから現れたマーシュに、転がったままの男が愕がく然ぜんとする。

　部屋に明かりが灯ともり、硝子細工の散乱した部屋の有あり様さまが浮かび上がる。

　驚きよう愕がくの表情でアレクを見つめる大おお柄がらな男。その顔に、アレクは肩を落とした。

「やっぱりお前だったのか……」







今夜の愛の舞台である三階の執務室の扉を開いたとき、ディアは驚おどろき立ち止まった。

　そこには思いもよらない人物が待たい機きしていたからだ。

　一緒に来たモニカは、ディアが逃にげないように後ろ手で扉を閉じた。そのまま扉の前に立ち、無言で状況を把は握あくしようとしている小こ柄がらな背中を見つめる。

　中にいたのは、眠っていないアレクと笑顔のマーシュだった。

　完全に何もかも見み破やぶられていることを悟さとったのだろう。

　長い沈ちん黙もくの後、ディアは場違いなほど明るく微ほほ笑えんだ。

「まあ、アレクシス殿下。せっかくこうして何度もお二人の夜を演出して差し上げましたのに！　何事もないなんて、殿との方がたとしてどうかと思いますわ」

「姫……」

　なぜ用意してやった据すえ膳ぜんを食わない。堂どう々どうと言い放たれ、さすがのアレクも額ひたいを押さえる。

　ディアが逃げないと判断したモニカは、アレクの隣となりに立った。

「ディア。どうしてこんなことをしたのかが聞きたいんだ」

　本当にアレクとモニカを結婚させてしまおうとしたのか。そうだとすれば、なぜディアがそこまで二人の仲を気にするのか。

　モニカの問いに、ディアはほう、と小さく息をついた。

「その前に。なぜパラスナの薬が効きかなかったのかを教えてくださいな。殿下がお茶を飲んだことは確認済みなのでしょう？」

　そして、すでに部屋の中にいた二人の共犯者達に目で問い、不満そうに唇くちびるをとがらせた。

「エリオ様もアーノルドも、きっと気になると思いますわ」

　ソファで足を組んで座っていたエリオと、側そばに控ひかえるアーノルドも憮ぶ然ぜんとしたままうなずいた。
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　隠し部屋で犯人について話し合った後、モニカ達三人は場所をアレクの部屋へ移した。

「マーシュ、何を考えたの？」

　ルシアに言いつけ人払いすると、三人は向かい合った。

　マーシュは自室から持ってきた、分ぶ厚あつい魔ま道どう書しよをテーブルに置いた。たくさんの付ふ箋せんのついたページをめくり、項目を探す。

「魔道って扱あつかえる人間が決まっていますよね。例たとえば紅こう玉ぎよくの欠片かけらから火を生み出すのは一般的な魔道ですけど、俺がやっても何も出ない。でも中には材料自体が力を持つこともあるんですよね。一般的な例が薬草で、これは魔導師じゃなくても効果が出せる」

　術じゆつ者しやの力あっての魔道だが、確かに薬草は違う。うなずくモニカの前で、マーシュはページをめくる手を止めた。

「そこで魔道書を十一冊読どく破はした俺は、あらゆる毒素を消してしまう物体を見つけました。しかも魔力が強いから、誰にでも使えるそうです。ただし、入手が困こん難なん」

「その物とは？」

　アレクとモニカの視線を受け、マーシュは静かに言った。

「一いつ角かく獣じゆうから流れる体液ですよ」

「まさか」

（……血？）

　モニカが腰を浮かせたとき、とたとたと子供が部屋を駆かけるような足音が聞こえた。

　がちゃりと音を立てて扉が開き、白しろい装しよう束ぞくの少年が駆け込んでくる。

「ねむいー！」

　寝ぼけ眼まなこでローズに手を引かれてきたのは、人型を取ったレームだ。

　泣き出しそうに言われ、モニカは慌あわてて長椅子に呼んだ。

「おいで、レーム。ここで寝なさい」

　自らの膝ひざに誘うと、レームはころりと横になった。マーシュはひざまずくと、ささっと瓶びんを構える。

「いらっしゃい、レーム君！　ちょっと寝る前に、ここによだれを垂たらしてみて」

　言われたとおり素直に、レームは寝ね転ころんだままれーとよだれを垂らす。銀ぎんの糸を引きながら落ちる唾だ液えきを瓶で受け止め、マーシュは満足げに立ち上がった。

「さあ飲んでください、殿下」

「誰が飲むか――!!　何を考えているんだお前は！」

「一角獣の体液ですよ！　貴き重ちようですよ！」

「まだ涙の方がましだ！　泣かせろ！」

「ひどい、アレク！　レームを泣かせるなんて！」

「いいんですか、モニカ!?　あなたの恋人が一角獣のよだれを飲むような男で!?」

「殿下殿下、そのまんまじゃなくていいんですよ。お茶に混ぜれば」

　妥だ協きよう案あんを出し、マーシュは用意したリュセのお茶に瓶の中身を少しだけ垂らす。まるで砂さ糖とうのようにスプーンでかき混ぜると、差し出した。

「はい、どうぞー」

「ううううっ！」

　どうしても受け取れないアレクに、モニカはレームの頭を落とさないよう腕を伸ばした。

「貸して。僕が飲んでみるよ」

　素早い申し出にローズはハッと口許を押さえた。

「モニカ様、このお話を聞いたときから狙ねらってましたのね!?」

「だって気になるよ……！　水みず飴あめみたいじゃない……!?」

　中毒者のような目で白いカップを受け取るモニカに、ローズが嗚お咽えつを堪える。

「ううっ、殿下がリュセのお茶なんて作ったばかりに、甘い物への執しゆう着ちやく心しんが増して……！」

「それは私のせいなのか!?　ローズ、ずっと言おうと思っていたが君は私を」

「モニカ様の身に起こるあらゆる悪あくの根こん源げんと受け取っておりますが間ま違ちがいなのですか？　そうですか間違いなのですね？」

　高圧的な視線を受け、アレクはうううとうめく。

「なぜ私の周りはこんな押しの強い人間ばかりに……！」

「殿下、俺という癒いやしの存在がいるじゃないですか。我慢我慢――」

「わっ!!」

　モニカの叫び声に、全員が目を向ける。

　一口お茶を飲んだモニカは、一回り小さくなった自分の体を呆ぼう然ぜんと見下ろした。

「女に戻っちゃった……」

　いつもの少女らしい声に戻ると、マーシュは感かん嘆たんの声を上げた。

「さすがレーム君！　そうです、一角獣の体液は完全なる浄化。魔力の強制除去なんです。これは期待できますよ！」

　興奮するマーシュに、半分まで飲んだモニカはがっかりしてカップを差し出した。

「味はリュセの味しかしない。これ以上甘くならない」

「そこは大事ではありませんので。さあ、殿下もどうぞ」

「い、嫌いやだ！　そんなものを飲むのは絶対に！」

「モニカ様と間接キスですよ」

「頂こう！」

　ぎゃ――っとモニカとローズから悲鳴が上がったが、アレクはじっくりと味わいながら飲み干した。

「はい、では次にこれ飲んでください。一口でいいですよ」

　マーシュが差し出したのは、小さな瓶に入った液体だった。言われるままモニカとアレクは飲んだが、何も起こらない。

「じゃあ、ローズはこれを飲んで」

　マーシュに新たなカップを差し出され、ローズは恐る恐る口をつける。

　言われるままに飲み込んだ。そしてアレクとモニカはあっと声を上げた。見る間にローズのまぶたが閉じ、眠ってしまったのだ。

　驚きつつも、マーシュはほっとしたように言った。

「ああ、やっぱり。殿下とモニカ様には効きませんでしたね」

「ローズに何を飲ませたの？」

「即そつ効こう性せいのある眠り薬です。すごいですよ、お二人には原液を、ローズにはお茶に少量を混ぜただけなのに」

　マーシュはモニカの膝で眠るレームに、小さな拍手を送る。

　そして、得意げに笑った。

「さあ、犯人全員を捕まえてしまいましょう」




　　　　　　　　　　[image: ]




　ということまでは言わなかったが、モニカは薬の効果を打ち消す薬として話して聞かせた。

「……そんな薬があったなんて。盲もう点てんでしたわ」

　ソファに腰掛け聞いていたディアは、特に落らく胆たんした様子もなくそう言った。

「この任にん務むにここまで手間取るとは思いもよりませんでしたわ。本来なら最初の夜に終わるはずでしたのに」

「アレクはそんなことしない」

　昔とはもう違うのだ。モニカの意思を無視するようなことはしない。薬で理性を奪うばわれてすら、モニカを傷つけまいとしてくれたのに。

　モニカは少しだけ視線を移し、横目でソファに座る共犯者を見る。

「任務って言うからには、エリオ様から頼たのまれていたんだね？」

　微笑みながらディアはうなずいた。

「ええ。兄思いのエリオ様から、アレクシス殿下とモニカ様の仲を進展させるのに、力を貸しと欲しいと」

　ぴくりとエリオが頰ほおを動かす。だが何も言わなかった。

　ディアは胸の前で両手を組んだ。

「わたくし想う方がおりますの。ずっとずっと大好きでした。でもその方の妻にはなれないとあきらめていたの。わたくしが結婚できるころには、その方はもう妻を持っているでしょうから」

　悲しそうに微笑み、視線を落とす。

「わたくしとセリディアーナ様に親交があれば、と何度も思いました。ですがセリディアーナ様は血の繋つながりがあっても、雲の上のお方。陛へい下かにとって素直に誕たん生じようを喜べた孫まごはセリディアーナ様と、たった一人の男子であるカーライル王子だけ。あとの七人はサウル殿下のだらしなさを示しているのですもの」

（……好きな人って、セリディアーナ様の近くの方？）

　モニカは内心首を傾げるが、ディアの話は続く。

「そんなとき、カゼルラから姫を一人送ってほしいと話が来て。わたくし立りつ候こう補ほ致しました。だってお相手はアレクシス殿下ですのよ？　これが行かずにおれるものですか！」

　確かディアが言うには、アレクが絶対に自分を選ばないから時間稼かせぎになる……だったはずだ。

　しかし今日はなんだか話が違う。ディアは組んだ両手を天高く掲かかげる。

「もうご結婚なさっているだろう。それでも是ぜ非ひひと目お会いしたい、それでわたくしの恋を終わりにしようと決意してきましたのに、結婚式で花嫁に逃げられていたとは……！　なんという天の采さい配はい！　神様、感謝いたします……!!」

「ま、待って！　ディアの好きな人って……！」

　もはや疑うべくもないが、モニカは聞いてしまっていた。

　ディアは誇ほこらしげに、立ち上がった。

「ロベルト・ディ・ミーニ様ですわ！」

　高らかに告つげられた名に、モニカは驚愕の声を上げた。

「ロベルトオオ――――っ!?　やっぱりロベルトだったの!?」

「春が――!!　ついに兄さんに春がっ!?」

　マーシュは思わぬ方向からの恋の始まりに奇き声せいを発する。

「待て、落ち着けマーシュ！」

　興奮気味のマーシュを押さえ、アレクは慌てたように身を屈かがめた。

「姫、ロベルトはその、実はその事件以来、女性嫌ぎらいで……」

「なんですって!?」

　ディアは体ごと勢いよくアレクに向いた。アレクは思わずビクッと距きよ離りを置く。

「おお、なんて美しいの!?　まさに誰にも踏み荒らされていない新雪のような神こう々ごうしさ！　あの雄お々おしく逞たくましい体の中にそんな汚けがれない魂たましいを備えてらしたなんて！」

　ハァハァと息も荒くまくしたてる姿に、モニカとマーシュは手を取り合って後あと退ずさった。

「ディ、ディア？」

「あ、あれ？　なんか危険な春っぽい？」

　引いた二人を追うように、ディアは三歩踏み込み、血走った目でここにいない愛いとしい男を見つめる。

「もうわたくし我が慢まんできませんわ！　ロベルト様といますぐ婚約を……いえ、結婚いたします！　そういうお約束でしたわよね!?　エリオ様！」

　エリオが答えるまでもなく走り出そうとしたディアに、アレクは慌てて立ち塞ふさがった。

「姫、話を聞いてください！　女性嫌いですので！」

「ロベルト様、あなたの妻が今すぐ参りますわ！」

「なりません、姫！　マーシュ走れ！　ロベルトを避ひ難なんさせろ！　控えの間の外にいる！」

「了解しましたー！　走るの遅いからちょっと時間かかりますー」

「いいから早く行け！　姫、落ち着いて！」

　もはや羽は交がい絞じめのように押さえるアレクの手を、ディアはシャーッと音が鳴りそうな強さで引っ掻かく。

「触さわらないでいただけます!?　わたくし線の細い男性は大っ嫌いなんですの！」

　言葉と鋭い爪つめによる攻こう撃げきを受け、アレクは地じ味みに傷つく。モニカは聞き捨てならんとばかりに叫んだ。

「細くない！　アレクは脱いだらすごいんだから！」

「脱がなくてもすごいロベルト様とは雲うん泥でいの差ですわ！」

　そのとき、部屋の中に駆け込んでくる姿があった。白金プラチナの髪をなびかせて入ってきたのは、ディアの部屋に残っていたはずのレオだ。いつまでたっても戻ってこないので、異変を感じて来たのだろう。

「落ち着け、ディア！　どうして君は興奮したら止まらないんだ!!」

　アレクと一緒になって止めながら、モニカを怒ど鳴なりつける。

「だからご忠告申し上げたはずだ！　痛い目見るぞと！」

「あれってそういう意味!?」

　いくら忠告を受けても、こんな危険な性格など事前に分かるはずがない。

「止めないで、レオ！　わたくしはなるのよ！　ロベルト様の妻になるの！」

　嚙かみ付き引っ掻かき、暴れまわりながらディアは叫んだ。

「お慕したいしております、ロベルト様！　四年前、庇かばって頂いたあの日から、あなたのことだけを思って生きてきたのです！　どうかわたくしをあなた様の妻にしてくださいませ!!」

　嵐あらしのような剣けん幕まくで言い切ったディアはふ――っと全身で息を吐はいた。

　しん、と部屋が静まり返る。誰も彼も、思わぬ告白に何を言えばいいのか分からなかったのだ。

「だ、そうだよー、兄さん」

　と、ふいに明るい声が上がった。

「な!?」

　振り返ったのはディアだけではない。

　アレクもモニカも、レオも、アーノルドもエリオもみんな気がつかなかった。

　いつ戻ってきたのか、部屋の扉の前では兄の腕を摑んだマーシュが手を振っている。

「逃げるより戦ったほうが早いので連れてきましたー」

　にこやかなマーシュの顔と、口を開けたまま固まっている背の高い武ぶ骨こつな男。

　明るい金きんの短い髪と、空そら色いろの瞳ひとみ。弟と違って日に焼け、大きく、だが無む駄だな肉の一切ない引き締しまった体たい軀く。

　恋する男のいきなりの出現に、ディアの白い顔がぼっと音を立てるように真っ赤に染まった。

「きゃああああああああああ――!!」

　宮中に響ひびき渡る悲鳴を上げ、ふらりと小さな体が傾かしぐ。

「ディア！」

　素早くレオが背に腕を回したが、支えきれずにたたらを踏んだ。慌ててアレクが二人をまとめて受け止める。

　アレクがディアを長椅子に横たえると、モニカは目を丸くして聞いた。

「ロベルト。いつからそこにいたの？」

「止めないで、レオ。わたくしはなるのよ！　……ぐらいからですねー。ついさっきですよ」

　まだ固まっている兄に代わって、答えたのはマーシュだ。

「エリオ。どういうことだ？　どうしてお前と姫は協力しあっていたんだ？」

　この騒さわぎの中でもソファに座ったままのエリオは、兄に問われてふいっと横を向いた。

「……オルディアーナ姫がロベルトのことを好きだと聞いて。僕に協力してくれたら、父上を通してベルナルド陛下に話をしてあげるって言ったんだ。ロベルトに降こう嫁かできるように」

「……なるほど」

　アレクは唸うなった。確かにあまりない縁えん組ぐみだ。政治的にまったく何の得にもならない。

　だからこそ、ディアは飛びついたのだろう。ディアからベルナルド陛下に言ったところで一笑に付されるし、そもそも話も聞いてもらえないかもしれない。だがカゼルラのティマエス王直じき々じきに話が来れば、きっと上手くいく。

　アレクはまだ固まっているロベルトに声を掛けた。

「ロベルト。姫はお前と結婚したくて、エリオの協力を仰あおいだそうだ。その、色々引きずっているのは知っているが、前向きに考えてくれないか？」

　主あるじの声にやっと石せき化かを解といたロベルトは、困ったように目を泳がせる。

「お断りいたします。……身分が違いすぎる。私はこのまま爵しやく位いを継ついだとしても男だん爵しやくです。ヴァルダンの姫君など、畏おそれ多い」

「そうか、姫は好みでないか」

「そのようなご無ぶ礼れいは申し上げておりません！　私のような、こんな、こんな……。とにかく、姫にはレオ殿のような方がお似合いでしょう！」

　逃げ場を求めるように言われ、気を失ったディアの側に立つレオは肩をすくめた。

「身分を言うなら私も同じだろう。そう混乱されなくても。それに、残念ながら姫は線の細い男は好きではない。あなたのような男性が……というよりもあなたが好きなんだ」

　ディアは逞しい男が好きなのではなくて、ロベルトが逞しかったため、そういう男が好みになったのだ。

　逃げるはずが袋ふくろ小こう路じに入ってしまい、ロベルトが見る間に焦あせり出す。肌が浅黒いので分かりにくいが、顔が赤あかい。

「し、しかし……！」

　まだ何か言おうとしたロベルトに、モニカはここぞとばかりににっこり微笑んだ。
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「分かった、ロベルト。とりあえず姫をお部屋にお連れして。そこで二人で話せばいいよ。迷めい惑わくなら迷惑ってはっきりきっぱり言えばいい。ロベルトは正直者だから言えるよ！」

　言いにくいことも言ってしまう正直者が、姫を嫌いだとは言わなかった。憎にくからず思っている証しよう拠こだ。その男が本人を前に「迷惑だ」などと言えるわけがない。

　ロベルトと親しい者はそれに気づいている。

　微び妙みように笑いそうな口許を引き締め、アレクもうなずいた。

「その通りだ。運んであげなさい、ロベルト。私とモニカはまだエリオたちと話がある」

「そ、そんな！　レオ殿がいらっしゃるでしょうが!?」

「すまない、ロベルト殿。線の細い男のため、姫を抱き上げられない」

「マーシュ、お前は……！」

「ごめん、兄さん。俺も今日はちょっと線が細くて」

「お、お前の線は日によって変わるのか!?」

　弟に早く早く、と急せかされ、ロベルトはこれ以上ないほどうろたえながら、ディアの背と膝裏を支える。全員の注目を感じやりにくそうにしながらも、まるで重さを感じさせずに抱き上げた。

　子猫のように軽々と抱かれたディアに、モニカは内心で「おおお！」と感動の声を上げた。

　人一倍逞しいロベルトと、人一倍小柄なディアの姿に見み惚とれる一同に、真っ赤になったロベルトが何か怒鳴りたそうにしている。だが、兄の心境を慮おもんぱかったマーシュがさっと扉を開けた。

「では姫をお部屋にお連れしてきまーす」

　逃げるように出て行ったロベルトに、マーシュとレオが付き従したがい、扉が閉じられた。

　ディアたちが出て行くと、思わぬ展開にモニカはくすくす笑った。

「後でディアに教えてあげようか。ロベルトにお姫様抱っこで運ばれたよって」

「また倒れるんじゃないですか。あれだけ行動力があるのに、ロベルトと話をしているところを見たことがない」

　アレクは笑いながら言うが、その通りだった。どうやら本人を前にするとしゃべれないようだ。

「さて、と」

　アレクとモニカは、一連の犯人を振り返った。

「さあ、エリオ。全部言え、洗いざらい言え！　どうしてこんなことをしたんだ？」

　うっとうしい兄の尋じん問もんに、エリオはそっぽを向いたまま面めん倒どうそうに言った。

「どうして僕だと気づいたんだ？」

「モニカが言っていた薬だ。お前がいつも使っている薬だろう。真っ先にお前が浮かんで、むしろ姫は無関係かと思っていた」

　パラスナ。三人で夕食を取り、エリオが咳せきを出したあの夜。アーノルドはモニカの飲んでいた水を差し出した。普通の行動かと思ったが、アーノルドはあの水にパラスナが入っていることを知っていたのだ。

「モニカ様が薬草に詳しいなんて計算外でした。すごいですね」

　棒読みで言うが、それ以上話をする様子がない。

　だんまりを決め込まれ、アレクがイライラするのが分かる。エリオももちろん感じているようだが、口を開いたりはしない。

（……そうか）

　その不ふ貞て腐くされた顔と、少し迷うような目の動きに、モニカは理解した。

「エリオ様。バルコニーに出よう。二人で話そう」

　モニカはうつむいたままのエリオの手を引いた。きっとアレクの前で言いたくないのだ。

「ならん!!」

　しかし、アーノルドに大声で一いつ喝かつされた。カッ！　とその漆しつ黒こくの目を見開く。

「夜風に当てられて殿下がお風か邪ぜを召したらどうするつもりだ！　殿下は繊せん細さいなのだ！」

「うっとうしい！　じゃあ二人が出てよ！」

　思わず素直な感想を叫ぶと、アレクとアーノルドはしぶしぶ部屋を出て行った。

　二人になると、モニカはエリオの隣に腰を下ろした。

「僕とアレクを別れさせようとしたんですか？」

　優しく言うと、エリオは初めてこちらを見た。紫むらさきの瞳には怒りの色が見える。

「そうだ。あなたがあれだけ兄上を振り回しておいて今更戻ってきたりするから」

「……それについて言い返したいことは山ほどありますが」

　モニカは怒りを抑え、目を閉じた。今はそれについて怒るときではない。ウェスタイン家と王家、両者側の相そう違いはどっちもどっちだ。

　エリオは怒りのまま、吐き捨てるように言う。

「あなたのことだ。兄上が強引な振ふる舞まいをすれば、また手の平返して嫌うでしょう」

「あんなところに閉じ込めて、そのまま事が進んでしまうって考えなかったの？」

　モニカは呆あきれたが、呆れたのはエリオも同じらしかった。

「まだ分かってないんですね、あなたは。兄上はあなたが好きなんですよ？　あなたに本気で抵てい抗こうされれば、もう身動き取れないぐらいに。あなたが泣くのをおかまいなしにやってしまうなんてありえない。それに万が一そうなればあなたは兄を嫌う。絶対だ。ロスターだって引き離すに違いない」

「同意の上での一夜になったら？」

「ありえない！」

　断言された。アレクの恋が周囲にどう思われていたのか、よく分かる一言だった。

「絶対に嫌うと思っていた。なのにどうしてなんだ!?　どうして余計に仲良くなってるんだ!?」

「残念でした。アレクはちゃんと僕のことを考えてくれた」

「ありえないよ！　あの兄様があなたと一緒にいて何もしない!?　そんなの兄様じゃない！」

　ここまで弟に言われてしまう兄もどうなのだろうか。恋人として非常に複雑な思いにとらわれる。

　エリオはまるで、泣き出すかのように顔を歪ゆがめた。

「セリディアーナ様は兄上のための姫君だった。なのに兄上は冷たくて。だから僕は一いつ生しよう懸けん命めい兄上の印象を良くしようと、兄上はあなたが綺き麗れいで困っているだけだ、とか、どんな男でも必ずあなたを選ぶはず、とか、困ったことがあれば相談に乗りますとか慰なぐさめて……！　そうしたら」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締めた。

「い、いつの間にか僕の婚約者になってたんだ！　どうしてなんだ!?」

「あー……。それは仕方がない」

　してやったりと言うマーシュの顔が脳のう裏りに浮かぶ。策にはまったとしか言いようがない。

「こんなことヴァルダンのベルナルド陛下がお許しになるはずない！　そう思っていたのに、あっさり許された！　どうして、なんでなんだ!?」

「えーと、セリディアーナ様が陛下のお気に入りのお孫さんだったから。あと、陛下がカゼルラの王おう妃ひの地位に固こ執しつしてなかったんじゃないかな？　アレクでもエリオ様でも特にかまわなかった、とか」

「誰がそんなこと説明しろって言った！」

　なんでと言うから答えたのに、酷ひどい言われようだ。なかなかのわがままっぷりに、モニカは新鮮な気持ちになった。

　エリオは目に涙を浮かべて叫ぶ。

「もう、もう僕の最後の頼みの綱は父上とサウル殿下だけだ！」

「じゃあエリオ様はセリディアーナ様のことが嫌いなの？」

　聞いてみれば、黙り込んでしまう。

　その長い沈黙で答えなど分かったが、モニカは待った。

「……嫌いじゃない。だけど僕には不ふ釣つり合いだ。あの方は兄様のための方なんだ」

　うなだれたエリオの愛らしいつむじを見て、モニカはため息をついた。その答えは予想通りであり、その更さらに奥の気持ちも分かる気がした。

　エリオはうつむいたまま、握った拳に力を込める。

「セリディアーナ様は、こんな……こんないつ死ぬか分からないような男には相応ふさわしくないよ」

「エリオ様……残念ですが、それは説得力がなさすぎる」

「本当だ。侍じ医いだって言ってたんだ。僕は何歳まで生きられるか分からない」

　そう言って上げられた白い顔は、真剣だった。悲しみも焦りも恐怖もなく、淡たん々たんとしている。

　だが、モニカはため息をついた。

（分かってない）

　そんなことではないのだ。

　エリオはまだ自覚がないようだ。ここは経験豊かな自分がはっきりと言ってあげるべきだろう。

「エリオ様。説得力とはそういう意味ではありません。僕はセリディアーナ様とお会いしたことはありませんので、想像で言いますが……」

　彼女はきっと気が強いだろう。行動力もある。ディアの一件を聞いた印象としては、良りよう識しきも優しさもあり、王族として誇り高い。第一王女であり、しかも幼い頃からカゼルラの王妃となることを前ぜん提ていに育てられてきた。

　その彼女が、エリオを選んだのだ。

「かなり押しの強い方だとお見受けします。そういう方に死が理由で結婚できないと言うなら、明確に死ぬ日付を提てい示じした方が良いと思います。また、言ったところで、ではその最期の瞬間まで一緒にいましょう、と言われることは覚かく悟ごしておいてください。死ななかったらそのままどこまでもその約束は継けい続ぞくされます。

　次に一般論ですが、本当に本気で逃げたいのなら、相手が傷つくかもとか考えてはいけません。嫌い、近づくな、うっとうしいはハッキリ言って。生なま温ぬるいことを言っていては、了りよう承しようと取られ喜ばれます。彼らは千の拒きよ否ひを一にも満たないがっかりに、一に満たない肯こう定ていを無限の喜びに変へん換かんさせてしまう人種です。エリオ様はせっかく永えい久きゆう凍とう土どのような眼まな差ざしをお持ちなのですから、もっと活用されるべきです。アレクに向けるような目を、セリディアーナ様に向けてください。それができないのなら、もう逃げられないと思われた方がよろしいでしょう。僕はこれをロベルトにも言いいたいんですけど、彼はおそらく無理ですね。典型的な逃げられない人です」

「くそ――っ、なぜ僕が密ひそかに恐れていたことを口にしてしまうんだ！」

　エリオは頭を抱えた。

「やっぱりそうか！　途と中ちゆうからおかしいなとは思っていたけど、やっぱり兄様と同じ人種なのか！　表立って押してこないから気づくのが遅れた！」

「いいじゃないですか。セリディアーナ様のことが好きなんですよね？」

　ズバリと言えば、勢いよく顔を上げる。見る見るうちに白い頰が赤く染まり、指し摘てきしたモニカの方が照れてしまった。

（素直すぎる……！）

　好きじゃないのなら「釣り合わない」という言葉は出てこないはずだ。

　彼女を美しいと思い、尊そん敬けいできる人柄だと思い、自分に自信がなくなったのだ。

　モニカの言いたいことを感じ取ったのか、真っ赤な顔のエリオは涙目で睨にらんでくる。

「好きじゃない！　僕は婚約を解消したい！」

「嫌いですか？」

「き、嫌いとか、そんなことじゃない！」

「じゃあ好きだ」

「好きじゃない！　好きじゃないんだ！」

「ああ、あんまり叫ばないで。喉のどを痛めますよ」

「どうして僕なんだ？　兄様でよかったのに！　お似合いだったのに！　モニカなんて全然似合わない！」

　呼び捨てにされ、モニカは苦笑した。

「レオも言ってたじゃないですか。エリオ様にはアレクにない良さがあったんです。だからセリディアーナ様は好きになったんでしょう？　それでいいと思います」

「よくない！　僕は絶対にセリディアーナ様を兄様の婚約者に戻すからな……！」

　びしりと指先を突きつけられ、モニカは微笑んだ。

「分かりました。僕も戦います。セリディアーナ様はとっても頼たよりになりそうだ」

「……え…………？」

　怯おびえの色を見せた美しい紫の瞳と、モニカは真まっ向こうから視線を合わせた。

　モニカがずいっと尻しりを詰めれば、エリオはソファの端はしへ逃げる。

「セリディアーナ様をアレクの婚約者に戻すんだよね？　なら僕はセリディアーナ様をあなたの婚約者にできるようにがんばろう。義姉と義弟で勝負だね」

「な……！」

「こうして話してみると、あなたはとっても可愛かわいい。アレクやアーノルドが大事にするのがよく分かるよ」

「う、う、……！」

　言葉に詰つまる少年に、モニカは楽しくて堪たまらないと言うようにニヤリと笑った。

「エリオ。あなたが僕の義弟になるなんて本当に嬉うれしいよ……！」

「う、うあああああああああ――――!!」

　エリオの絶ぜつ叫きようにアーノルドが扉を蹴破るまで一秒も掛からなかった。







　終章　―Epilogue―







　貸したはずの鍵かぎがまだ返っていない。

（なんらかの決着がついたか。はたまた問題が起きたか。それとも……）

　厳げん重じゆうに管理された鍵棚を開き思し案あんにふけっていると、突然背はい後ごから明るい声が掛かった。

「こんばんは」

　完全に一人だと油ゆ断だんしていたため、驚おどろいて勢いきおいよく振ふり返ってしまった。

　過か剰じような反応に、目を瞬またたいた少女はくすくすと笑う。

「あなたでも慌あわてることがあるんですね」

　緩ゆるやかに波打つ亜あ麻ま色いろの髪に、優しい翠すい緑りよくの瞳ひとみ。王宮の軍事を束たばねる男の娘とは思えないほど、可か憐れんな外見だ。

　ウェスタイン公こう爵しやく令れい嬢じようモニカは、たおやかな手で一本の鍵を差し出した。

「お返しに来ました。やっぱりここにもあったんですね」

　雑ざつ然ぜんと束たばになっていた総そう括かつの鍵と違って、ここでは隠かくし部屋ごとにきちんと棚に並べられている。

　銀ぎん色いろの美しい鍵を受け取り、王太子宮侍じ従じゆう長ちよう、ラフィットは笑った。

「わざわざありがとうございます。公爵令嬢ともあろう方がお一人で来られたのですか？」

「まさか。この宮は僕……失礼、私一人では歩けません。方向音おん痴ちですので、アレクに案内してもらいました。あなたと二人でお話ししたかったので、外で待ってもらっています」

「我がカゼルラ王国の王太子を、そんなふうに扱あつかえるのはあなただけですよ」

「そういうことのようですね」

　要するに、そういうことなのだ。

　モニカの答えに、ラフィットは微ほほ笑えみを消した。少し冷ややかに変わった空気に、モニカは内心の怯ひるみを悟さとられないよう気合を入れ直す。

　ラフィットは手の中の鍵に目を落とした。

「私が号ごう令れいしていると気づいたのはモニカ様ですか？」

「いいえ。残念ながら違います。今回の出来事が、あなたの管理の下で行われていないのなら暗殺し放題だ、とマーシュが」
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　エリオでもおかしくはなかった。だがマーシュいわく、協力しているのは多た岐きに亘わたる王太子宮の人間だ。毒どく見みの終わった食べ物に薬を混ぜるのも、警けい護ごの生き真ま面じ目めなロベルトを動かすにも、アレクから直じかに言いつけられたと小こ姓しように言わせるのも、女じよ官かんや侍従、小姓、兵士の目を避さけてはできない。もしできるとすれば、それは宮の全員から絶大な信頼を得えている人物だ。その人物が黙っていなさいと言えば、疑うことなく従したがえるような。

「……なるほど」

　ラフィットは鍵を棚に戻すと、モニカに向き直った。

「陛へい下かからの問いに答えは出ましたか？」

　この男を取り巻く穏おだやかなもの。微び笑しようや口調、物腰、その全てが消えた。

　怒っているわけではない。ラフィットから怒りなど何も感じられない。ただ真剣になることに、モニカは押しつぶされるような何かを感じるのだ。

　穏やかで優しい人。――その対極にいるのがこの男だろう。

「アレクが自分を顧かえりみず、私を優先させるからですね」

　モニカを傷つけないために、ためらいもなくアレクは自分を傷つけようとした。それではいけないのだ。彼は守られるべきであって、モニカよりも立場の重い人間なのだ。

　しかしラフィットはうっすらと笑っただけだった。

「及きゆう第だい点てん、というところか」

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち出し、モニカは唇くちびるを引き結んだ。

（落ち着け、間ま違ちがいじゃない。まだ振り落とされてはいない）

　表情は平へい静せいを保ち、続きを待った。

「ティマエス陛下はとてもお優しく、慎しん重ちような方だ。臆おく病びようだと陰かげ口ぐちを叩たたく者もいるが、峻しゆん烈れつな覇は王おうウェルギリウス様の後、国を慰い撫ぶするのにうってつけだった。陛下はあなたが王おう妃ひとしてたつ利点より、危険性を考えたのですよ」

　ラフィットは、さも残念そうにため息をついた。

「セリディアーナ様は本当に素晴らしかった。正せい妃ひとしての器だけではない、殿でん下かを愛しすぎない、殿下から愛されすぎない、という点で理想的でした。

　……私は、殿下が恋をするのは良いことだと思っています。人間的な成長という意味でも、優しさや思いやりを学ぶという点でも。――でもあなたへの恋は違う」

　キッパリとした口調だった。

「最初は良かった。少し傲ごう慢まんなところのあった殿下が、思いやりをもつようになりましたし、あなたのために勉学も剣けん術じゆつも礼れい儀ぎも何もかもを真剣にこなした。ですが、私は危機感を抱いだくようになりました。失恋した、では済まされないところまで来ている。殿下はもう次の恋に向かうことができない」

　真まっ向こうからモニカを見下ろす鳶とび色いろの瞳が、すっと細まった。

　モニカはぐっと目に力を込めて、その目を見つめ返した。ラフィットが小さく息を吸い込み、薄い唇を開く。

「戯たわむれや同情で殿下と恋をするのなら、今すぐに姿を消してください」

　来る、と構えていたのに衝しよう撃げきを感じた。

　対する鳶色の目はとても静かで、力がこもっているようには感じられない。

　それなのに、競せり負けそうだった。

「あなたの選ぶ方は普通の男性ではない。特別な立場を持った男性です。殿下はいずれこの大カゼルラを背負って立つ方。あなたが振り回してきたのはこのカゼルラの未来の王です。それも遠い未来ではなく、近い未来の」

　ティマエス王は高こう齢れいだ。アレクは間違いなく若い王になるだろう。

「自分よりもあなたを優先する。――その通りです。あなたの望む物は手に入れ、あなたに危害を加える者とは戦う。一国の王が、多くの民を抱える大国の王がそれでは困るのです」

　改めて言われ、モニカは立ち尽つくした。

　ラフィットは、ゆっくりと、言葉を区切りながら言う。

「殿下ときっぱりお別れし二度と会わないか。愛を受け入れ、国のためにあなたの心しん身しんを捧げるか。そのどちらかを、今すぐにここで決めてください」

（……ここで……？）

　待ってください、時間をください。

　そんなことが言える雰ふん囲い気きではなかった。

　その言葉は、即、アレクとの離り別べつと判断されてしまう。

「あなたに自由をあげましょう。選択の自由です。あなたが殿下と二度と会わないと言ってくださるなら、私とロスター将軍、そして陛下で生しよう涯がいあなたを隠し通します。あなたが殿下から逃にげることがいかに困こん難なんだったか、私達はよく知っている。だから、今度こそあなたを逃がします。何があっても殿下に手出しはさせない」

　あくまで淡たん々たんとした言い方だった。すでにそれは失敗している。アレクはミラを見つけ出したのだ。

　それなのに、ラフィットなら今度こそやってのけるような気がした。

「時間がなくて申し訳ないと思いますよ。でも私達にはもう待つことはできないんです。これが最後だ。これ以上先で殿下とあなたを引き離せば、殿下の心が死んでしまう」

「……正直なところ、腹が立ちます」

　モニカは遮さえぎるように言った。

　完全にモニカの感情は無視した話だった。

　だが、この先こんなことは何度も言われるだろう。今までの「なぜ逃げない」の比ではなく。

　彼らにとってアレクはとても大切な人間なのだ。その陰でモニカが泣こうが傷つこうが、そんなことはどうでもいい。

　自分はそういう存在で、アレクはそういう存在なのだ。

「だけどアレクを選ぶなら、僕はこれを越えていかないといけない。――アレクは僕に嫌いやな思いはさせないと言ったんです。僕はそれを信じます」

　これが恋なのか、愛なのか、情なのか、正直なところ分からない。ただ、このままアレクと会えなくなるのが嫌だったのだ。

　アレクは変わった。それを実感した。そして自分も変わった。

「アレクと恋をすることについて、僕はそこまでの覚かく悟ごをしていなかった。それは真実です。だからこれから考えます。側そばにいます。そして、努力します。実際にできるかどうかわからない。でも、これから何かを決めるときは、まずアレクにとって良いことかどうかを考えます」

　アレク、すなわち国にとってだ。

　言い切って、モニカは少し笑った。

「それに、申し訳ないですけど、あなた方に僕を隠し通せるとは思わないんです。アレクならきっと、どこにいても必ず僕を見つけ出す。死んでも追いかけてきそう」

　言葉は冗談でなく本心だったのだが、ラフィットの張り詰めた表情がかすかに緩んだのを見て、モニカは内心どきりとした。

（……あ）

　笑う、というより、それはどこかほっとしたような顔だったからだ。

　モニカの視線に気づいたのか、ラフィットはいつもの仮面のような穏やかな微笑に戻った。

「私は陛下に、殿下の婚約について賛成とも反対とも申し上げておりません。……殿下を選ぶというのなら、少し見させて頂きましょう」

　あなたを、と言われモニカは無意識に姿し勢せいを正した。

　まだ認められたわけではない。

（だけど、認めてもらうだけの時間はもらえた）

　去り行く背中にモニカは声を掛けた。

「ラフィット。正直な意見をありがとう」

　まずはこれから。

　振り返ったラフィットは少し驚いたように眉まゆを上げたが、やがて微笑んだ。

　優ゆう雅がに腰を折り、貴き婦ふ人じんに対する礼をして部屋から出て行った。




　入れ違いに、アレクが入ってきた。

　ラフィットが出てすぐだ。何も話をしなかったのだろう。

　どう言葉を掛ければいいのか、考えあぐねているアレクにモニカは笑った。

「どうすればいいのか考える。ちゃんとアレクに相応ふさわしいって思われるように」

　ティマエス王、ラフィット、エリオット、ロベルト。アレクを大切に思い、婚約に反対する人はたくさんいる。たとえその責任の大半がアレクにあったとしても、振り回した末に選んだのはモニカだ。

　アレクは混乱したようにモニカを見つめる。

「……どういう意味ですか？　何がどうなって、そんな話に……」

「アレクの婚約者になるには、僕には足りないものが多すぎる。ラフィットには時間をもらったから、これから」

「おかしなことを言うのはやめてください！」

　珍しく怒ど鳴なられた。

「私に相応しい？　逆のはずだ。私があなたに相応しくない！　私が悪いんですよね？　あなたは悪くないはずだ。勝手に好きになったのも私で、強引に迫ったのも私で、こうして振り向いてもらったのも全部私の勝手だ。それなのに、どうしてそんなことを言うんですか？」

　泣きそうな顔をしている。

　アレクはそう思っていても、周りの人間はそう思っていない。アレクの周りの人間からすれば、モニカはアレクの必死の想いを受け入れようとしなかった冷たい姫君だ。

　ウェスタイン家の人間がアレクを権力を振りかざすわがままな王子だと思うのと同じように。

「何を言われたんですか？」

「言われてない。僕が言ったんだ」

　静かな声に不ふ穏おんな空気を感じ、モニカは先んじて言った。だがアレクは納なつ得とくしない。

「何か行き違いがあるなら、私が正します。あなたが我が慢まんしたり頑張ったりする必要はない」

　アレクはラフィットがどんなことを言ったか気づいているのだ。しかしそれでは何の意味もない。いつも先回りして何もかも用意してくれる人に甘えて、それを受け取るだけでは進めないのだ。

　モニカは微笑み、だが強い口調で断言した。

「アレクは何もしないで。選んだからには、僕が努力しないといけない」

「それじゃ、まるで義務だ！　あなたこそ何もしなくていい、側にいてくれるだけでいいんです！」

「義務だよ。アレクのことが好きなら、僕はついていかないといけない」

　努力もなく隣となりに立ってはいけない人を、自分で選んで好きになったのだ。

　見上げれば、紫むらさきの瞳が不安そうに揺れていて、モニカは思わず吹き出した。

「どうして告白してるのに不安そうな顔するの！」

「すみません……。何を思えばいいのか、考えればいいのか……分からなくて」

　相当混乱しているようで、モニカは笑いながら広い背中に腕うでを回した。

「じゃあ誓ちかって。僕が頑張る間、絶対見捨てないでよ。怒られても失敗しても、恥ずかしい思いしても、僕のせいでとんでもないことになったとしても」

　答えなど分かりきっている。アレクは今まで通り、モニカを全力で愛してくれるだろう。

　知っているから、決めたのだ。

「誓います。あなたに何があろうと、どんな失敗をしようと、どんな迷めい惑わくを被こうむろうと、私はあなた以外を選ぶつもりはありません。誰が反対しても、あなただけをずっと愛します」

　分かっていたが、抱き締しめてくれる腕の強さに例たとえようのない安らぎを感じた。

「ありがとう。信じるよ」

　側にいる。そのために力を尽くそう。

　モニカは微笑み、決意の意味を込めてキスに応こたえた。





〈終〉　　　　










　あとがき




　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。

　このたびは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。ありがたいことに続きを書かせて頂くことになりました。『恋こいする王おう子じと受じゆ難なんの姫ひめ君ぎみ』第二巻です。

　一作目は投とう稿こう作さくなので当然一冊完結なんですが、続きはアレクがモニカを嫁に迎えるにあたって、必ず問題視されるだろうことをテーマに書きました。

　まあこうなるだろう、という周囲の反応とモニカの意識改革です。

　でも、モニカモニカー……と書いてたら本当にモニカばっかりになってしまったので、次巻はアレクのターンです。頑がん張ばります。

　そういえば、今回は展開に迷いました。作中でアレクとモニカがガチでヤるので、少女小説的にどうなんだろうと思って。でもあの場では二人にとって自然な流れだったので、そのままにしました。結果的に愛は深まったし、二人がよければ問題なしでしょう。




　では、お世話になった方へ御お礼れいを。

　担当Ｉ様。「とりあえず寝なさい」の一言で何とか持ち堪こたえましたよ……！　途中はどうしようかと思いましたが（笑）。やっぱり睡すい眠みんは大事ですね。ありがとうございました。

　イラストの加か藤とう絵え理り子こ先生。表紙の花はひょっとしてリュセですか!?　一巻ではポーラを描いて頂いたりと、いつも細やかな心配りをありがとうございます。今回もキラキラがすごい！

　校正様。素晴らしいツッコミをありがとうございました。引き算もできない人間で申しわけない……。なんで残り五人になったんだろう??　あと、リュセの参考飲料はお察しの通りです。

　編集部の皆様、営業様、デザイナー様、印刷所様、全国の書店員の皆様。本作に関わってくださった皆様に厚く御礼申し上げます。これからもよろしくお願いします。

　そして、一巻を読んでくださった皆様。本当にありがとうございました。皆様のおかげで二巻を書くことができたと思います。今作から手に取ってくださった皆様。一巻の内容が分かるよう書いたのですが、楽しんで頂けましたか？　アレクとモニカの恋の始まりが少しでも気になりましたら、一巻の方もどうぞよろしくお願い致します。

　それでは、次巻も「明るく楽しく」を心掛けて頑がん張ばりたいと思います。

　暑い日が続きますが（たぶん九月も）、お体には気をつけてお過すごしくださいませ。
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